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１）三重大学　Mie University

緒　言

　平成 26 年に医療介護総合確保推進法が成立し、地域に
おける介護の総合的な確保を推進する地域包括ケアシステ
ムの構築が求められている。そこでは、地域の自主性や主
体性が不可欠となっている。特に、住民同士が互いに助け
合うこと（互助）は地域包括ケアシステムの主要素であり、
ボランティアはその代表例であろう。
　介護を要する状態の一つに認知症がある。その認知症
の全国有病率推定値は 15% であり、約 439 万人いると推
定されている（朝田 , 2013）。また、認知症の前駆状態で
ある軽度認知障がい（mild cognitive impairment、以下

MCI）の有病率は 13% であり、約 380 万人いるとされて
いる（朝田 , 2013）。認知症や軽度認知障がいへの理解を
深めることは重要であり、新オレンジプランとして認知症
サポーターという名称のボランティアが各地で養成されて
いる（厚生労働省 , 2015）。
　認知症や MCI の予防は重要であるが、予防効果を高め
るためには高齢者の状態を把握することも重要である。認
知機能の低下といった変調に本人や家族が気づき、医療機
関を受診するといった行動に早期に繋げていくことが期待
されている。また、地域包括ケアシステムや互助の必要性
を踏まえると、これからは認知症サポーターをはじめとす
る住民たちによる気づきもあって良いだろう。サロンやイ

高齢者の軽度認知障がいを検出するステップパターン
重松良祐 1）

Stepping patterns detecting individuals with mild cognitive impairment

Ryosuke SHIGEMATSU1）

原著論文
大学体育学　13,（2016）,003-008

　Early detection of mild cognitive impairment (MCI) by family, community members, and older adults themselves, 
is important for identifying those who are at increased risk for dementia and need further evaluation. The author 
has developed a novel exercise form (Square-Stepping Exercise, SSE). SSE is a low-cost and easily administered 
exercise intervention that involves replicating a previously demonstrated stepping pattern in order to progress 
across a gridded floor mat. There are a total of 200 stepping patterns, ranging in difficulty from beginner (easy) 
to advanced (difficult) levels. A previous study found that those with low cognitive function could not accurately 
complete the difficult stepping patterns. The purpose of this study was to develop a protocol using SSE patterns 
to detect those with possible MCI. The Montreal Cognitive Assessment (MoCA) and four different SSE patterns 
[Pattern A (easy) to D (difficult)] were used to evaluate older adults (aged 65 years or older; n = 168) for possible 
MCI. Of the 168 participants, 25% were classified as having possible MCI (25 points or less on the MoCA). Success 
rates for all participants for Patterns A to D were 92.8%, 59.9%, 67.3%, and 16.2%, respectively. Those with MCI had 
significantly lower success rates than those without MCI. After applying the decision tree analysis involving age, 
sex, and information on success/failure for each pattern, a protocol was developed as follows: if an older adult fails 
to accurately complete the allocated stepping pattern (Pattern C for aged 75 years or younger; Pattern B for aged 
76 years or older), he/she may be considered as possible MCI. The protocol showed high sensitivity (69.0%) and 
specificity (76.2%) and a low false positive rate (23.8%) when applying to all the participants. In conclusion, this new 
protocol was developed to detect possible MCI and may be useful in home and community settings. Specifically, if an 
older adult fails to accurately complete the designated stepping pattern then this would signal the need for further 
clinical evaluation and to take additional measures to improve cognitive function. 

キーワード：MCI、スクリーニング、認知症
Keywords ; MCI, screening, dementia
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ベント等がそのような機会に位置づけられると思われる。
しかし、サロンやイベント等において、どのように気づけ
るかという具体的な方法は提示されていない。
　ところで、サロンやイベント等で取り組んでもらいや
すいスクエアステップという運動がある（Shigematsu et 
al., 2006）。スクエアステップは高齢者の転倒予防のため
に新しく開発されたが、その後の研究で認知機能の改善や
人との繋がりの醸成という効果が認められている（重松 , 
2014a）。また、認知機能の低い人では難しいパターンを
うまくステップできないことも確認されている（重松他 , 
2014）。このようにスクエアステップは高齢者に受け入れ
られやすく、かつ認知機能と関連していることから、サロ
ンやイベント等でスクエアステップを用いて高齢者の認知
機能を把握できる可能性が示唆される。
　本研究ではその可能性を検証する段階の一つとして、ス
クエアステップを用いて高齢者の認知機能の低下、特に
MCI であることを簡易に検出するステップのパターンを
探索することとした。

方　法

手順
　先行研究（重松 , 2014b）で収集したデータを使い（二
次分析）、MCI に関連するパターンを抽出したうえで、性
や年齢を考慮した MCI 検出プロトコルを作成した。

対象者
　三重県津市社会福祉協議会の河芸支部のふれあい・いき
いきサロンに所属している高齢者を対象とした。対象者の

取り込み基準は 60 歳以上であり、測定会場まで移動でき
る程度の歩行能力があることとした。除外基準は測定指示
を聴きとれない程度に聴覚が低下していることとした。た
だし補聴器を使用して聴ける場合は対象に含めた。
　本研究はヘルシンキ宣言の精神に沿い、人権擁護に配慮
した上で計画された後に三重大学大学院医学系研究科の倫
理審査を受けた（承認番号 1346）。研究に際しては対象者
から文書による同意を得た。

測定
1）人口学的情報および疾病情報

　質問紙にて性、年齢、教育年数、睡眠時間、喫煙状況、
配偶者、同居家族数を尋ねた。また、糖尿病や脳卒中の有
無、視力、自覚的健康度についても回答してもらった。
2）認知機能

　Montreal Cognitive Assessment（ 以 下、MoCA）
（Nasreddine et al., 2005）を用いて認知機能を対象者ごと
に別室で測定した。MoCA は注意機能、集中力、実行機能、
記憶、言語、視空間認知、概念的思考、計算、見当識といっ
た多領域の認知機能を 30 点満点で測定できる。26 点以上
が健常と見なされている（鈴木他 , 2010）ことを踏まえ、
25 点以下を MCI である可能性が高いと判断した。なお、
先行研究（鈴木他 , 2010）に従い、教育年数が 12 年以下
の場合は MoCA スコアに 1 点を加えた。
3）スクエアステップ（図1）

　一辺 25 cm の正方形を横に 4 つ、縦に 4 つ並べたマット
を使用した。マットを床に置き、正方形の中に足を入れな
がら前進する（ステップする）。このとき、検者はあらかじ
め決めておいたパターンに沿ってステップ（デモンストレー

図１　スクエアステップ

上：横4個×縦4個の正方形が配置され
たマットを使用して、右にいる対象
者に検者がパターンＡを提示してい
る様子。

下：測定に用いたスクエアステップ・
パターン。いずれも右足からステッ
プを開始し、数字の順に正方形を
踏んでいく。パターンＢについて
は、手前から2列目の1と2をステッ
プした後、1列目の3と4をステップ
する。次に、3列目の1と2、2列目
の3と4とステップしていく。
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ション）する。パターンを図示したり、口頭で説明したり
することはおこなわなかった。1 回目のデモンストレーショ
ンの後、対象者にステップしてもらった。ステップできな
かった場合、2 回目のデモンストレーションを実施した。
　測定には 4 種類のパターンを用いた（図 1）。スクエア
ステップを説明した後、簡単なパターンを用いてステップ
に慣れてもらった。次に、パターン A から D まで順にス
テップの成就を測定した。成就は、「デモンストレーショ
ンと異なる正方形に足を入れたとしても、その後に指示通
りの正方形に入れ直し、パターン通りにステップした」と
定義した。なお、この測定の際も認知機能の測定の時と同
様、他の対象者から離れた（見えない）場所で実施した。

解　析

　MCI 者と非 MCI 者のパターン成就率の差の検定には
Fisher の正確確率検定（片側検定）を施した。MCI を検
出するプロトコルの作成には決定木分析を用い、説明変数
に性、年齢、4 パターンそれぞれの成否の計 6 項目を投入
した。目的変数には MCI か非 MCI かの 2 値データを採
用した。解析後、抽出された説明変数を用いて MCI 検出
プロトコルを作成した。このプロトコルを本研究のデータ
に適用し、感度、特異度、偽陽性率を算出した。算出に
は、感度（MCI かつパターン失敗者／ MCI 者）、特異度

（非 MCI かつパターン成就者／非 MCI 者）、偽陽性率（1
－特異度）の式を用いた。これらの解析には統計ソフト R

（ver. 3.0.1）を用い（R Core Team, 2013）、統計的有意水
準を 5％に設定した。

結　果

　本研究の対象者は高齢者 168 名（男性 59 名、女性 109 名）
であった。MCI は 42 名おり、全体の 25.0％を占めていた

（表 1）。4 つのパターンの成就を測定したところ、MCI 者
は非 MCI 者に比べて各パターンの成就率が有意に低かっ
た（表 2）。測定において事故などは生じなかった。
　決定木分析の結果、75 ／ 76 歳という年齢区分が MCI
を検出する最初の要因として抽出された（図 2）。これは
75 歳以下の 9.9％が MCI だったのに対し、76 歳以上では
47.8％が MCI だったことが影響していたためである。次
に、75 歳以下ではパターン C の成就が要因として抽出
された。パターン C に成就した MCI は 5.5％で、失敗し
た MCI は 21.4％だった。一方、76 歳以上ではパターン B
の成就が要因として抽出された。パターン B を成就した
MCI は 25.0％であったが、失敗した MCI は 74.2％であっ

た。これらのフローを 1 つの検出プロトコルとした。すな
わち、75 歳以下ではパターン C を、そして 76 歳以上で
はパターン B を適用するというプロトコルである。この
プロトコル（プロトコル 1）の感度や特異度は高く、また
偽陽性率は低かった（表 3）。測定をより簡易にすること
を考慮し、パターン B あるいは C の成就結果のみを用い

表１　対象者の特徴

表２　スクエアステップ・パターンの成就率
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たプロトコル 2 と 3 も作成した。その結果、プロトコル 1
に比べて感度や特異度、偽陽性率は改善しなかった。

考　察

　本研究では、MCI を簡易に検出するステップのパター
ンの探索を目的としている。測定・解析の結果、75 ／ 76
歳の年齢区分と、パターン B あるいは C の成就といった
2 つの情報を用いた検出プロトコルを作成できた。
　今後増加すると予想されている認知症者を少しでも抑制

するため、ハイリスクである MCI へのアプローチは重要
とされている（「認知症予防・支援マニュアル」分担研究
班 , 2009）。地域在住の高齢者を対象にした大規模調査で
は、MCI の有症率が 28.3％と報告されており（Manly et 
al., 2005）、本研究の 25.0％とほぼ同じで、高い出現率で
あることが確認された。MCI は認知症に繋がる（Bruscoli 
et al., 2014）ことを踏まえると、高い出現率を示す MCI
を早期に検出する意義は大きい。
　MCI の検出プロトコルには性の情報が含まれなかった。
これは、MCI 発症率の性差は統計学的に有意ではないと

図 2　MCI を検出する決定木分析
（MCI：mild cognitive impairment）

表３　年齢区分とパターンの組み合わせから算出したスクエアステップ・パターンの成就率と、
　　　決定木分析の結果を元に算出した感度、特異度、偽陽性率
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する報告（朝田 , 2013）の結果と同じである。一方、年齢
による影響は大きく、たとえば朝田（2013）によると 65
～ 69 歳の年齢階級から有病率が加齢とともに増加する。
80 ～ 84 歳の階級でピークに達するが、その後の有病率も
高い。このことは、本研究で年齢が検出要因として抽出さ
れた理由になろう。
　簡便に認知機能低下を判定する課題は、これまでにいく
つか報告されている。Rodakowski et al.（2014）は 157
名の高齢者のデータから、買い物と小切手管理など 8 つ
の作業を抽出しており、これらの作業の成就によって感度
70％、特異度 70％という検出精度を示している。本研究
で作成したプロトコル 1 では 75 歳以下での感度が 60.0％
と低かったが、特異度や 76 歳以上での感度・特異度が
70％を超えており、その優越性が示唆された。
　ところで、MCI 者は認知症予防に興味を示さないこと
が報告されている。「認知症予防・支援マニュアル」分担
研究班（2009）のマニュアルによると、興味を示す割合は
健康高齢者で 40％であるのに対し、MCI 者では 20％に留
まるとされている。一方、本研究のスクエアステップは筆
記ではなく実技（運動）形式であるために心理的な負担が
少ないようで取り組みやすいことから、認知症予防に興味
を抱かせやすいと言えよう。実際、MCI 者に適用したと
きにはステップできるという自信が示されたことや、「（分
からなかったから）もう 1 回やってみせて」という意見を
聴取したことがあり、スクエアステップが受け入れられや
すいことを確認している（重松他 , 2014）。そのため、イ
ベントや会合に参加した高齢者にスクエアステップを体験
してもらい、パターンの成就・失敗から認知症予防の必要
性に気づくことで、実効性のある介護予防一般高齢者施策

（ポピュレーション・アプローチ）（「認知症予防・支援マ
ニュアル」分担研究班 , 2009）に繋げていくことができる
であろう。たとえば、パターンをうまくステップできなかっ
た高齢者がそれを契機に認知症予防に関する講演を聞きに
行ったり、運動教室に参加したりすれば良いと思われる。
　本研究の特長の一つは、MCI を多面的に評価したこと
である。本研究では、記憶障害のみでなく記憶・学習、注
意、言語、視空間認知、思考といった他の側面からも測定
できる MoCA を使用して MCI を定義した。多面的に評
価した MCI は、その後の認知症への移行率が高いとされ
ていることから（Bruscoli et al., 2014）、簡便に検出でき
るプロトコルを提示できた意義は大きい。スクエアステッ
プが伝承遊び「ケンケンパ」を想起させることも特長の一
つであり、受け入れられ、普及する可能性が高い。さらに、
認知機能の低下した高齢者に介入していく場合、運動は
食事よりも大きな効果をもたらすことから（Napoli et al., 

2014）、運動種目にスクエアステップを採用していくこと
もできる。一方、本研究ではスクエアステップの成就を対
象者ごとに測定した。このことは人的・時間的負担の増大
に繋がる。負担減少に向け、複数の高齢者を同時に測定し
た場合の検出精度を検討していく必要があろう。また、75
歳以下ではパターン C の前に A と B を実践しており、76
歳以上ではパターン B の前に A を実践している。このよ
うに、別のパターンの実践による影響が予想されることか
ら、パターン C（76 歳以上）や B（75 歳以下）を最初に
測定した場合における検出精度を検討する必要がある。さ
らに、運動は大学時代や卒業後の健康度に大きな影響をも
たらすため（兵頭他 , 2013）、今後の研究では過去の運動
経験を説明項目に含めることも検討する必要があろう。
　以上をまとめると、75 歳以下と 76 歳以上という年齢で
高齢者を二分した後、前者にはパターン C、後者にはパター
ン B を適用し、その成就を測定するというプロトコルを
作ることができた。そして成就しなかった場合、MCI で
ある可能性が高いとみなすことができる。スクエアステッ
プは楽しみながらおこなえることも踏まえると、このプロ
トコルは高齢者の認知症予防の必要性に気づかせるという
役割を担えよう。
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　家族や地域住民、あるいは高齢者本人に軽度認知障がい（mild cognitive impairment: MCI）を早期に見つけてもらうこ
とは、認知症予防に貢献する。著者はスクエアステップという名称の新しい運動を開発した。スクエアステップは線で区切ら
れたマットの上をステップしていく運動であり、廉価で導入しやすい。ステップの際のパターンは指導者によってデモンスト
レーションされる。パターンの種類は 200 あり、簡単なものから難しいものまである。認知機能の低い高齢者は正確にステッ
プできないことが、先行研究で確認されている。本研究では、認知機能の低い高齢者、すなわち MCI の高齢者を検出できる
スクエアステップのパターンを探索することを目的とした。65歳以上の高齢者168名にMoCAという認知機能テストを施し、
併せてスクエアステップのパターン 4 種類をステップしてもらった（パターン A が簡単で、D が難しい）。その結果、対象者
の 25% が MoCA で 25 点以下を呈し、MCI とみなされた。パターンの成功率は A で 92.8%、B で 59.9%、C で 67.3%、D で
16.2% だった。MCI 者の成功率は、いずれのパターンにおいても非 MCI 者よりも有意に低かった。性と年齢も含めたうえで
決定木分析を施したところ、75 歳以下にはパターン C を、76 歳以上にはパターン B を提供したら MCI を検出できることが
分かった。対象者全体のデータにこの結果を適用したところ、感度（69.0%）と特異度（76.2%）は高く、偽陽性率（23.8%）
は低かった。結論として、この方法で MCI を検出できることが示された。自宅や地域でスクエアステップを実践している中
でこれらのパターンを正確にステップできないと、家族・地域住民・本人が認知機能向上の必要性を認識することができる。

英文抄録の和訳

		  （2015年７月16日受付）　		  　2015年９月27日受理
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緒　言

　近年，大学体育授業方法の改善や向上を目指した実践的
研究が数多く見受けられるようになった．例えば，木内他

（2003，2005，2006，2008，2009）は，行動科学に基づく
セルフ ･ モニタリングを授業内外で実施する体育授業が，
新入生の生活習慣や身体活動関連の心理 ･ 行動・生理的変
数への包括的な正の効果を有することを報告している．ま
た，西田他（2009）は，教員と学生の双方向で意見，質問，
感想の交換を可能とする「大福帳」というカードシステム
を採用し，新入生の対人コミュニケーションスキルに及ぼ
す効果について検討している．さらに，西脇他（2014）は，
ワークブックを用いて授業後の振り返り（感想記述）や体

育の宿題（日常生活の記録と感想の記述）を課すと教育効
果が高まり得ることを，FD（Faculty Development）授
業アンケートの観点から報告している．すなわち，授業内
容の振り返り（感想やコメント，気づき）や教員と学生間
のコミュニケーションを目的とし，授業や宿題での文章の
記述は，何ら振り返りをしない場合に比して教育効果を高
める可能性があると考えられる．
　感想文を記述させ，学生に対して授業内容を振り返らせ
る手法は，古典的かつ一般的な方法である．学生にとって
は，授業内容を振り返る上で重要であり，授業効果を高め
るためには有効な手段であるといえよう ( 小沢他．2009)．
教養科目のカリキュラムに位置付けられている体育では，
規範意識と倫理性，感性と美意識，主体的に行動する力，

大学体育授業における学生の感想文量を増大させる方法の検討
瀧本真己 ab）, 西脇雅人 b）

A study of a method to help college students to increase comments about 
their college physical education class in terms of quantity

Masaki TAKIMOTOab）and Masato NISHIWAKIb）

事例報告
大学体育学　13,（2016）,009-015

Purpose: The aim of this study was to examine a method to help college students to increase comments on their 
college physical education class in terms of quantity. Methods: Students (n = 248) were randomly assigned to Normal 
group (N group; n = 132) and Intervention group (I group; n = 116). All the students took a class consisting of a 
lecture and group work (a consensus game) and were told to write their impressions about the lecture and group 
work at the end of class. The N group students were distributed a paper written “Your impressions”, while the 
I group students were distributed a paper written “Your impressions (4 or more)”. Then, we collected all the 
papers to assess the number of characters and sentences and the content of their comments. Results: The number 
of characters and sentences was significantly greater in the I group than in the N group (P < 0.001). The instruction 
of “four or more” approximately quadruplicated the number of those who wrote more than four sentences, although 
there were no significant differences in the number of characters per sentence or in the rate of those who wrote 
shorter and/or longer sentences between the both groups. Futhermore, the content of what the I group students 
wrote was more about communication than that of the N group students (P < 0.05). Compared with keywords of 
communication, the words such as “jibun”, “group  or han”, and “iken” appeared more frequently in the I group (P 
< 0.05). Conclusion: These findings suggest that, when college students are assigned to write their impressions in a 
physical education class, the instruction of “four or more” increases the number of characters and sentences and may 
enhance the effects of reviewing thier lesson content as compared to normal instruction. 

キーワード：感想記述、指示方法、振り返り
Keywords ; Write their impressions, Instruction methods, Reviewing their lesson
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バランス感覚，体力や精神力などを含めた総体的な概念と
しての教養が求められることから，その意識を高めるため
に授業内容を振り返り，客観的に自らを振り返ることが必
要であると考える．しかしながら，感想の記述は自由記述
であるがために，文章の量や内容は学生間で大きな差が
あることも事実である（小沢．2009）．先行研究では，大
学の授業において文章を多く記述することに対して負担を
感じる学生がおり，これらの学生は文章を書くこと自体に

「壁」があり，そこに困難さを感じていることが報告され
ている（小沢．2009）．このように文章を書くことが苦手
な学生は，感想の文章記述量が少なくなりがちであり，教
員側の意図に沿った文章記述による授業の振り返りが十分
に行えていない．したがって，授業の内容や指示の工夫に
よって，感想欄における記述量を増やそうと，学生により
深い授業内容の振り返りを促すことができれば，教育効果
をより高めることができるものと考えられる．さらに，こ
うした取り組みが手間のかからない簡易な方法であれば，
より汎用性が高まるものと推測される．
　一般に，教育やコーチングの現場において，教員や指導
者が学生や選手に対して指示を出す場合，具体的な指示で
あればあるほど，指示内容が理解しやすいものであり，教
育効果を高め得るとされている（植野他．1988，小玉他． 
1989，日景他． 2004）．したがって，大学体育授業時にお
ける感想を記述させる際の学生に対する指示の仕方に着目
し，簡易でありつつ，一定水準以上の文章量を記述しなけ
ればならないという明確かつ具体的な指示を出すことがで
きれば，感想文の記述量を増大させることが可能である．
しかしながら，我々の文献渉猟の範囲では，こうした大学
体育授業と感想文の記述という観点から利用可能なエビデ
ンスは見受けられない状況である．
　以上のような背景から，教養科目として実施される大学
体育授業において，振り返りのために感想を記述させる際，
より明確かつ具体的な指示を出せば，文章量が増大すると
いう仮説を立てた．そこで，本研究では，大学体育授業に
おける学生の感想の記述量を効果的に増大させる方法につ
いて検討することを目的とした．

方　法

対象者
　本研究は，工学系の大学に在籍し，一般教養体育の授
業（前期開講科目）を受講した 248 名の大学初年次の男
子学生（ほぼ全員が年齢 18 〜 19 歳）を対象とした．受
講者を受講クラスごとに無作為に Normal 群（132 名）と
Intervention 群（116 名）の 2 群に振り分けた．実施に際し，

受講者に研究参加への同意を得た．本研究計画は所属機関
のライフサイエンス実験倫理委員会による審議を受け，承
認されたものである．なお，本研究では，謝金等の報酬は
一切なかった．

授業内容
　本授業は，1 年次の前期に開講され，各学科のモデルコー
スとして設定されており，全学科において必修科目として
位置づけられるものであった．この授業のねらいは，スポー
ツ活動を通じたコミュニケーションスキルの向上と規則正
しい生活習慣の獲得であった．コミュニケーションスキル
は，同一学科の新入生同士の人間関係の開始を導くスポー
ツプログラムや講義でのグループワークを実践することに
よって養い，大学生活への社会的な適応を促すことが目的
であった．規則正しい生活習慣の獲得では，大学生の良好
な修学状況を支える健康的な生活習慣の知識とその実践に
ついて学び，大学生活への学問的適応を促すことを目的と
して授業を展開した．
　本学の体育授業は講義と実技を混合した授業形態を採用
しており，半期全 15 回の授業のうち，講義を計 5 回，実
技を計 10 回行った．初回に専任の教員によるガイダンス
を行い，月に 1 回のペースで「生活習慣と健康」に関する
内容の 3 回の講義を行い，最後の 1 回にまとめとして筆記
テストを実施した．実技の授業では，受講者に卓球，バド
ミントン，テニス，バスケットボール，バレーボール，サッ
カーから 1 種目を選択させ，スポーツ活動を行わせた．な
お，本研究の対象者は全てサッカーを選択した者であり，
授業は全て同一の専任教員が担当した．

調査方法
　調査は第 2 回目の講義で行った．初回のガイダンスでス
ポーツ種目の選択等を行うため，この講義が種目ごとに分
かれて実施する初めての授業である．授業は，始めに授業
の説明（20 分程度）や生活習慣に関して講義（20 分程度）
を行った後，班に分けてグループワークの課題に取り組ん
だ（50 分程度）．グループワークでは，班内での話し合い
を活発に行うように促すため，NASA ゲームと呼ばれるコ
ンセンサスゲームを実施した（伊藤．2014）．学生は授業
終了前の 10 分間に，予め配布していた A4 版のプリントに
授業の感想を記述した．本研究では，Normal 群の記述用
紙には，感想を書く欄に「感想」とだけ表記した．これに
対し，Intervention 群のそれには，感想を書く欄に「感想（4
つ以上）」と表記した．この際，「感想を書いて提出してく
ださい」という指示のみを両群に行ったが，それ以外の特
別な指示は一切行わなかった（図 1）．また，配布した用紙
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において，感想を記述する欄（枠）のサイズは，縦（約 9 
cm）× 横（約 15.5 cm）であり，両群ともに同じものとな
るように注意した．なお，この授業の前週に実施したガイ
ダンスにおいて，提出物の評価は，記述の文量や内容によっ
てされることを全受講者に伝えているが，この用紙を配布
した際には成績との関連は特に説明しなかった．受講者全
員の感想文を授業終了時に回収し，後日，分析を行った．

文章の解析
　全ての解析は，授業実施の教員とは別の者が解析者とし
て条件や目的をブラインドされた状態で行い，結果を PC
に入力し，集計した． 
　最初に，文章量の分析を行った．分析した項目は，感想
文に記述された文字数と文章数，1 文あたりの文字数，短
文と長文を記述している者の割合，4 文以上の文章を記述
している者の割合とした．文字数は，用紙に記述された感
想文から，句読点を含めて受講者ごとに数えた．文章数
は，感想文に記述された文の数とし，書き出しから句点ま
でを 1 文として受講者ごとに数えた．1 文あたりの文字数
は，受講者ごとに文字数を文の数で除して 1 文あたりの文
字数を計算した．また，学生が記述した文章の長さを比較
するため，全受講者における 1 文あたりの文字数の平均値
を算出し，平均値の半分に満たない長さの文章を短文，平
均値の倍の長さを超える文章を長文と定義した．なお，本
研究では，全受講者における 1 文あたりの文字数の平均値
の半分は約 15 文字，平均値の 2 倍は約 60 文字であった．
したがって，Normal 群と Intervention 群の受講者の中で

15 文字未満（短文）と 60 文字以上（長文）の文字数の一
文を記述した者の割合を算出して比較した．さらに，「4
つ以上」の指示によって文字通り感想文の文章が 4 文以上
に増えるか否か，検証した． 
　次に，文章内容の分析を行った．文章量の解析と同一の
者がブラインドされた状態で解析を行った．この分析は，
中田（1997）の解析にならい行った．解析者が，両群の
全ての文章を通読し，その中で頻出する内容を判別した結
果，「授業の実質的な課題に関するもの」と「コミュニケー
ションに関するもの」の 2 つの記述が抽出された．これら
2 つの記述のある文章の数を数え，群の対象者に対する割
合で示した．例を挙げると，「授業の実質的な課題に関す
るもの」については，「健康について学べて良かった」，「コ
ンセンサスゲームゲームが面白かった」等であった．「コ
ミュニケーション」については，「初対面の人と話すのは
緊張した」，「異なる意見をまとめるのは大変だった」等の
ように，他人と会話したことに関する文章であった．さら
に，「コミュニケーション」に関するキーワードの使用割
合についても解析した．それは，コミュニケーションを本
授業の目的としているためである．この解析では，「コミュ
ニケーション」に関連するキーワードで使用頻度が高い上
位 5 つの単語を抽出し，その結果，「自分」，「友達，メン
バー」，「班，グループ」，「話し合い」，「意見」に設定した．
なお，「友達」と「メンバー」ならびに「班」と「グルー
プ」は同じ意味で使用される単語であると判断し，同じキー
ワードとして集計した．最終的に，これら 5 つのキーワー
ドを含む学生の割合を両群で比較した．

図1　授業で配布した感想を記述させるためのプリント
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統計処理
　連続変数の結果はすべて平均値と標準誤差で表した（平
均値 ± 標準誤差）．統計処理は統計ソフト（IBM SPSS）
を使用して行った．Normal 群と Intervention 群の比較に
おいて，文字数や文の数のような連続変数の比較には対
応のない t 検定を，文章の内容のような割合の比較には x2

検定を用いた．危険率はすべて 5％とした．

結　果

　最初に，文章量を比較するため，両群の感想文の文字数，
文章数，1 文あたりの文字数を図 2 に示した．Normal 群
の文字数の平均値は 67.7 ± 3.3 字，Intervention 群のそ
れは 82.5 ± 3.3 字となり，「4 つ以上」の表記によって
約 15 文字増大し，両群の間に有意差が認められた（P < 
0.001）．同様に，文章数の平均値を両群の間で比較した結
果，Normal 群の文章数（2.8 ± 0.1 文）は，Intervention

群のそれ（2.3 ± 0.1 文）に対して有意に高値を示した（P 
< 0.001）．これに対し，1 文あたりの文字数に，両群の間
で有意差は認められなかった．また，両群における 15 文
字未満（短文）と 60 文字以上の 1 文（長文）を記述した
者の割合を比較したところ，両群の間で有意な差は認めら
れず，短文と長文を記述した者の割合に違いはなかった（図
3）．さらに，「4 つ以上」の指示によって 4 文以上の文章
が増えるか検討するため，両群で 4 文以上の文章を記述し
た者の割合を比較した．その結果，Intervention 群におけ
る 4 文以上の文章を記述した者の割合は，Normal 群に比
して約 4 倍であった（図 3）．
　次に文章内容についての比較結果を図 4 に示した．その
結果，Intervention 群の「授業の実質的な課題に関するも
の」を記述した者の割合は Normal 群に対して有意に低値
を示した（P < 0.05）．これに対し，Intervention 群の「コ
ミュニケーションに関するもの」を記述した者の割合は
Normal 群に対して有意に高値を示した（P < 0.001）．図

図2　両群の文字数，文章数，1文あたりの文字数の比較

図3　両群の短文，長文，4文以上の文章の割合の比較

N 群 , Normal 群 ; I 群，Intervention 群 . 両群における文字数（A）, 文章数（B）, 
1文あたりの文字数（C）を比較した．数値は平均 ± 標準誤差で表している．
** P < 0.01 vs. Normal 群．

両群の対象者の中で，15文字未満の1文（短文）を記述した者の割合（A）, 60文字以
上の1文（長文）を記述した者の割合（B）,4文以上の文章を記述した者の割合（C）を
比較した．N 群 , Normal 群 ; I 群，Intervention 群 . ** P < 0.01 vs. Normal 群．
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5 は授業目的である「コミュニケーション」に関わるキー
ワードの比較結果を示した．その結果，Intervention 群の

「自分」（N群: 34/132人，I群: 53/116人），「班，グループ」（N
群 : 43/132 人，I 群 : 54/116 人），「意見」（N 群 : 47/132
人，I 群 : 72/116 人）という 3 つの単語を含む文章を記述
した者の割合が Normal 群に対して有意に高値を示した

（P < 0.05）．なお，「友達、メンバー」（N 群 : 15/132 人，
I 群 : 20/116 人）と「話し合い」（N 群 : 30/132 人，I 群 : 
27/116 人）に有意差は認められなかった．

考　察

　本研究は，大学体育授業において文章を記述させる際，
記述欄における「4 つ以上」という簡易かつ明確な指示が
受講者の文章記述量と記述内容に与える影響について検討

した．その結果，Intervention 群では，Normal 群に比較
して，①文章量を多く記述した，②コミュニケーションに
関する文章を書く者の割合が高い，③「自分」，「グループ，
または班」，「意見」という単語を使用する者の割合が高い
という知見を得た．
　先行研究では，大学授業において自由記述を行うことに
対し，文章を多く書くことが大変だと感じていることか
ら，負担感を感じている学生が多数存在することが報告さ
れている（小沢．2009）．つまり，自由記述の感想文で何
ら指示が無い場合，こうした負担感から文章記述量が少な
くなりがちになると推察される． また，鈴木（2005）は，
教育活動においてコスト（人・モノ・金・時間）をなる
べく減らした「効率化」した授業によって教育目標を達成
することの重要性を指摘している．こうした観点から，本
研究では，「4 つ以上」という簡易な指示によって，文章を

図4　両群の主題に関する内容の比較

図5　両群のコミュニケーションに関するキーワードの比較

両群の対象者の中で，授業の実質的な課題に関する文章を記述した者の割合
（A）, コミュニケーションに関する文章を記述した者の割合（B）を比較した．
N 群 , Normal 群 ; I 群，Intervention 群 . * P < 0.05, ** P < 0.01 vs. Normal 群．

両群の対象者の中で，コミュニケーションに関するキーワードを
含む文章を記述した者の割合を比較した．
グラフの白い棒 , Normal 群 ; グラフの黒い棒，Intervention 群 .
 * P < 0.05, ** P < 0.01 vs. Normal 群．
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記述する際に壁となる文章量を多く記述させることが可能
となった．しかしながら，平均値では，文字数が約 15 文
字，文章が約 0.5 文増えたのみであり，指示に大きな効果
があるのか判断しにくい．そこで，両群において 4 文以上
の文章を書いた者の割合を比較した．その結果，両群にお
いて 1 文あたりの文字数はほぼ同じであったにも関わらず，
Intervention 群は，Normal 群に対して 4 文以上の文章を
書いた者の割合が約 4 倍であった．さらに，1 文の長さに
関して短文と長文を記述した者の割合を比較した．その意
図は，「４つ以上」とすることで，１文あたりの文量を少な
くする意識が働く可能性があるためである．結果として，
15 文字未満の短文と 60 文字以上の長文を含む文章を記述
した者の割合に両群間において有意差は認められなかった．
したがって，「4 つ以上」の指示は，短文と長文を記述する
者の割合に影響しないことが明らかとなった．以上のこと
から，大学体育授業において感想を記述する際，単に感想
を記述させる場合に比して，「4 つ以上」という指示は，効
率的に文章量を増大させる可能性を示唆するものであった．
　本研究では，「4 つ以上」の指示によって文章記述量が増
大したが，この理由について考察したい．1 つ目の可能性
として，学生が「4 つ以上」の指示を，この授業における
具体的な評価基準として認識したことが理由にあげられる．
良い成績を取ることや単位を取得することが，外発的な動
機となっていれば，減点されるような評価とならないため
に指示通りの文章量を書かなければいけないという心理的
なプレッシャーがあったかもしない．２つ目の可能性とし
て，「4 つ以上」という指示が，主として新しい取り組みを
行う際に作用して動機付けや関心・意欲を高めるガイダン
ス機能として作用したことが考えられる（安東他．2008）．
3 つ目の可能性として，「4 つ以上」という指示が，具体的
な目標設定のレベルとして適切であったこともあげられる．
先行研究では，具体的かつ適切な目標設定を行うことで教
育効果が高まることが報告されており（大橋他．2013），指
示と適切な目標がうまくマッチングしたことで文章量が増
大していた可能性がある．しかしながら，詳細な理由につ
いては本研究の結果からのみでは断定できない．
　次に，大学体育授業において，感想文の記述量を増大さ
せることの意義や重要性について言及したい．本研究では，

「4 つ以上」の指示を行うと文章記述量が増大するととも
に，Normal 群に比して「コミュニケーションに関するも
の」の文章を記述した者の割合が高くなっていた．これは，

「4 つ以上」の指示により授業の「主題」である「コミュ
ニケーション」に関する感想を述べる受講者が増えたこと
を意味するものであった．つまり，「4 つ以上」の指示に
よって，学生はより多くの文章を書くことを意識した結果，

記述内容を頭の中で構成する際に授業の本質的な内容や目
的，ねらいまで思考が及ぶようになっていたと考えられる．
事実，小沢他（2009）は，文章を記述することで自己理
解が進み，授業で取り組んだ内容を反芻した結果として，
思考が深まることを述べている．こうした見解を支持する
ように，授業の「ねらい」であるコミュニケーションに関
するキーワードについて分析すると，「自分」，「班，グルー
プ」，「意見」の 3 つの単語が Intervention 群でより多く
使用されていた．このように，授業で実施した内容を意図
的に振り返らせることは、授業のねらいを主体的に学ばせ
るために重要であると考えられる．したがって，大学体育
授業における「4 つ以上」の指示は，感想文の記述量を増
大させることで授業内容の振り返り効果を高め，授業効果
を間接的に高めている可能性がある．
　本研究において「4 つ以上」という指示を用いた理由は， 
3 つある．第 1 に，先行研究では，学習意欲の低い学生を
対象とする場合には，理解しやすく，かつ，具体的な目標
設定と動機付けが有効であることが報告されている（アブ
ドサラム他．2009，大橋他．2013）．したがって，文章記
述量の目安となる数字を表記し，具体的な目標を設定する
ことによって，学生の記述量を増大させることを意図した
ためである．2 つ目の理由として，プレ調査の結果を考慮
したためである．本研究の実施に先立つプレ調査におい
て，特別な指示をせずに感想を記述させた結果，学生は
Normal 群と同程度の 2 文程の文章を記述していた．この
結果から，文章量を多くするためには少なくとも 3 文以上
の文章数を目標として掲げる必要性があった．3 つ目の理
由として，感想欄の枠の大きさを考慮し，文章で枠が埋ま
る事を想定したためである．今回の配布用紙の感想欄の枠
内を文章記述で埋めるためには，比較的大きめの文字で記
述していたとして，最低でもおよそ 4 文程度の記述が必要
であると想定され，設定する数字としては 4 以上の数にす
べきと判断した．一方，目標設定を高くしすぎると期待す
る効果が得られない可能性があり，プレ調査の結果の 2 倍
より文章数が多くなる 5 文以上は目標設定として高すぎる
だろうと考慮した．以上のような経緯から，我々は，簡易
的かつ具体的な「4 つ以上」という指示を表記することが
妥当であるとの考えに至った．しかしながら，こうした指
示を行う上で，必ずしも「4 つ以上」という指示でなけれ
ばならないわけではない．可能性としては，目標設定をよ
り高くしていくことで，より一層文章量が増大することも
考えられる．本来は，授業という限られた時間内において，
定められた枠内に最大の文量を記述させるような至適な指
示の数があると想定されるものの，上述した状況を考慮す
ると，「4 つ以上」という指示は，講義という場で今回設
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定した記述欄を埋めるために，比較的，妥当な数字であっ
たのではないかと考えられた． 
　本研究には，いくつかの重要な限界点が含まれている．
第 1 に，本研究は，工学系大学における初年次の男子学生
の中で，「サッカー」の種目を選択した者だけを対象に実
施された．したがって，本結果を一般化していくためには
今後のさらなる検討が必要なところである．第 2 に，今回
のように１度のみの調査だけでなく，学習過程全体の中で
の学生の学びの変容を明らかにしていくことである． 
　結論として，大学体育授業において，授業の感想文を記
述させる際，記述欄に「4 つ以上」と簡易かつ明確な指示
を与えると，単に感想を記述させる場合に比して，より効
果的に受講者の文章量を増大させ，授業内容に対する振り
返りの効果を高める可能性のあることが示唆された．今後，
こうした指示が種目や教員が異なった場合でも効果を発揮
するか，学期を通じてどのように効果があるのか，さらな
る詳細な検討を行なっていく． 
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　本研究は，大学体育授業において学生に感想を多く記述させる方法について検討することを目的とした．方法として，248
名の大学生を無作為に通常群（n = 132）と介入群（n = 116）に分けた．全ての学生は，授業で講義とグループワーク（コ
ンセンサスゲーム）を行い，授業の最後に，講義とグループワークの振り返りとして感想文を記述した．通常群は「感想」と
記されている用紙を配り，一方，介入群は「感想（4 つ以上）」と記されている用紙を配り，授業終了後に文字や文章の数と
記述された文章の内容を評価した．結果として，介入群の文字数と文章数は，通常群に比して，有意に高値を示した（P < 0.001）．
1 文あたりの文字数や短文と長文を書いた者の割合に両群の間に有意差は認められなかったものの，“4 つ以上”の指示は，4
文以上の文章を書いた者の割合が約 4 倍となった．さらに，介入群の記述文章は，通常群と比較して，コミュニケーションに
関する内容が多かった（P < 0.05）．さらに，コミュニケーションに関するキーワードを比較した結果，介入群では，「自分」，

「グループ，または班」，「意見」の 3 つの単語が頻出していた（P < 0.05）．結論として，大学体育授業において授業の感想を
記述させる際，感想欄に「4 つ以上」と指示すると，単に感想を記述させる場合に比して，より効果的に受講者の文字数や文
章数を増大させ，授業内容に対する振り返りの効果を高める可能性のあることが示唆された．

英文抄録の和訳
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１）千葉工業大学　Chiba Institute of Technology

1．問題と目的

　中央教育審議会答申の「新たな未来を築くための大学教
育の質的転換に向けて―生涯学び続け，主体的に考える力
を育成する大学へ―」（2012）では，少子高齢社会に伴う
人口動態の変化，エネルギーや資源，食料等の供給問題，
さらに地域間格差，経済格差，教育格差といった格差社会
などの社会問題に対して，そこに存在する問題を自ら発見
し，それを解決するための道筋を見定める能力を育成する
ことが学士課程教育おいて急務であるとしている．そのた
めに，従来のような知識の伝達・注入を中心とした授業以

上に，教員と学生が意思疎通を図りつつ，相互に刺激を与
えながら知的に成長し，学生自らの思考を促す能動的な学
習方略（アクティブラーニング）を用いた課題探求（解決）
能力養成型学習（PBL：Project-based learning，または
Problem-based learning）の効果的な導入と運用に期待が
一層高まっている（溝上，2007）．一方，経済産業省（2006）
も，「職場や地域社会で多様な人々とともに仕事をする上
で必要な基礎的な能力」として，前に踏み出す力（アクショ
ン），考え抜く力（シンキング），チームで働く力（チーム
ワーク）の能力を掲げ，さらにそれらを 12 の能力要素に
細分化した「社会人基礎力」を提言している．これらの能

実技種目の異なる大学体育授業が
社会人基礎力の育成に及ぼす影響
引原有輝 1）, 森田啓 1）, 若林斉 1）, 金田晃一 1） 

Effect of different types of physical education classes on cultivating 
fundamental competencies for working persons in college students

Yuki HIKIHARA1）, Hiraku MORITA1）,
Hitoshi WAKABAYASHI1） and Koichi KANEDA1）

事例報告

　The purpose of this study was to examine the effect of three types of physical education classes on the fundamental 
competencies for working persons in college students. Physical education classes were classified into beach 
volleyball (BV), table tennis (TT) and training (TR) classes. BV, TT and TR classes were attended by 65, 85, and 85 
college students, respectively. In the BV, TT and TR classes, the students were grouped into teams of 6, 3 and 3 
members, respectively. Every class included education programs based on project-based learning (PBL) to cultivate 
the fundamental competencies for working persons. We asked college students to evaluate their own fundamental 
competencies for working persons by using questionnaires administered at the 2nd (Pre-test) and 12th (Post-test) 
classes. As a result, initiative, ability to influence, ability to detect issues, ability to listen closely and carefully, and 
ability to grasp situations improved significantly between the Pre- and Post-test in the BV and TT classes compared 
with the TR class. We speculated that one reason was due to an appetite for learning and a sense of coherence 
induced by the framework and organic linkage between PBLs based on sports activities like beach volleyball and 
table tennis. This study suggests that educational programs and methodology should be arranged to facilitate 
interpersonal interactions according to the situations and properties of physical education classes.

キーワード：大学体育、スポーツ、社会人基礎力、対人相互作用
Keywords：physical education at college, sports, fundamental competencies for working persons, interpersonal 

interaction
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力に共通するものは，主に学生の自発性，積極性といった
能動的な態度や，意見や立場の異なる他者と協同して課題
を探し，達成していく力やその過程で経験する対人的相互
作用，すなわち言語的，非言語的コミュニケーションを図
れる力であると推察される．
　ところで，未だ講義型の授業が主流となっている大学教
育において，体育・スポーツ系科目が上述の能力を育成す
るためのアクティブラーニングを展開できる貴重な科目に
なりうる可能性を示唆した報告が増えつつある（鈴木ほか，
2013；青木ほか，2012；森田ほか，2011，2009；林ほか，
2010；杉山ほか，2008；渋倉・小泉，2003；石倉，2001）．
鈴木ほか（2013），青木ほか（2012），杉山ほか（2008），
渋倉・小泉（2003）ならびに石倉（2001）は，体育実技授業，
キャンプ体験実習あるいはスポーツ教育を題材として展開
した授業が，言語的，非言語的コミュニケーション能力の
向上に寄与する可能性について報告している．また，石道
ほか（2015）は，選択科目の大学体育授業を履修する学生
の社会人基礎力の特徴をまとめており，体育授業と社会基
礎力との関連を検討している．これらの報告に見られるよ
うに，1991 年の大学設置基準以前に大学体育の主たる教
育目標として位置付けられてきた「体力や技能の獲得」，「健
康増進」ならびに「生涯スポーツ実践の動機づけ」といっ
た内容に加えて，学生がスポーツ活動を通じて主体的に学
び，立場や意見の異なる他者と課題を見出し解決する能力，
すなわち課題探究能力や社会人基礎力の育成という新たな
教育的価値の可能性を示唆した報告がみられつつある（森
田，2014；森田ほか，2011，2009）．しかしながら，課題
探求能力や社会人基礎力の育成を目的とした大学体育授業
の成果に関する報告事例は十分に蓄積されてきたとは言え
ない状況であり，さらにその教授法について検討した報告
となると尚更少ない．石道ほか（2015）は，大学体育授業
を履修する学生の社会人基礎力を横断的に明らかにしてい
るが，授業前後での効果を検証するには至っていない．一
方，教授法を検討した林ほか（2010）の報告では，チーム
行動を決定するためのコミュニケーションにおいては，教
員が全面的に指示を出したり，学生のみで自由に決定させ
たりする場合よりも，チーム行動の選択肢を提示した上で
学生に決定させる場合の方が，コミュニケーション活動が
活性化し，学生側の満足度が高いと結論づけており，バレー
ボールを教材とした体育授業における教授方略についての
考察がなされている．また，清水ほか（2012）もポートフォ
リオ学習システムを用いたバスケットボールの体育授業と
一般講義型授業との比較を行っており，ポートフォリオ学
習システム導入に際した学習内容や授業運営に関する教
授法における問題点や改善点についての考察がなされてい

る．これらの報告はいずれも授業における教授法について
授業介入を通じた方法論上の効果を検討している点で大変
貴重な報告であるといえる．しかしながら，林ほか（2010）
や清水ほか（2012）の報告も含め，これまでの先行研究で
は，大学体育授業の中における教授法についての検討があ
る特定の実技種目に着目してなされている．その理由には
大学体育を担当する教員の多くが，複数の実技種目を担当
し，扱う実技種目の特性が異なると，科目の目的や目標は
統一されていたとしても，教授方法や授業展開には少なか
らず種目ごとに調整が必要になることがあげられる．例え
ば，バレーボールやバスケットボールなどの集団種目とゴ
ルフやトレーニングなどの個人種目の場合では，実技内容
が根本的に異なるだけでなく，提供できる施設の広さや道
具の数などによる受講者数の違い，さらにはグループ（チー
ム）を構成する人数に相違が生じる．そのために実技種目
間の教育効果を実際の授業を通じて比較検討することは研
究デザイン上から判断しても困難であったと考えられる．
しかしながら，種目特性による授業設計や運営と関連付け
て大学体育授業における種目共通の新たな教育的価値を検
討する試みは大学体育授業の発展において重要であると考
えられる． 
　そこで本研究では，大学体育授業が社会人基礎力の育成
にどのような効果をもたらすかについて，実技種目の特性
に応じた授業設計や運営と関連付けて検討することを目的
とした．そして，今後の大学体育における「社会人基礎力
の育成」という新たな教育的価値を提案するための基礎資
料の一つとして提示したい．
 

2．方法

1）　対象者

　本研究の調査対象となった授業は，著者らの所属する工
学系大学の一般体育授業・スポーツ科学（科目担当者：筆
頭著者）の「ビーチバレーボール」，「卓球」ならびに「ト
レーニング」である．対象者は， 大学 1 年生もしくは 2 年
生の計 235 名であり，いずれの対象者も大学体育授業を
初めて履修する学生である．なお，履修については学生自
身が希望する種目を選択することが可能であるが，各種目
には定員（ビーチバレーボール：24 名，卓球：40 名，トレー
ニング：20 名）が設けられているため，必ずしも希望種
目を履修できるわけではない．各種目の人数内訳は，「ビー
チバレーボール」が 65 名（うち女性 4 名），「卓球」が 85
名（うち女性 4 名）ならびに「トレーニング」が 85 名（う
ち女性 6 名）であった．また，学年の内訳は，「ビーチバ
レーボール」が 1 年生 45 名，2 年生 20 名，「卓球」が 1
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年生 63 名，2 年生 22 名，そして「トレーニング」が 1 年
生 60 名，2 年生 25 名であった．また，科目の実施時期は
いずれの種目も前期（4 月～ 7 月）と後期（10 月～ 1 月）
の両時期にそれぞれ実施している．この研究はヘルシンキ
宣言に従い，スポーツ実施時の安全確保ならびに対象者の
個人情報の管理など人権擁護を最優先に実施された．
2）　授業の目的ならびに内容とその特性

　本研究で扱った大学体育授業は，同一の科目担当者（教
育経験年数 7 年）が実施する必修科目であり，いずれの実
技種目においても，実技の特性を踏まえながら，学生が主
体的に教え合い，学び合う対人相互作用を意図した課題解
決型である．そこで表 1 に示す通り，他者へ積極的に働き
かけるだけでなく他者の考えを尊重できるといった相互作
用をうまく機能させるために，スポーツ活動において 4 つ
のステップ（①体験，②体験の内省と観察，③分析による
一般化，④行動計画の作成）を含んだ体験学習理論（津村
ほか，2001）に基づいた体系的な教育プログラムを展開
した（渋倉ほか，2003）．また，これらの授業の到達目標
は，運動スキルや体力の獲得を目標とせず，それらを習得
するための課題を設定できること，ならびにそれらを解決
するための方策を設定できることとした．科目担当者は，
学生間の能動的な取り組みをより促進させるために，適宜，
ディスカッションの機会を設けるための教育ツールを活用
し，ディスカッションを促進するために技能や戦術などに
関する選択的な情報提供を行った．いずれの授業において
も，第 1 週目に授業の目的，進め方ならびに評価基準につ
いて説明し，第 2 週目と第 12 週目の授業の開始直後に社
会人基礎力に関する評価を受講者自身に行わせた．
　各種目の授業内容の特徴をまとめると，ビーチバレー
ボールと卓球は，勝敗が伴うネット型スポーツゲームであ
るのに対し，トレーニングは，様々なトレーニング方法を
実践していく中で測定や評価を行いながらトレーニング理
論を学ぶ非スポーツゲーム型（演習型）の健康運動実践で
ある点で大きく異なる．さらに，実技形態に伴う施設条件

（屋内外，実施場所の広さなど）や道具数，それに応じた
受講者数により，1 グループ（チーム）を構成する人数が，
ビーチバレーボールで 6 名，卓球で 3 名，トレーニング
で 3 名と種目間で異なっている（表 1）．また，グループ
構成は科目担当者が決定したが，その際，メンバーが初対
面（学部学科が異なる）であること，また，ビーチバレー
ボールと卓球においては，原則として経験者 1 名がチーム
に含まれることを構成の条件とした．各授業の共通事項と
して，15 回の授業の中で必ずグループリーダーを選出し，
メンバー全員が授業を通じて一度はリーダー役を経験する
ように条件設定した．グループリーダーの任務は，1）グ

ループ活動の指揮，2）ディスカッション時の意見の取り
まとめ，3）グループの意見を受講者全体へ発表，4）授業
教具の管理責任，を担うこととした．また，いずれの授業
においても，授業始めの練習（活動）計画に関するグルー
プディスカッションと授業終わりの練習計画や試合の戦術
内容の振り返りに関するグループディスカッションを必ず
実施させた（表 1）． 
3）　社会人基礎力評価

　受講者には，NPO 法人日本インターンシップ推進協会
が提供している社会人基礎力評価シートを参照した質問紙
を用いて受講者自身の社会人基礎力の現状について，第 2
週目（PRE-test）と第 12 週目（POST-test）にそれぞれ
自己評価させた．本研究が用いた社会人基礎力の評価質
問紙は，各能力要素（計 12 要素）における着眼点が 3 つ
で計 36 項目から構成されており，5 段階（100，80，60，
40，0 点）で自己評価させたものである（表 2）．また，5
段階の各得点の評価基準は，「周囲も明らかに認める行動
がとれている」，「行動がとれている」，「どちらかといえば
行動がとれている」，「どちらかといえば行動がとれていな
い」，「見られない」が設けられている．既存の 5 段階評
価点は，尺度間隔が不統一のため，本研究では，「周囲も
明らかに認める行動がとれている」を 5 点，「見られない」
を 1 点として評価点を算出した．そして，各能力要素に含
まれている 3 つ設問項目の自己評価点を平均化し，それ
を 12 の能力要素における評価点（代表値）とした．なお，
経済産業省（平成 19 年度）の「社会人基礎力の育成と評価」
にも示されているように，学生による自己評価点は，グルー
プ活動や体験によって形成された実践への関わりのその時
点での熟達度（能力の優劣）を指しているわけではない．
そのため，本研究では，自己評価点を社会人基礎力におけ
る授業内という限られた活動条件下での「達成度」の指標
として扱うこととする．
4）　統計処理

　本研究で対象とした授業は，実技種目が自由選択性で
あったことから自己評価点における種目間の差が生じてい
る可能性が考えられた．そのため，Kruskal-Wallis 検定
により第 2 週目（PRE）の自己評価点について種目間の
差を比較検討した．また，第 12 週目（POST）において
も同様に種目間の差を検討した．種目間に有意差が認めら
れた場合には，Mann-Whitney 検定によりいずれの種目
間に差があったかを明らかにした．自己評価点の授業実施
前後（PRE vs. POST）の差については Wilcoxon 符号順
位検定を用いて各種目ごとに検討した．これらの統計処理
は，SPSSver.21（日本 IBM 株式会社）を用いて行った．
なお，統計的な有意水準は 5％未満とした．また，Mann-
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表1　各種目における授業の特徴と内容
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Whitney 検定においては統計的有意水準 5% 未満とする
ために，種目間の差の検定回数（3 通り）から Bonferroni
法に従い，有意水準を 1.6%（5% ÷ 3）未満とした．

3．結果

　本研究で対象とした授業は，前期（4 ～ 7 月）と後期（10
～ 1 月）にそれぞれ開講されていた．そのため，開講時期
による自己評価点の変化（授業効果）への影響を検討した
上で，本研究の主たる解析を行った．その結果，働きかけ
る力では，後期に比して前期の方が，その変化の大きいこ
とが認められた（x 2 値＝ 4.32, P ＝ 0.038）が，それ以外
の項目では実施時期による差異は認められなかった．
　次に，授業実施前（第 2 週目）の社会人基礎力自己評価
点における種目間差を検定したところ，働きかける力（x 2

値＝ 8.39, P ＝ 0.02）においてビーチバレーボールが卓球
と比較して有意に高値を示したが，それ以外の評価項目で
は種目間に有意差は認められなかった（表 3）．また，授
業後（第 12 週目）の自己評価点における種目間差を検討
した結果，主体性，働きかける力，課題発見力，計画力，
創造力，柔軟性，状況把握力ならびに規律性において有意
差が認められた（表 3）．事後検定の結果により，主体性，
働きかける力，課題発見力，計画力，創造力ならびに柔軟
性においてビーチバレーボールがトレーニングと比較して
有意に高値を示した．また，主体性，課題発見力ならびに

規律性において卓球がトレーニングと比較して有意に高値
を示した．ビーチバレーボールと卓球との間にはいずれも
有意差は認められなかった．そこで，授業実施前後におけ
る評価点の変化量を種目間で比較検討した結果，ビーチバ
レーボールと卓球との間にはいずれも有意差は認められな
かった．しかしながら，働きかける力においてビーチバ
レーボールとトレーニングならびに卓球とトレーニングと
の間にそれぞれ有意差が認められた（表 3）．また，主体
性，課題発見力，傾聴力ならびに状況把握力において卓球
とトレーニングとの間に有意差が認められた（表 3）．次に，
授業実施前後の自己評価点の変化について種目別に検討し
たところ，ビーチバレーボールならびに卓球は，12 要素
すべての項目で有意に増加していた（表 4）．一方，トレー
ニングは，主体性，働きかける力，実行力，創造力，発信力，
傾聴力，柔軟性において有意な増加が認められたが，課題
発見力，計画力，状況把握力，規律性，ストレスコントロー
ル力には有意な変化は認められなかった（表 4）．
　

4．考察

　本研究は，大学体育授業を用いて社会人基礎力の育成と
いう新たな教育的価値を検討した最初の研究報告である．
具体的には，学生が主体的に教え合い，学び合う対人相互
作用を意図した大学体育授業が社会人基礎力の育成に寄与

表2　社会人基礎力の各評価項目における能力要素と着眼点
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する可能性について検討した．その結果，ビーチバレーボー
ルや卓球などのネット型スポーツゲームが，身体活動や運
動を取り入れた演習形式のトレーニングと比較して，主体
性，働きかける力，課題発見力，傾聴力，ならびに状況把
握力において学生の達成度が有意に向上した（表 3）．す
なわち，大学体育授業は，学生の社会人基礎力を向上させ
る可能性があると同時に，扱う実技種目の授業設計や運営
が学生の達成度に影響を及ぼすことが示唆された．残念な
がら，本研究では研究デザイン上の限界を有しているため
達成度に種目間の差異が認められた原因や機序について明
示できないが，幾つかの可能性について各実技種目の授業
設計や運営と関連付けながら考察したい．
　体育系学部の学生の社会人基礎力について，性，学年，
専攻課程の属性による比較を検討した本多ほか（2012）
によると，社会人基礎力は，一部，学生の所属する専攻過
程（武道過程 vs. スポーツ総合過程）の影響を受ける可能
性が示唆されている．そこで本研究では，専攻課程を種目
特性として置き換え，第 2 週（PRE）時点での評価点を
種目間で比較検討したが，働きかける力の評価点において
ビーチバレーボールと卓球との間に差があったことを除
き，その他の能力については種目間で有意差が認められな
かった．この点は，石道ほか（2015）の報告とも一致し
ており，本研究の目的である実技種目における授業効果の
差異を検討する上では重要な結果となった．一方，第 12

週目では，7 つの能力において種目間で有意差が認められ，
さらに授業実施前後の変化を見ても，5 つの能力において
種目間に差が認められていた．そこで，種目に応じて異な
る授業設計の中でも，特にグループ課題内容が学生主体の
コミュニケーション活動に影響し，さらにそのことが学生
の達成度に影響を及ぼしたという可能性について考えてみ
たい．まず，ネット型スポーツゲームである卓球やビーチ
バレーボールの場合，練習方法提案シート，ゲーム分析シー
ト，ゲーム戦術シートなどを用いて，主にゲームに勝つた
めのグループの戦術的課題や個人の技能的課題を探求し，
他のメンバー（熟練者）が別のメンバー（初心者）の技能
的課題を克服するための練習課題を設定したり，個人の技
能レベルを考慮した戦術を構築したりすることが主たるグ
ループワークとして進められている点が特徴である．それ
に加え，コミュニケーション行動の回数を正確に記録でき
ていたわけではないが，ネット型スポーツゲームでは，得
失点シーンに聞かれる「ナイスサーブ」，「ドンマイ」，「オッ
ケー」，「つぎつぎ」といった励ましや，ハイタッチなど，
少なくとも非スポーツゲーム型であるトレーニングでは観
察できていない言語的および非言語的コミュニケーション
が多い．その点はグループディスカッションシートの振り
返り項目の中の「仲間への声掛け」に関する前向きな記述
内容からも窺い知れる．一方トレーニングは，トレーニン
グ法の理論について，身体活動を実践しながら個々のデー

表3　授業実施前（第2週目：PRE）と実施後（第12週目：PSOT）における社会人基礎力の種目間差ならびに実施前後の変化量の種目間差
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タを記録し，それらを解析した後，得られた結果の解釈に
ついてメンバーで共有していくことが主たるグループワー
クであったため，スポーツゲームの場面で見受けられる積
極的な言語ならびに非言語的コミュニケーションを行う機

会が少なかった．このことがトレーニングでは課題発見力
や計画力，そしてチームワークの評価項目を構成する要素
である状況把握力，規律性，ストレスコントロール力の向
上がみられなかった要因の 1 つとなった可能性も考えら

表4　各種目における実施前後の自己評価点の平均値と中央値
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れる（表 4）．また，渋倉・小泉（2003）の報告では，ス
ポーツ活動において 4 つのステップ（①体験，②体験の内
省と観察，③分析による一般化，④行動計画の作成）を含
んだ体験学習理論（津村ほか，2001）に基づいた体系的
な教育プログラムを展開することで，他者へ積極的に働き
かけるだけでなく他者の考えを尊重できるといった相互作
用をうまく機能させうることを報告している．本研究にお
いても，表 1 に示す通り，いずれの種目においてもこの体
験学習理論を応用している．卓球やビーチバレーボールで
は，授業全体を通じて何度も繰り返される体験学習理論に
おいて各回で実施した体験，内省と観察，分析，行動計画
という一連の作業により導かれた共通理解が，その後に行
うグループワークやスポーツゲームにも有効に活用されて
いき，体験学習理論に基づく一連の作業が有機的にかつ段
階的に関連していったことが予想される．例えば，ビーチ
バレーボールを例に取ると，第 3 週目や 4 週目で個人の技
能レベルの課題を見つけてそれを解決するための方法をグ
ループ内で模索し実践する一連のプロセスは，第 5，6 週
目のルール改正や第 7 週目のゲーム戦術の設定を行う上で
も重要となる．すなわち，授業の初期に行った個人やグルー
プにおける問題点を明らかにした体験学習が，授業の後半
で実施するルール提案や戦術，練習法などを立案するため
のディスカッションを促進させた可能性が考えられる．こ
の点は，ビーチバレーボールや卓球においてのみ課題発見
力ならびに計画力の自己評価点が授業実施前後で有意に増
加した要因として解釈できるのかもしれない（表 4）．そ
の一方で，トレーニングでは主に授業で扱うテーマがレジ
スタンストレーニング（第 3 週～ 5 週），エアロビックト
レーニング（第 6 週～ 8 週），神経系トレーニング（第 9
週～ 11 週）に分類される．すなわち，授業全体を通じた
設定課題が明確化されておらず，テーマごとに体験学習理
論の一連の作業は実施させたものの，それらの作業が後に
行うグループワークとの間に有機的な関連性を持ちにく
かったことなどが，課題発見力や計画力の自己評価点が授
業前後で増加しなかった要因ではないかと考えられる（表
4）．さらに，非スポーツゲーム型の運動実践という形式
が，グループメンバーとしての連帯感を希薄にしていた可
能性もあり，人間関係が十分に醸成できていなかったこと
がチームワークの要素である状況把握力，規律性ならびに
ストレスコントロール力において授業前後で有意に増加し
なかったものと推察される（表 4）．この点は，渋倉（2003）
が大学体育授業前後のコミュニケーションによる肯定的ス
トローク量を評価し，スポーツ活動が人間関係の構築を促
進することを報告している一方で，橋本（2009）は健康
科学の実習や演習系の授業では人間関係の醸成には至らな

いことを報告しており，本研究の解釈は，先行研究の結果
からも支持されうる．したがって，身体活動や運動を取り
入れた演習形式の授業では，コミュニケーション行動はさ
ほど高まらないことから，トレーニングのような授業にお
いてもメンバーの連帯感やグループ間の競争心を駆り立て
る課題などの条件設定が必要になると考えられる．
  さて，卓球とビーチバレーボールは，共に 12 項目すべ
ての能力において実施前後で有意な向上が認められた．し
かしながら，卓球がトレーニングと比較して主体性，働き
かける力，課題発見力，傾聴力，ならびに状況把握力にお
いて有意に増加したのに対し，同じネット型スポーツゲー
ムであるビーチバレーボールでは働きかける力においての
み，トレーニングとの間に有意差が認められるに留まっ
た（表 3）．ビーチバレーボールと卓球において異なる点
の 1 つには，グループの構成人数がある．この点について
は，本研究のデザインから論じることはできず，ここでは
推測の域を出ないことを承知した上で，今後の研究の発展
を視野に入れあえて考察しておきたい．例えば，小グルー
プ学習における適切なグループ構成人数について検討した
堤ほか（2000）の報告では，構成人数が 6 人よりも 4 人
においてコミットメントが高く，「人任せにできる」とい
う意識が小さかったことを明らかにしている．また，鈴木

（2007）は，2 ～ 6 人のグループ人数の違いによるグルー
プディスカッションの対話分析を行い，人数が多くなると
発言者と非発言者の偏りが大きくなり，特定のメンバーの
意志や影響が強くなることを報告している．したがって，
6 人構成であったビーチバレーボールは 3 人構成であった
卓球と比較して，メンバー間での役割や貢献に個人差が出
やすい傾向にあった可能性は否定できないだろう．この点
については今後の課題としたい．
　以上の結果を踏まえると，同一の科目担当者が対人相互
作用を意図した体育授業を実施した場合であっても，必ず
しも科目担当者が想定した教育効果に結びつかない可能性
が考えられた．例えば，清水ほか（2012）は大学体育授
業へのポートフォリオ学習システムの導入による教育効果
は予測に反して，対人関係の促進，ストレス抑制ならびに
対人共感能力を低減させる結果であったと報告している．
また，ポートフォリオの作成における過度な負担や，少人
数編成でのグループ内対人作用において過剰なストレスが
掛かったことが，一般講義型授業と比較して大きく低下
させた要因ではないかと結論づけている．また，青山ほ
か（2012）も，大学生のキャンプ体験学習が主体性，実
行力，計画力などの社会人基礎力の要素には影響を及ぼす
が，働きかける力やストレスコントロールには効果が見ら
れなかったことを報告している．得られた結果の解釈にお
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いて，対象者の大半が過去の専門的なキャンプ経験を有し
た者たちであったためにプログラム課題として負荷が小さ
かったことや，面識のある者同士でグループ編成がなされ
ていたことが要因であるとして，受講者特性と関連付けて
考察している．したがって，大学体育で扱う教材や授業環
境に応じて適切な教育プログラムや教授法を検討しなけれ
ば，アクティブラーニング型の授業形態であってもその効
果は十分に期待できず，場合によっては受講者の授業態度
や意欲を低減させてしまう可能性があると考えられる．こ
の点に関連して，医学教育で盛んであるチーム基盤型学習
法（Team-based learning：TBL）は，個人とチームの双
方から課題を解決していくプロセスを通して学習を深める
ものであるが，大学体育の教授法においてもこの方法論が
極めて参考になると思われる．尾原（2009）は，TBL に
必要な要素として，①チーム構成人数と個性，②学習への
動機づけ（チームへの貢献），③学習者へのフィードバッ
ク，④チーム課題設定，をあげている．本研究で扱った体
育授業の場合，特に③学習者へのフィードバックがいずれ
の種目においても不十分であった．実施環境の異なる実技
種目でそれぞれ繰り返されるグループワークに対して，適
宜フィードバックを行うことでより効率的にかつ発展的に
グループワークを機能させ，種目間にみられた授業効果の
差異を小さくすることが可能となったのかもしれない．こ
の TBL の考え方に基づくと，清水ほか（2012）や青木ほ
か（2012）の報告では，①チーム構成人数や個性，④チー
ム設定課題における改善により教育効果の差異を緩和でき
ることを示唆している．したがって，取り扱った実技種目
そのものが社会人基礎力の育成に不向きであると結論付け
るのではなく，教育プログラムの条件設定や授業運営を適
切に実行することにより，科目担当者が意図した教育効果
を導きやすくなり，大学体育の有用性や発展性が一層期待
できると考えられる． また，本研究の結果の中で，働き
かける力の向上は実施学期の影響を受ける可能性が示され
た．この点は，社会人基礎力の育成をねらいとする大学体
育授業を 4 年間（8 セメスター）のどのタイミングで実施
するべきかという論点につながるが，後期に比して前期に
効果が大きかった理由の 1 つは学生の学習意欲・態度の影
響を受けた可能性がある．溝上（2004）や上田・恒吉（2013）
により，学生の授業意欲が 1 年生後期，2 年生へと段階的
に低下していくケースの多いことが示唆されているよう
に，他者との協働を必須とするアクティブラーニング型の
大学体育授業は，可能な限り早い時期に実施することが重
要となるかもしれない．今後，開講実施時期と教育効果と
の関連についての検討も必要になると考えられる．

5. 本研究の限界

　本研究では，社会人基礎力を受講学生自身の自己評価に
基づくものとした．しかし，学生自身による自己評価だけ
でなく，科目担当者やファシリテーターが知識や技能を活
用しながら学習者個人の成果やふるまい（学習者の遂行行
動）を一定の評価基準（Rubric）を通じて適切に評価す
ることが，学習者の本来の達成度となるため，種目の異な
る大学体育授業においても適用できる Rubric を用いた評
価が必要である（小野ほか，2014；松下，2014）．また本
研究は，実際の授業を対象としている点から授業の運営上，
受講者人数やそれに基づくグループ人数の設定，施設や道
具の条件など，学生間の対人相互作用に影響しうる要因を
十分に統制しきれなかったことや，大学体育授業の効果を
検討する上で時間的要因による影響を加味した対照群を設
定できなかったという研究デザイン上の限界点も含まれて
おり，本研究結果の解釈には注意を要する点がある．さら
に，知識や技能を活用した学習者個人の成果やふるまい（学
習者の授業内行動）は個人のパーソナリティに影響を受け
やすいことが想定されるため，そのような個人内要因を排
除した検討も今後は必要となる．しかしながら，本研究は
大学体育授業を用いて実技種目の特性に応じた授業設計や
運営と関連付けながら新たな教育的価値を検討した最初の
研究報告であり，本研究の成果が今後の大学体育発展の一
助となることを期待したい．

6．まとめ

　本研究は，学生が主体的に教え合い，学び合う対人相互
作用を意図した大学体育授業が社会人基礎力に及ぼす影響
について実技種目の特性に応じた授業設計や運営と関連付
けて検討した．その結果，ネット型スポーツゲームである
ビーチバレーボールや卓球が，身体活動や運動を取り入れ
た演習形式のトレーニングと比較して，主体性，働きかけ
る力，課題発見力，傾聴力，ならびに状況把握力において
学生の達成度が有意に向上した．これらのことは大学体育
授業が学生の社会人基礎力を向上させる可能性があると同
時に，扱う実技の授業設計や運営が学生の達成度に影響を
及ぼすことを示唆するものである． 
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ならびにトレーニング（TR）であり，各種目の受講者人数はそれぞれ 65 名，85 名，85 名であった．いずれの実技種目にお
いてもその特性を踏まえながら，学生が主体的に教え合い，学び合う対人相互作用を意図した課題解決型の授業を展開した．
そのため，各種目とも受講者を 3 ～ 6 人で構成したグループ（BV：6 人，TT：3 人，TR：3 人）に配属させ，グループ主体
で授業課題に取り組むように指示した．また受講者には，第 2 週目（PRE-test）と第 12 週目（POST-test）の授業にて，社
会人基礎力について所定の質問紙を用いて自己分析するよう指示した．その結果，ネット型スポーツゲームであるビーチバレー
ボールや卓球が，身体活動や運動を取り入れた演習形式のトレーニングと比較して，主体性，働きかける力，課題発見力，傾
聴力，ならびに状況把握力において学生の達成度が有意に向上した．これらのことは大学体育授業が学生の社会人基礎力を向
上させる可能性があると同時に，扱う実技の授業設計や運営が学生の達成度に影響を及ぼすことを示唆するものであった．ま
た，大学体育で扱う教材や授業環境に応じて適切な教育プログラムや教授法を検討しなければ，アクティブラーニング型の授
業形態であってもその効果は小さくなるため，教育プログラム実行上の条件を適切に設定することが重要であると考えられた．

英文抄録の和訳
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緒　言

　近年，若者が学校卒業後に職場への定着が困難となる要
因の一つとして，職場や地域社会で必要とされる能力の不足
が指摘されている．一方，産業社会では，企業などでの人材

育成や評価の指針となる「職場などで要求される能力」の明
確化が求められていた．経済産業省を中心にこれらの解決策
が模索される中で，2006 年，経済産業省により「人との関
係を作る能力」，「課題を見つけ，取り組む能力」，「自分をコ
ントロールする能力」を軸に「職場や社会の中で多様な人々

体育実技授業における社会人基礎力育成を意図した
介入効果の検証

石道峰典1）, 西脇雅人1）, 中村友浩1）

Effect of the intervention aimed at improving fundamental competencies for 
working persons in the college physical education class

Minenori ISHIDO1）,  Masato NISHIWAKI1）and Tomohiro NAKAMURA1）

事例報告

　“Fundamental competencies for working persons”, which has been proposed by Minister of Economy, Trade and 
Industry since 2006, has been one of important content in academic education. In general, “Fundamental competencies 
for working persons” consists of three competencies, i.e. “Ability to step forward (action), “Ability to think through 
(thinking)” and “Ability to work in a team (teamwork)”. Moreover, each competency is included in 3 〜 6 competency 
factors, respectively. Recently, developmental programs of “Fundamental competencies for working persons”, e.g. 
Project Based Learning and career education, have been promoting in higher education. On the other hand, the 
education effect of regular class such as physical education classes on “Fundamental competencies for working 
persons” remains unclear. This study examined the changes of “Fundamental competencies for working persons” 
score in the college students who selectively participated in regular physical education classes, and then tried to 
reveal the education effect of regular physical education on improvement of “Fundamental competencies for working 
persons”. Moreover, this study investigated whether education intervention in physical education can induce further 
promotion of Fundamental competencies for working persons”. In this study, the questionnaire investigation about 

“Fundamental competencies for working persons” was performed at both first and final round of classes. As a result, 
the score of “Ability to think through (thinking)” in final round of classes was significantly increased than that in first 
round of classes (p<0.05). Likewise, the score of “Ability to work in a team (teamwork)” was significantly increased 
compared with that in final round of classes (p<0.05). Moreover, the score of “Creativity”, “Ability to deliver 
messages”, “Flexibility ”and “Ability to grasp situations” were significantly increased in final round of classes as 
compered of that in first round of classes, respectively (p<0.05). These factors were competency factors that compose 
three competencies of “Fundamental competencies for working persons”. On the other hand, further promotion of 

“Fundamental competencies for working persons” by education intervention was not observed in this study, and thus 
further studies must be attempted to improve procedure of education intervention to promote further “Fundamental 
competencies for working persons”. Therefore, this study indicates that “Fundamental competencies for working 
persons” score is increased by the regular physical education classes in higher education, and thus it was suggested 
that regular physical education classes may have the inherent educational effect for the improvement of “Fundamental 
competencies for working persons”.

キーワード：大学体育、社会人基礎力、授業介入
Keywords ; higher education, Fundamental competencies for working persons, education intervention

Abstract
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とともに仕事を行っていく上で必要な基礎的な能力」に対す
る概念として「社会人基礎力」が提唱された（経済産業省，
2006；社会人基礎力に関する研究会 ,2006；辰巳，2006）．
2006 年に経済産業省に「社会人基礎力」が提唱されて以来，
企業の人事評価，特に新卒採用現場で社会人基礎力が重要
視されるにつれて，社会人基礎力の向上を目指した大学教育
の重要性が増してきている（経済産業省，2006・2010）．
　一般に社会人基礎力は，「前に踏み出す力（アクション）」，

「考え抜く力（シンキング）」，「チームで働く力（チームワー
ク）」という 3 つの力で構成されている．さらにこれら 3 つ
の力は合計 12 の能力要素からなる．つまり，「前に踏み出
す力（アクション）」は「主体性」と「働きかけ力」と「実
行力」，「考え抜く力（シンキング）」は「課題発見力」と「計
画力」と「創造力」，そして「チームで働く力（チームワー
ク）」は「発信力」と「傾聴力」と「柔軟性」と「情報把握力」
と「規律性」と「ストレスコントロール力」からそれぞれ成る．
　近年，大学の教育現場において，社会人基礎力の育成
に有効であると報告されている授業形式は，主に Project 
Based Learning （PBL） 型実践教育やキャリア教育など社
会人基礎力の育成に特化した授業形式である（藤井・平尾，
2010；平尾，2014；中野ほか，2010）．または，キャンプ
実習やインターンシップ実習など非日常体験により「主体
性」「実行力」「計画力」「創造力」「発信力」「傾聴力」「状
況把握力」などの社会人基礎力の構成要素における向上が
報告されている（青木ほか，2012；深津ほか，2012；築
山ほか，2008）．その一方で，大学で日常的に行われてい
る教養基礎科目や専門科目の中で社会人基礎力育成も並行
実施できる教育プログラムは未だに確立されていない．
　大学の体育実技授業は，スポーツ技術の習得やチームプ
レーを通じて，主体性や協調性を育むことのできる実践型
教育である．さらに大学の体育実技授業は，コミュニケー
ション能力等の社会的スキルの向上や生活習慣の改善など
体育実技の専門教育以外に多様な教育効果が期待できるこ
とが報告されている（橋本，2012；木内ほか，2008；木内
ほか，2009；西田ほか，2009；西田・橋本，2009）．その
中でも特に大学の体育実技によりライフスキルの獲得につ
ながることを報告した先行研究（東海林ほか，2012；島本・
石井，2007）に我々は注目した．ライフスキルとは，世界
保健機関（WHO）によれば，10 の主要能力（1 意思決定
能力，2 問題解決能力，3 創造的思考，4 批判的思考，5 効
果的なコミュニケーション能力，6 対人関係の構築と維持
能力，7 自己認識，8 共感する能力，9 感情を制御する能力，
10 緊張とストレスに対処する能力）により構成される「日
常の様々な問題や要求に対し，より建設的かつ効果的に対
処するために必要な能力」とされている（WHO，1997）．

社会人基礎力とライフスキルとの直接の関連性は不明であ
るが，社会人基礎力の 12 の能力要素の項目とライフスキ
ルを構成する 10 の主要能力の項目の間に類似性がみられ
ることから，我々は大学の体育実技授業には，社会人基礎
力を育成できる潜在的教育効果を有している可能性がある
と考えた．さらにライフスキルと社会人基礎力の構成要素
の間に概念的類似性は認められるが，企業の新卒採用現場
や入社後の人事評価において社会人基礎力が重要視されて
きている現状では（経済産業省，2006・2010），大学教育
や研究成果の社会還元という観点から考えた場合，社会人
基礎力育成に着目した研究は，より汎用性が高く有意義な
ものであると考えられる．しかし，我々の知る限り，既存
の体育実技授業が社会人基礎力の育成に及ぼす影響につい
ては未だに不明瞭であり，効果的な社会人基礎力の向上に
つながる教育プログラムに関する報告もない．
　本研究は，大学の通常の体育実技授業が社会人基礎力を
向上させるのか，さらに，体育実技授業内で社会人基礎力の
育成を目的とした介入授業を実施する事で，より一層の社会
人基礎力の向上が引き起こされるのかを検討することで，効
率的な社会人基礎力の向上を目指した体育実技授業の教育プ
ログラムの開発につながる基礎知見を得ることを目的とした．

方　法

1）調査対象者
　本研究は，関西地区における私立大学の工学部に所属
し，2 〜 4 年生対象の選択科目である共通体育実技系科目
を履修した者（98 名）から，より一層の社会人基礎力向
上を目的とした介入授業を実施した介入授業実施群（以
下，I 群）と介入授業非実施群（以下，N 群）の 2 群を設
けた．体育実技系科目受講者 98 名はバスケットボール（34
名），テニス（12 名），バレーボール（7 名），バドミント
ン（21 名），サッカー（24 名）の５コースの合計人数となり，
バスケットボールとテニスとバレーボールを I 群（53 名）
とし，バドミントンとサッカーを N 群（45 名）とした（表
1）．また，工学部の 2 〜 4 年生を対象としかつ共通体育実
技系科目受講者が誰も履修していない講義系科目の男子受
講生（37 名）を対照群とした（以下，C 群）．
　授業初回（以下，プレ）並びに最終回（第 15 回目，以
下ポスト），計 2 回のアンケート調査を実施した男子学生の
みを最終的な解析対象者とした．最終的な解析対象者の人
数，年齢は表 1 に示した．本研究では女子学生の受講者が
9 名と僅少であったため，最終的な解析対象から除外した．
　本研究は，2014 年度前期授業期間（4 月〜 9 月）に調
査を行った．なお本研究計画は，大阪工業大学のライフサ
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イエンス実験倫理委員会より承認されている．

2）手続き
　各群とも授業初回と最終回に調査を実施した．調査実施
時には，内容や結果の公表に関して口頭と文書で説明した．
その後，同意書に署名した対象者のみに調査票を配布した．
なお，本調査への参加に際し，謝金等の報酬は一切無く，
成績にも一切関係の無い旨の説明も行った．

3）調査内容
①社会人基礎力に関するアンケート調査
　本研究で実施した社会人基礎力に関する調査は，先行研
究（石道ほか，2015）にもとづいたアンケート方式で実
施した．社会人基礎力を構成する 12 の能力要素に関して，
視覚的評価スケール（Visual Analog Scale：VAS）を用
いて回答させた（表 2）．なお，アンケート調査を実施す
るにあたり使用した教示文は以下の通りである「アンケー

表１　調査対象者のプロフィール

表２　VASを用いた社会人基礎力に関するアンケート項目



29

大学体育学　13,（2016）,026-034

29

ト用紙の各項目に対し“全くない”を“Min”，“最高に高
い”を“Max”とした場合，現在の自分に最も当てはま
る状態の線上に（│）」で記入して下さい．ひとつひとつ
の質問には深く考え込まず，第一印象を大切にありのまま
の様子をお答え下さい．」
　大学での教育効果，特に実習のように自己の経験とい
う主観的要素が教育効果に反映される授業形態における
評価方法として従来の 5 段階評価による順序尺度法に加
え，VAS による評点尺度法の有効性が示されてきてい
る（成橋ほか，2003，2006；相良ほか，2007；渡邉ほか，
2011）．そこで，本研究では受講前後の社会人基礎力の評
価方法として VAS を用いた．本研究で用いた質問項目は，
経済産業省のキャリア教育事業の一環として公開されて
いる社会人基礎力レベル評価基準表（経済産業省，2008）
における 12 項目をそのまま援用した．現在 , 社会人基礎
力の評価方法が確立されていないため，多くの先行研究（青
木ほか，2012；築山ほか，2008；深津ほか，2012；北島
ほか，2011）がこの社会人基礎力レベル評価基準表をも
とにした調査や評価を行っている．また経済産業省により
企業での社会人基礎力の評価方法のモデルとしても推奨さ
れている．したがって，学術的及び社会的汎用性の高さか
ら，本研究ではこの評価基準にもとづいた調査方法を用い
た．VAS は，左端を「全くない」，右端を「最高に高い」

とした 10 cm の直線上で自己評価した任意の位置に垂線
を記入することにより回答させた．調査用紙の回収後，左
端から垂線の位置までの距離を測定した．その後，1cm = 
1 ポイントに換算し VAS スコアとして評価した． 
　さらに VAS での質問項目の中で，「1. 主体性」，「2. 働
きかけ力」，「3. 実行力」の平均値を「前に踏み出す力（ア
クション）」，「4. 課題発見力」，「5. 計画力」，「6. 創造力」
の平均値を「考え抜く力（シンキング）」，「7. 発信力」，「8. 傾
聴力」，「9. 柔軟性」，「10. 状況把握力」，「11. 規律性」，「12.
ストレスコントロール力」の平均値を「チームで働く力

（チームワーク）」とし，それぞれ評価した．
②社会人基礎力のより一層の向上を目的とした体育実技授

業への授業介入
　介入群では，受講生に対し「活動記録シート」（図 1）を
配布した．活動記録シートは，授業ごとに社会人基礎力の
各能力要素を 1 つのテーマとして取り組み，授業後の「ふ
りかえり」と自己評価を行う事で , 半期 15 回の授業を通じ
て社会人基礎力の 12 の能力要素を網羅できるように本研
究室で独自に開発したものである．具体的には，授業毎に
積極的に取り組む「ふるまい」を具体的に設定することで，
取り組む課題に対する学生の理解が深まり，より社会人基
礎力の育成に貢献できると考えたため，経済産業省による
社会人基礎力レベル評価基準表（経済産業省，2008）で各

図１　介入授業で用いた教材
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能力要素の定義として記述されている「ふるまい」を各テー
マとして設定した．さらに授業後の自己評価や「ふりかえ
り」が教育効果の促進につながることから（和栗，2010），
授業毎の自己評価及び「ふりかえり」の自由記述欄を設けた．
　授業毎の具体的な取り組みとして，担当教員が授業開始
時に活動記録シートに記載されている分類 / テーマ欄（裏
面）からその日のテーマを 1 つ設定し，学生に説明及び該
当テーマが含まれる体育実技授業場面において，各自がよ
り社会人基礎力が高いふるまい（行動や言動）を積極的に
するように指示をした．その後，活動記録シートに授業終
了時に設定されたテーマを中心とした授業の振り返りの記
述及び自己評価を行わせた（表面）．活動記録シートは毎
回の授業終了時に学生に提出させ，次回の授業開始時に学
生に返却した．介入群の担当教員に対しては，授業前に本
研究目的と活動記録シートの活用方法及び授業運営に関す
る話し合いを十分に行っている．その上で種目や受講者数
の違いを考慮して，必ず全てのテーマを実施することだけ
を共通のルールとした以外は，実施する順番等の授業運営
に関しては各担当教員の裁量に委ねた．非介入群は，活動
記録シートは用いず，通常の体育実技授業を実施した．こ
の際，本研究の調査対象である 5 コースの体育実技授業は
全て担当教員が異なるため，非介入群の担当教員に対して
は，社会人基礎力のより一層の向上を目的とした介入授業
を行っているコースが設けられていることは伝えず，受講
生に対しても社会人基礎力を特に意識させるような言動を
控えるように周知した．
③大学でのスポーツ系課外活動調査
　本研究では，大学でのスポーツ系課外活動経験の有無を
各群で調査した．部活動，クラブチーム，サークルなどで
スポーツ活動を行っている場合は調査用紙に「1」，何も
行っていない場合は「0」と記入させた．調査用紙の回収後，
各群で算出された平均値をそれぞれ大学でのスポーツ系課
外活動指数とした．

4）統計処理
　結果は全て平均値±標準偏差で示した．各群の平均年齢
及び大学でのスポーツ系課外活動指数に対する比較は，一
元配置分散分析を行い，ポストホック検定には Scheffe 法を
用いた．社会人基礎力の値の比較には．反復測定の二元配
置分散分析［群（C 群，N 群，Ｉ群）×時間（pre，post）］
を行った後，Bonferroni 法を用いて下位検定（多重比較
検定）を行った．なお，全ての統計処理は，STATVIEW 
for Windows （SAS institute Inc, Cary, NC）を用いて行っ
た．有意水準は全て 5％未満とした（p<0.05）． 

結　果

　本研究調査に参加した受講生の平均年齢及び大学でのス
ポーツ系課外活動指数に，各群間での統計的有意差は認め
られなかった（表 1）． 
　共通体育実技系科目を選択的に受講した学生の特徴を検
討するためにプレの社会人基礎力の特徴を各群で比較した

（表 3）．その結果，C 群に対し N 群並びに I 群で「1. 主体
性」が有意な高値を示した．また「2. 働きかけ力」におい
ては C 群に対し I 群で有意な高値を示した（p<0.05）．さ
らに社会人基礎力を構成する 3 つの能力については，「前
に踏み出す力（アクション）」において N 群及び I 群の方
が C 群よりも有意な高値を示した（p<0.05）．
　ポストにおける社会人基礎力の特徴を各群で比較した
結果（表 4），C 群に対し N 群並びに I 群ともに「1. 主体
性」と「3. 実行力」と「4. 課題発見力」と「6. 創造力」と

「7. 発信力」において有意な高値を示した（p<0.05）．加え
て，N 群は C 群に対し「5. 計画力」と「12. ストレスコン
トロール力」，I 群は C 群に対し「2. 働きかけ力」と「9. 柔
軟性」においてそれぞれ有意な高値を示した（p<0.05）．
さらに社会人基礎力を構成する 3 つの能力については，C
群に対し N 群並びに I 群ともに「前に踏み出す力（アクショ
ン）と「考え抜く力（シンキング）」において有意な高値
を示した（p<0.05）．加えて，I 群は C 群に対し「チーム
で働く力（チームワーク）」においても有意な高値を示し
た（p<0.05）．
　一方，社会人基礎力を構成する 3 つの能力に関して，N
群と I 群との間には，プレ並びにポストのいずれにおいて
も両群間に統計的有意差は認められなかった（図 2）． 
　また，社会人基礎力を構成する 3 つの能力について，各
群でプレとポストとの間をそれぞれ比較した結果，C 群で
は，いずれの項目においても有意差は認められなかった（図
2）．一方， N 群では「考え抜く力（シンキング）」と「チー
ムで働く力（チームワーク）」，I 群では「前に踏み出す力（ア
クション）と「考え抜く力（シンキング）」においてポスト
がプレに対しそれぞれ有意な高値を示した（p<0.05）（図 2）．

考　察

　社会人基礎力が 2006 年に経済産業省によって提唱され
て以来，社会人基礎力の育成は大学教育の主要課題の 1 つ
となっており，育成を目的とした教育プラグラムや評価方
法の開発が促進されてきた（社会人基礎力に関する研究会，
2006；教育再生実行会議，2013）．本研究では，大学の通
常の体育実技授業により社会人基礎力が向上することを初
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表４　授業最終回（ポスト）の社会人基礎力の特徴

表３　授業初回（プレ）の社会人基礎力の特徴
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めて明らかにした．その一方で，体育実技授業による社会
人基礎力育成のより一層の向上を目指した介入授業の有効
な教育効果は示されなかった．
　先行研究により大学の体育実技によるライフスキル獲得
の主たる要因である自己開示の改善が報告されている（島
本・石井，2007）．しかし，本研究では , 共通体育実技系
科目を選択履修した N 群の調査結果から，プレに対しポ
ストにおいて，「前に踏み出す力（アクション）」のスコア
に有意な上昇はみられなかった．さらに，プレの N 群と
C 群のアンケート結果を比較したところ，「前に踏み出す
力（アクション）」のスコアで N 群が有意に高値を示した．
同様に I 群のプレにおいても，「前に踏み出す力（アクショ
ン）」のスコアが C 群に対し有意な高値を示した．したがっ
て，本研究では , もともと社会人基礎力を構成する 3 つの

能力の中でも特に「前に踏み出す力（アクション）」に対
する自己評価の高い学生が共通体育実技系科目を選択履修
していたことが先行研究との結果の不一致の要因であると
示唆される．
　その一方で，先行研究では，大学体育実技授業によって

「コミュニケーション能力の向上」や「チームプレーの重要
性の理解」といった主観的恩恵が得られることが報告され
ている（西田ほか，2015）．さらに大学の体育実技により他
者協力など円滑な人間関係の形成や維持に必要な社会的ス
キルの獲得が報告されていることから（野口ほか，2013・
2015；西田・橋本，2009），体育実技授業の受講により「考
え抜く力（シンキング）」と「チームで働く力（チームワーク）」
のスコアが向上した本研究結果は妥当である．したがって，
体育実技授業は，集団活動の中で自己表現の仕方や他者と
の関わり方などの社会的活動を体験できる側面をもつため，

「考え抜く力（シンキング）」及び「チームで働く力（チー
ムワーク）」の有意な増加は，体育実技授業に潜在的に含ま
れる特異的な教育効果である可能性が示唆される．したがっ
て，体育実技授業により社会人基礎力が向上するという本
仮説は，一定の支持を得たものと考えられる．しかし，本
研究では，体育実技授業のどのような要因が社会人基礎力
のこれらの項目の向上に寄与したかを特定するには至って
おらず，今後のさらなる研究が必要である．
　本研究では，既存の体育実技授業における社会人基礎力
の促進的育成を目的とした介入授業を実施した．授業毎に
社会人基礎力の 12 の能力要素の中からテーマを 1 つ選定
し，学生への説明と該当テーマが含まれる体育実技授業場
面において，各自がより社会人基礎力が高いふるまい（行
動や言動）を積極的にするように指示し，さらに授業後の
振り返りと自己評価を行った．本研究では，プレの調査結
果において，全ての項目で N 群と I 群との間に有意差が認
められなかったことから，群分けは適切であったといえる．
一方，ポストに行った調査結果では，いずれの項目におい
ても両群に統計的有意差は認められなかった．したがっ
て，本研究で実施した介入授業では社会人基礎力のより一
層の向上に対し有効な教育効果は認められなかったと考え
られる．我々の知る限り，社会人基礎力育成を目的とした
体育実技授業への介入手法に関する先行研究がないため，
本研究で実施した介入授業の妥当性を直接検証することは
困難であるが，本研究において授業への介入自体が十分に
行えていなかった可能性は無視できないものである．本研
究では，担当教員に対して授業前に本研究目的や活動記録
シートの活用方法や授業運営に関する説明を行った．しか
し，研究終了後の反省会では，担当教員から社会人基礎力
育成に対する教育経験の不足から社会人基礎力育成に効果

!" #" $"

!" #" $"

!" #" $"

図2　社会人基礎力を構成する３つの力の受講前後の比較
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的な授業内容の展開が困難であったことや授業中の学生へ
の指示や指導が効果的に行えなかったとの意見が多数あっ
た．このように体育実技授業で社会人基礎力育成を意図し
た効果的な指導方法を模索しながらの授業運営であったこ
とが，本研究結果に影響を及ぼした可能性は無視できない
ものである．社会人基礎力の育成に関する知識や経験をも
つ教員の育成が体育実技授業を通じて社会人基礎力の育
成を目指す上で解決するべき課題の 1 つであると考えられ
る．一方，近年，専門科目の授業内における専門知識の教
育と社会人基礎力の育成の並行は，グループワーク導入に
より実現可能であることが報告されている（神谷，2012）．
本研究の調査対象である体育実技授業は，体育実技という
授業の性質上，グループワークに近い授業展開が行われて
いる．したがって，本研究では，元々のグループワーク型
授業展開による教育効果が強く反映され，実施した介入授
業による教育効果が顕在化されなかった可能性がある．ま
た「授業のふりかえり」として，教員と学生による双方向
コミュニケーションツールである「大福帳」に授業後に学
生が講義内容に関するコメントを記入し，教員がそれに対
し返信を記入することで体育実技授業により対人コミュニ
ケーションスキルが向上する可能性が示唆されている（西
田ほか，2009）．本研究でも I 群では授業のふりかえりを
実施していたが，学生による記述のみであった．これらの

「授業のふりかえり」に対する手法の違いが，本研究結果
に影響を及ぼしていた可能性がある．既存授業の体育実技
において社会人基礎力の向上に有効な授業介入の手法は確
立されておらず，今後より一層の研究が必要である．
　本研究では，体育実技授業の受講による社会人基礎力の
向上を明らかにすることで，既存授業である大学体育実技
授業の新たな教育効果の可能性を示した．一方，本研究で
実施した介入授業では，社会人基礎力のより一層の向上が
期待できる有効な教育効果は示されなかったため，授業介
入の手法については検討課題が残った．
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　2006 年に社会人基礎力が経済産業省により提唱されて以来，社会人基礎力の育成は主要な大学教育の 1 つとなっている．
一般に，社会人基礎力は，「前に踏み出す力（アクション）」，「考え抜く力（シンキング）」，「チームで働く力（チームワーク）」
という 3 つの力で構成されている．さらに各力は，それぞれ 3 〜 6 の能力要素によって構成されている．最近，課題解決型
学習やキャリア教育など社会人基礎力の育成を目的とした教育プログラムが大学教育において促進されている．その一方で，
体育実技授業などの既存授業が社会人基礎力に及ぼす教育効果は不明瞭なままである．本研究では，体育実技授業が社会人基
礎力の向上に及ぼす教育効果を明らかにするために，大学の既存の体育実技授業の受講による社会人基礎力の変化を検討した．
さらに，体育実技授業への介入授業を実施し，社会人基礎力がより一層向上するか検討した．その結果，授業最終回の「考え
抜く力（シンキング）」のスコアは，授業初回のスコアに比べ有意に増加していた（p<0.05）．同様に，「チームで働く力（チー
ムワーク）」のスコアも授業初回に対し授業最終回で有意に増加していた（p<0.05）．さらに，社会人基礎力の 3 つの力を構
成する能力要素である“創造力”，“発信力”，“柔軟性”及び“状況把握力”において授業初回に対し授業最終回でそれぞれ
有意な増加を示した．一方で、授業介入による社会人基礎力のより一層の向上は認められず，介入手法の改善など今後の検討
がさらに必要である．本研究は，大学での体育実技授業により社会人基礎力が向上したことを示すと同時に，既存授業である
体育実技授業には社会人基礎力の改善を促す教育効果が本来的に備わっている可能性が示唆された．
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緒　言

　文部科学省は，昭和 39 年以降，体力・運動能力調査を開
始し，平成 11 年からは「新体力テスト」として，4 つの世
代カテゴリーにおいて実施する際のテスト項目を示している

（文部科学省スポーツ・青少年局 , 2009）。同省は，12 歳か
ら 19 歳までのカテゴリーでは，全身持久力を評価するため
のテスト項目として持久走（男子 1500m，女子 1000 ｍ）も
しくは 20m シャトルランを設定している。一方，20 歳から
64 歳までのカテゴリーでは，急歩もしくはシャトルラン（往
復持久走）を設定しており，運動負荷の高い持久走は含ま
れていない。

我々の調査 （一川ほか，2014） では，大学入学後に運動活動
を継続している学生は，約 17.2% しかいないことが明らか
となっている。しかしながら各大学での新体力テストにおい
て，個々に現況の身体活動量を把握せず，また入学した際の
年齢が異なる学生に持久走を入学直後に実施する場合があ
る。また，運動活動を継続している学生とそうでない学生の
測定データを一元的に平均値化し評価したデータを提示する
など，大学における体力テスト測定には，安全性配慮の欠如
や評価法において問題点があると考えられる。
　大学生は高齢者と異なり，週 1 回程度の少ない運動介入
であっても体力が変化することが明らかとなっている。内田・
神林（2006）によれば，週 1 回 8 週間のサーキットトレーニ

週１回の大学スポーツ実技が下肢の
筋力・筋パワー維持に及ぼす影響

一川大輔 1）, 安田智洋 2）

Effect of weekly sports participation through physical education class at 
university on muscle strength and power in the lower body

Daisuke ICHIKAWA1）and Tomohiro YASUDA2）

事例報告
大学体育学　13,（2016）,035-042

　The purpose of this study was to compare lower body-based physical fitness tests of university students before and 
after 15-week of sports activity in a university physical education class. Eighty male university students participated 
in this study. They took a physical education class (softball, futsal or basketball) in university once a week for 10 
weeks. Measurements taken at 2nd and 3rd class (pre) and at 14th and 15th class (post) were: body weight, body 
mass index (BMI), systolic and diastolic blood pressures (SBP and DBP), resting heart rate, muscle thickness (MT) 
for anterior and posterior thigh and posterior lower leg, girth for thigh and lower leg, muscle strength margin with 
squat-to-stand motion (MSM), knee extension muscle strength (KE), standing broad jump (SBJ), 30-s chair test (CS-
30), one-legged standing with eyes closed and handgrip (HG). Body weight, BMI, SBP and DBP were decreased (p < 
0.05) from pre to post (Body weight: 62.8 ± 8.2 kg vs. 61.8 ± 7.4 kg, BMI: 21.5 ± 2.6 kg/m2 vs. 20.9 ± 3.3 kg/m2, SBP: 
118.6 ± 10.2 mmHg vs. 112.3 ± 10.3 mmHg, DBP: 71.0 ± 9.1 mmHg vs. 65.8 ± 9.2 mmHg, respectively). There were 
differences (p < 0.05) in MT between pre and post for posterior thigh and lower leg, but not for anterior thigh. MSM, 
SBJ and CS-30 were increased (p < 0.05) from pre to post (MSM: 197.7 ± 17.8% vs. 202.4 ± 20.1%, SBJ: 211.4 ± 0.2 
cm vs. 221.5 ± 0.2 cm, CS-30: 36.9 ± 4.0 times vs. 39.2 ± 4.3 times, respectively). There was no difference (p > 0.05) 
between pre and post in KE (41.6 ± 9.2 kg vs. 43.3 ± 9.5 kg). One-legged standing with eyes closed was increased 
(p < 0.05) from pre to post (60.4 ± 37.1 sec vs. 77.0 ± 40.4 sec). Our results indicate that weekly sports activity in a 
university physical education class effects in lower muscle strength and power in university students.

キーワード：下肢筋力、筋力余裕度、筋厚、運動介入
Keywords ; lower muscle strength, muscle strength margin, muscle thickness, exercise intervention

Abstract
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ングを実施した結果，女子学生における体力指標のうち，特
に筋持久力が向上したことを報告している。また，林・宮本

（2009）によれば，週 1 回の筋力トレーニングを実施した結果，
男子大学生のベンチプレスとアームカールの 1RM での数値
が有意に増加したことを報告している。このような大学体育
における運動効果に関する研究は，諸外国でも行われており，
Danoff and Raupers （2014）によれば， 1 セメスター 14 週
の大学スポーツ実技授業を利用し，毎回 50 分間の体力トレー
ニングを中心としたエクササイズを実践し，授業期間前後で
の生理学的指標と体力テストの記録を測定し，単一群の介
入結果の比較を行った。その結果，安静時の心拍数が有意
に低下し，また握力や腕立て，腹筋などの体力指標が有意に
向上したことを報告している。
　青年期から高齢期では，上肢よりも下肢のほうが運動機
能の低下が著しいことが生理学研究から認められている （安
部・福永，1995；Janssen et al.，2000）。これは，下肢はサ
ルコペニア（加齢性筋萎縮症）の影響を受けやすい一方で，
上肢は比較的日常生活で常に動かし続けているため，その筋
力低下が緩やかとなることが要因であると考えられている。
下肢筋力は歩行や起居能力と強く関連するが，その下肢筋
力測定には，大型の専用機器を必要とすることがこれまで問
題であった（関根・小川，2013）。しかしながら，現在は下
肢の筋力や筋パワーを簡易に測定できる機器が開発され，大
学体育授業内でも測定したデータを即時にフィードバックす
ることが可能となった。
　我々は，男子大学生に超音波 B モード測定装置を用い，
大腿部前面筋厚と膝関節伸展筋力との間には有意な相関関
係があることを確認した （一川ほか，2014）。この関係性は，
高齢期の男女における，大腿部前面筋厚と膝関節伸展筋力
の関係性を調査した研究結果と同様であった （大渕ほか，
2009；江崎ほか，2010）。また，下肢筋力と筋持久力を評
価する上で，30 秒椅子立ち上がりテスト （30-s chair stand 
test: CS-30） がよく利用される。このテストは，踏み台昇降
テスト用の台 （高さ 40 cm） を利用し，座位姿勢から立位動
作を両脚で 30 秒間実施した場合の回数で下肢の機能を評価
するテストである。CS-30 と下肢筋パワーの指標である膝関
節伸展筋力との間には，大学生を用いた若年者と高齢者の
両方において有意な相関関係が認められている （中谷ほか，
2002a；2002b）。
　そこで本研究は，10 週にわたり男子大学生が大学スポー
ツ実技を実践することで，どのような生理学的変化を示すの
かを調査するため，特に下肢筋組織の生理学的指標と筋機
能に着目し，身体への危険性を少なくした体力テストを導入
した。そのうち徒歩や自転車での通学・移動などを除き，定
期的な運動を全く実践していない者を分析対象とし，授業前

後の変化を評価することを目的とした。

方　法

1. 被験者
　東洋大学川越キャンパスにて，2014 年度春学期（前期）
スポーツ健康科学実技Ⅰを履修する健康な男子大学生 112
名を対象とした。被験者となる大学生は健康診断における内
科検診・血圧・心電図等に，特別な異常が認められないもの
を対象とした。被験者には，1 回目の授業オリエンテーショ
ン時に予め実験内容を十分説明し，同意が得られる場合に同
意書に署名・捺印し，本測定に参加する意志を確認した。な
お，本研究はヒトを対象とする研究遂行に際して，その全て
の過程において人権の尊重と安全確保を最優先するために，
ヘルシンキ宣言の精神に沿い，人権擁護に配慮した。また本
研究における授業履修者は，1 年生が含まれる場合もあるこ
とから，未成年に対する対応を含め，東洋大学生命科学部・
総合情報学部・理工学部の「ヒトおよびヒト由来物質を対象
とした研究に関する倫理指針」（承認番号：2012-R-05） の承
認を受けて実施された。本測定に利用する手法は，全て非
侵襲型測定であり，被験者にはこの実験への参加は強制で
はなく，一旦引き受けても途中で辞退できること，また測定
中に体調が悪くなる場合には，中止できることを説明した。

2. 測定および分析方法

（1） 身体特性

　身体特性として身長・体重を測定し，体格指数（body 
mass index: BMI）を算出した。また，血圧計（デジタル自
動血圧計 , HEM-1040, オムロン社製）を用い，安静時座位
の姿勢で上腕の位置を心臓の高さと同じにした状態で，収縮
期血圧・拡張期血圧と安静時の脈拍数を測定した。

（2） 筋厚・体肢長・周径囲

　右脚膝蓋骨中点と大転子および外踝中点の位置を同定し，
大腿長・下腿長を測定した。その後，大腿長の遠位 50%（大
腿部 50% 部位，大腿直筋上および半膜様筋上）において大
腿部周径囲を測定し，右脚膝蓋骨中点から下肢長全体に対
する 30％遠位（下腿部 30% 部位，腓腹筋外側頭上）にお
いて下腿部周径囲を測定した （宮谷ほか，2003）。筋組織厚

（筋厚）は，先に測定した大腿長の 50% 部位において，汎用
超音波画像診断装置（プロサウンド C3，ALOKA 社製）を
用い，大腿部前面筋厚 （Muscle thickness of the anterior 
thigh: MTa） と大腿部後面筋厚 （Muscle thickness of the 
posterior thigh: MTp） の 2 箇所を計 2 回ずつ測定した。
また下腿長 30% 部位において，下腿部後面筋厚 （Muscle 
thickness of the calf: MTc） を計2回ずつ測定した。その後，
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記録された超音波断層画像は，画像解析ソフト （Image J 
1.46r, National Institute of Health 製） を用い，筋厚を mm
単位で算出した。なお，超音波画像診断装置における測定
精度および再現性については，MRI 法での筋断面積と筋体
積を比較した先行研究により確認されている （Miyatani, et 
al.，2000；Miyatani, et al.，2001；Miyatani, et al.，2004；
熊谷，2011）。

（3） 体力テスト

　下肢筋パワーを評価する体力テストとして，筋力余裕度を
各 2 回測定した。これは下肢の筋力発揮特性に特化し，膝
関節の最大屈曲姿勢から全速力で立ち上がる際の膝関節と
股関節の筋力（関節モーメント）を胸部と大腿部に装着す
る簡易加速度（ジャイロ）センサから下肢筋力のパフォーマ
ンスを同定することができる機器である （Yoshioka, et al.，
2013）。なお，この測定値は，日常生活に必要とされる最小
筋力値（100%）との相対的な比率（筋力余裕度）に変換し
て出力される。
　また大腿四頭筋の筋パワー指標として，片脚膝関節伸展
筋力（片脚用筋力測定台 , T. K. K. 5715, 竹井機器工業社
製）を右脚で各 2 回測定した。さらに両脚での下肢運動パ
フォーマンス評価として立幅跳の値を各 2 回測定した。筋持
久力の測定として，踏み台昇降テスト用の踏み台を利用し，
CS-30 を各 2 回実施した。また平衡感覚能力の指標として右
脚での閉眼片足立ち時間を各 2 回測定した。さらに，上肢
の筋力指標として右手での握力（デジタル握力計 , T. K. K. 
5401, 竹井機器工業社製）を各 2 回測定した。なお，閉眼片
足立ち立ちのみ，2 回試行の最大値を記録として採用し，そ
の他の種目は，2 回試行の平均値を採用した。	

（4） 統計処理

　測定値は，全て平均値 ± 標準偏差で示した。各測定値
の対応関係は，Pearson の積率相関係数分析を用い，有
意差検定には対応のある t 検定を用いた。なお，統計学的

有意水準は 5% 未満とし，全ての統計処理は，IBM SPSS 
Statistics Version 22 を用いた。

3. 測定と授業スケジュール

　計 15 週での授業期間を利用した測定は，pre 測定として
授業の 2 回目・3 回目（2 回目欠席者対象）に行われ，post
測定として 14 回目・15 回目（14 回目欠席者対象）に行われ
た。4 回目から 13 回目のスポーツ実技は，各学生が履修登
録で選択した単一種目（ソフトボール , フットサル , バスケッ
トボールのいずれか）を行った。なお，本研究でのスポーツ
種目ごとの活動強度は，ソフトボール（4.0 ～ 6.0 メッツ），フッ
トサル（7.0 ～ 10.0 メッツ：サッカーとして算出），バスケッ
トボール（6.0 ～ 8.0 メッツ）であった（中江ほか , 2012）。
西脇ほか （2014） が報告しているように，大学生の健康づく
りを行う観点において，1 週間に 4.0 メッツの運動を確保す
ることは重要である。同期間は，同時限を担当する 3 名の教
員が測定からスポーツ実技のスケジュールを同調して進行す
るよう配慮し授業を展開することで，運動介入として 4.0 メッ
ツ以上の運動活動を実施したと評価した。
・授業スケジュール一覧

1 回目：オリエンテーション（履修登録の説明，受講票の作
成など事務作業．授業内測定に対する説明，同意書の記入等）
2 回目：下肢筋厚と筋力に関わる pre 測定を行う。終了後は
各スポーツ実技を行う。
3 回目：2 回目授業での測定未終了者および欠席者の pre 測
定を行う。測定済みの学生は合同でスポーツ実技を行う。
4 回目～ 13 回目：スポーツ実技 ①～⑩
14 回目：下肢筋厚と筋力に関わる post 測定を行う。終了後
は各スポーツ実技を行う。
15 回目：14 回目授業での測定未終了者および欠席者の post
測定を行う。測定済みの学生は合同でスポーツ実技を行う。
授業総括

表 1　被験者の身体特性

年齢（歳） 18.5 ± 0.7
身長（cm） 170.9 ± 5.5
体重（kg） 62.8 ± 8.2 61.8 ± 7.4  *
BMI（kg/m2） 21.5 ± 2.6 20.9 ± 3.3  *
収縮期血圧（mmHg） 118.6 ± 10.2 112.3 ± 10.3  *
拡張期血圧（mmHg） 71.0 ± 9.1 65.8 ± 9.2  *
安静時脈拍（bpm） 78.2 ± 11.9 76.7 ± 9.6

n = 80, 平均値±標準偏差，*: p < 0.05 difference between pre and post.
body mass index: BMI 

pre post
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結　果

　被験者数は 112 名であったが分析対象の条件として，大
学スポーツ実技以外に徒歩や自転車での通学・移動などを除
き，定期的な運動を全く実践していないこと，また pre 測定
と post 測定を全て完了できたことを条件に分類を行った結
果，分析対象者は 80 名となった。表 1 に被験者の身体特性
を示した。体重は，pre では 62.8 ± 8.2 kg，post では 61.8 
± 7.4 kg であり，post で有意な低下を認めた （p < 0.05）。
また，BMI は，pre では 21.5 ± 2.6 kg/m2，post では 20.9 
± 3.3 kg/m2 であり，有意な低下を認めた （p < 0.05）。収
縮期血圧は，pre では 118.6 ± 10.2 mmHg，post では 112.3 
± 10.3 mmHg であり，有意な低下を認めた （p < 0.05）。ま
た拡張期血圧は，pre では 71.0 ± 9.1 mmHg，post では
65.8 ± 9.2 mmHg であり，有意な低下を認めた （p < 0.05）。
一方，安静時脈拍は，pre では 78.2 ± 11.9 bpm，post では
76.7 ± 9.6 bpm であり，有意な変化を認めなかった。
　表 2 に，右脚筋厚と下肢長および周径囲を大腿部と下腿
部それぞれに示した。なお，下肢筋量総和の指標として，先

行研究に倣い，筋厚 3 部位の合計値である下肢筋厚合計値 
（Total amount of MTa, MTp, and MTc: MTtot） を算出
した （船津ほか，2013）。その結果，MTa は，pre では 51.0 
± 0.6 mm，post では 50.8 ± 0.7 mm であり，有意な変化
を認めなかった。一方 , MTp は，pre では 62.1 ± 0.6 mm，
post では 60.8 ± 0.5 mm であり，post で有意な低下を認
めた （p < 0.05）。また MTc は，pre では 68.5 ± 0.5 mm，
post では 66.1± 0.6 mm であり，post で有意な低下を認め
た （p < 0.05）。MTtot は，pre では 181.7 ± 1.4 mm であり，
post では 177.7 ± 1.4 mm であり，post で有意な低下を認
めた （p < 0.05）。大腿部 50% 部位周径囲は，pre では 50.4 
± 4.1 cm，post では 49.6 ± 3.8 cm であり，post で有意な
低下を示した （p < 0.05）。一方，下腿部 30% 部位周径囲は，
pre では 36.8 ± 3.4 cm，post では 36.9 ± 3.1 cm であり，
有意な変化を認めなかった。
　表 3 には，下肢筋機能や運動パフォーマンス機能を評価
できる体力テストの結果を示した。筋力余裕度は，pre では
197.7 ± 17.8%，post では 202.4 ± 20.1% であり，有意な増
加を認めた （p < 0.05, 図 1-A）。一方 , 右脚の膝関節伸展筋

表2. 右脚の筋厚・体肢長・周径囲

大腿部前面筋厚（MTa）（mm） 51.0 ± 0.6 50.8 ± 0.7
大腿部後面筋厚（MTp）（mm） 62.1 ± 0.6 60.8 ± 0.5  *

下腿部後面筋厚（MTc）（mm） 68.5 ± 0.5 66.1 ± 0.6  *

下肢筋厚合計値（MTtot）（mm） 181.7 ± 1.4 177.7 ± 1.4  *

大腿長（cm） 39.6 ± 1.7
下腿長（cm） 39.2 ± 1.8
大腿部50%部位周径囲（cm） 50.4 ± 4.1 49.6 ± 3.8  *

下腿部30%部位周径囲（cm） 36.8 ± 3.4 36.9 ± 3.1

平均値±標準偏差
*: p < 0.05 difference between pre and post.
muscle thickness of the anterior thigh: Mta
muscle thickness of the posterior thigh: MTp
muscle thickness of the calf: MTc
total amount of MTa, MTp, and MTc: Mttot

pre post

表3. 下肢筋力および体力テストの結果

筋力余裕度：両脚（%） 197.7 ± 17.8 202.4 ± 20.1 *

膝関節伸展筋力：右脚（kg） 41.6 ± 9.2 43.3 ± 9.5
立幅跳：両脚（cm） 211.4 ± 0.2 221.5 ± 0.2 *

CS－30：両脚（回） 36.9 ± 4.0 39.2 ± 4.3 *

閉眼片足立ち時間：右脚（秒） 60.4 ± 37.1 77.0 ± 40.4 *

握力：右手（kg） 41.1 ± 6.8 40.0 ± 6.4 *

平均値±標準偏差，*: p < 0.05 difference between pre and post.
30-s chair stand test: CS-30 

pre post

表 2　右脚の筋厚・体肢長・周径囲

表 3　下肢筋力および体力テストの結果
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力は，preでは41.6 ± 9.2 kg，postでは43.3 ± 9.5 kgであり，
有意な変化を認めなかった。また立幅跳は，pre では 211.4 
± 0.2 cm，post では 221.5 ± 0.2 cm であり，有意な増加を
認めた （p < 0.05, 図 1-B）。CS-30 は，pre では 36.9 ± 4.0 
回，post では 39.2 ± 4.3 回で有意な増加を認めた （p < 0.05, 
図 1-C）。また右脚の閉眼片足立ち時間は，pre では 60.4 ± 
37.1 秒，post では 77.0 ± 40.4 秒であり，有意な増加を認め
た （p < 0.05, 図 1-D）。一方，右手の握力は，pre では 41.1 
± 6.8 kg，post では 40.0 ± 6.4 kg であり，有意な低下を認
めた （p < 0.05）。

考　察

　本研究の結果，徒歩や自転車での通学・移動などを除き，
定期的な運動を全く実践していない男子大学生が，10 週に
わたる週 1 回の大学スポーツ実技を実践することで，体重・
BMI・血圧の低下を示した。一方，大腿部前面の筋厚は変
化を認めなかったが，大腿部後面および下肢後面の筋厚は
低下を示した。また，下肢筋力・筋パワーに関わる体力指標
のうち筋力余裕度・立幅跳・CS-30・閉眼片足立ちの記録が
向上を示した （図 1）。
　肥満は，内科的疾患や若死のリスクを増大する。BMI は，
若年者と中高年者の体脂肪率と高い相関関係を有し，病気
のリスクを分類する上で，広く利用されている （Villareal et 

al.，2005）。青年期の男子大学生は，生理学的な終末身長に
到達していることから，本研究の週 1 回の運動介入により体
重が減少することは，BMI が低下することに直結する。日
本人中高年者においては，BMI が 21 から 27 kg/m2 である
場合は，主要な病気による死亡率が低下することが報告され
ている （Sasazuki et al.，2011）。なお，本研究の被験者の
中には BMI が 27 kg/m2 を上回る学生が 4 名存在したが，
post では，BMI が平均 3.1 ± 1.3% 低下していた。
　アメリカ合衆国の大学生男女 79 名に，1 セメスター（14 週）
にわたり 50 分間の体力トレーニングを運動介入として週 2
回実践したところ，安静時脈拍が有意に低下した報告があ
る （Danoff and Raupers，2014）。しかしながら，本研究で
の安静時脈拍には，変化が認められなかった。よって，球技
を中心とするスポーツ実技に体力トレーニングを加えること
で，学生の循環器系機能を高めるような授業を構築すること
も重要であると考えた。
　本研究では，pre と post で下肢筋群の筋厚を 3 箇所測定
し比較検討した結果，MTa は post で維持されていたものの，
MTp と MTc は低下を示した。本研究の大学生は pre に比
べて post では平均 1.0kg の体重減少が観察されており，こ
の変化が筋厚（骨格筋量）にも影響を及ぼした可能性が考
えられる。Chaston ほか（2007）は，多くの場合，体重減
少では脂肪量だけではなく除脂肪量（骨格筋量や臓器など）
の低下を招く可能性が高いことを指摘している。したがって，

(

平均値±標準偏差，*: p < 0.05 difference between pre and post.

A B

C D

図 1　筋力余裕度（A），立幅跳 (B), CS-30 (C)，閉眼片足立ち (D) の pre と post の比較
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本研究の post では，体重減少のために筋厚が低下しやすい
状況であったと考えられる。本研究では体重減少の原因は明
らかにできていないが，大学生の体重変化と骨格筋量の変
化については今後より詳しい調査が必要である。
　Abe et al. （2011） は，152 名の若年女性と 157 名の高齢
女性の筋厚を測定した。その後さらに被験者を，週 1 回以上
の習慣的なスポーツ運動を実施している群とそうでない群の
4 グループに分け，身体各箇所の筋厚を比較した。その結果，
習慣的なスポーツ運動を実施している若年者群（週 2.5 回程
度）と高齢者群（週 5.7 回程度）は，いずれも運動を実施し
ていない群よりも，MTa と MTp の筋厚が有意に高いこと
を報告した。これまでの報告を考慮すると，低強度の運動で
も筋厚は増大することは可能と考えられたが，本研究の運動
期間と運動頻度では筋厚を変化するには，質と量ともに足り
ていなかったことが推測された。本研究では被験者が有意
な体重の減少を示したため，筋厚変化にも影響を及ぼしたと
考えられるが，健常な男子大学生が筋厚を維持もしくは増大
を目指すには，下肢筋力の強化に特化したトレーニングを大
学体育授業に取り入れる必要性が見出され，またその際の生
理学的変化を評価する重要性が示唆された。
　本来，下肢の最大筋力を把握するにはフリーウェイトを用
いたスクワット動作時の最大拳上重量を測定する必要があっ
たが，これには危険性が常に伴うことが問題であった。一方，
筋力余裕度計は重量を保持することなく，座位から立位姿勢
に移る際の立ち上がり動作から相対的な下肢筋力を評価でき
る。またスポーツ選手から高齢者まで幅広く応用出来る機器
であるため，大学生自身が現状を理解する上で利用する意
義があると考えた。さらに筋力余裕度計の信頼性は動作分
析で評価した結果との高い相関関係 （r = 0.996） が認められ
ており，信頼性が高いことから採用した （Yoshioka, et al.，
2013）。
　本研究の男子大学生が pre から post で筋力余裕度を有意
に増加したのは，週 1 回の大学スポーツ実技を実践し，膝
関節と股関節の屈曲伸展運動を繰り返す中で，青年期の若
年者が本来有する下肢の運動機能を回復した結果と考えた。
一方，膝関節伸展筋力は，pre から post で有意な増加を示
さなかった （p = 0.096）。先述の通り筋力余裕度は，運動介
入後に有意な増加を示したが，この測定値は，股関節と膝関
節の発揮する筋力の合計値から算出されていることから，膝
関節の筋力に変化を生じない分を股関節筋力の増大により補
うことで，立ち上がり動作の改善がなされていることが推察
された。
　立幅跳は，垂直方向と水平方向への 2 次元動作であり，
発育発達段階にある小学生では，学年を経るごとに跳躍距離
が伸びることは明らかとなっている （比留間・植屋，2007）。

また，吉本ほか （2012, 2015） によると，中学生では疾走速
度と跳躍能力に及ぼす要因は膝関節トルクが関連しているこ
とを報告したが，男子大学生は，終末身長に到達しているこ
とから，立幅跳の跳躍距離が pre から post で伸びた要因を
探るには，さらに各個人の跳躍動作をバイオメカニクスの観
点から詳細な分析を加えることが重要と考えた。
　CS-30 は，pre から post で大きな変化を示し，中谷ほか 

（2002a） の示す，性別階級別評価表のカテゴリーで評価する
と「やや優れている」から「優れている」へ改善したことが
分かった。CS-30 は，股関節と膝関節の屈曲伸展運動に関わ
る筋持久力に依存することから，この改善した生理学的要因
を探るには等速性筋力測定機器などで正確に筋持久力の測
定を行い，無作為抽出した被験者を対象に測定する必要が
あるが，大学体育授業内でこのような測定は困難であると考
えられる。
　閉眼片足立ちの姿勢を維持するには，前庭神経・体性感覚・
筋骨格筋システムを正しく働かせなければ，バランスを保ち
行うことはできないと考えられている （Hu and Woollacott, 
1994）。加齢とともにその記録は下降の一途を辿り，60 歳代
からの低下は著しい （Bohannon, et al.，1984；宮武ほか，
2011）。加えて，30 歳代から 40 歳代において運動習慣のあ
る群と運動習慣のない群の記録を比較すると，運動習慣のあ
る群の記録が有意に高かったことが報告されている （宮武ほ
か，2011）。本研究では，pre から post にかけて記録時間の
大きな延伸が認められたが，今後は個人ごとに重心動揺検
査などを実施し，足圧変化を捉える測定を導入することも検
討する必要性が見出された。
　最後に握力についてであるが，本研究の男子大学生では
記録の向上を認めなかった。一方，アメリカ合衆国における，
大学生における週 2 回の運動スポーツ授業の効果を検証し
た研究では，握力が有意に増加した報告がある （Danoff and 
Raupers，2014）。また国内の研究では，週 1 回の筋力トレー
ニングにより，ベンチプレスやアームカールの挙上重量が有
意に増大したと報告した研究がある （林・宮本，2009）。そ
れゆえ上肢の筋力は，体力トレーニングを利用すれば比較的
改善しやすい項目と考えられるが，本研究ではこのような結
果は得られなかった。
　本研究の結果，球技を中心した週 1 回のスポーツ実技を
行うことで大腿部前面の筋厚が維持され，その筋機能が高ま
ることで下肢筋群の筋力・筋パワーを向上する可能性を示唆
した。特に，今回用いた下肢の体力テスト項目は，大腿部前
面の筋機能に依存する運動様式を多く導入しており，またこ
れらの項目は日常生活動作と関連が深いものである。それゆ
え今後大学生に対する体力テストの一環として実施する意義
があると考えた。



41

大学体育学　13,（2016）,035-042

41

研究の限界と今後の課題

　本研究は単一群のみの研究であり，バイアスやその他の要
因（季節変動・生活習慣）が含まれる。また，授業シラバス
を同一にする必要があり， 3 つのスポーツ種目の運動負荷（強
度と時間）が異なる中で測定を実施せねばならず，このこと
が結果に影響を与えていることも考慮しなければならない。
今後は，対照群のデータ収集を進めるため，大学スポーツ実
技を履修せず，かつ徒歩や自転車での通学・移動などを除
き，定期的な運動活動を全く実践していない被験者に対する
同様の測定を進める必要性があると考えた。

結　論

　本研究は，男子大学生が 10 週にわたる大学スポーツ実技
を実施することで，どのような生理学的変化を示すのかを
下肢筋群の機能を中心に測定し，授業期間前後で評価した。
その結果，体重・BMI・収縮期血圧・拡張期血圧は，post
で有意な低下を認めた。また，大腿部前面の筋厚は変化を
認めなかったが，大腿部後面および下肢後面の筋厚が低下
し，下肢筋厚合計値に影響を及ぼしていた。一方，筋力余裕度・
立幅跳・CS-30・閉眼片足立ちの記録は，post で有意な向上
を示した。以上のことから，大学スポーツ実技を実践すると，
大腿部後面・下腿部後面の筋厚の低下が観察される場合で
も大腿部前面の筋厚は維持することが可能であり，大腿部前
面の筋群が大きく貢献する筋力や筋パワーには改善をもたら
すことがわかった。
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　本研究の目的は，15 週にわたる大学体育授業の中でスポーツ活動を行った場合，その授業前後で大学生の下肢体力テスト
結果を比較することであった。健康な男子大学生 80 名がこの研究に参加した。学生らは，大学体育授業のうち 10 週間，ソ
フトボール・フットサル・バスケットボールの何れかを選択し週 1 回実践した。測定は 2・3 回目（pre）と 14・15 回目（post）
の授業時に実施した。測定項目は，身長・体重・体格指数 （body mass index: BMI）・収縮期血圧・拡張期血圧・安静時脈拍，
大腿部筋厚（前面・後面）・下腿部筋厚（後面）・筋力余裕度・膝関節伸展筋力・立幅跳・30 秒椅子立ち上がりテスト （30-s 
chair stand test: CS-30）・閉眼片足立ち時間・握力であった。体重 , BMI, 収縮期血圧，拡張期血圧は pre から post で有意な
低下 （p < 0.05）を示した （体重 : 62.8 ± 8.2 kg vs. 61.8 ± 7.4 kg, BMI: 21.5 ± 2.6 kg/m2 vs. 20.9 ± 3.3 kg/m2, 収縮期血
圧 : 118.6 ± 10.2 mmHg vs. 112.3 ± 10.3 mmHg, 拡張期血圧 : 71.0 ± 9.1 mmHg vs. 65.8 ± 9.2 mmHg） 。筋厚は pre か
ら post で大腿部後面と下腿部後面には有意な変化を認めた（p < 0.05）が，大腿部前面には有意差を認めなかった。筋力余
裕度・立幅跳，CS-30 は pre から post で有意な増加 （p < 0.05） を示した（筋力余裕度 : 197.7 ± 17.8% vs. 202.4 ± 20.1%, 
立幅跳 : 211.4 ± 0.2 cm vs. 221.5 ± 0.2 cm, CS-30: 36.9 ± 4.0 回 vs. 39.2 ± 4.3 回）。膝関節伸展筋力は，pre から post で
有意な変化 （p > 0.05） を認めなかった （41.6 ± 9.2 kg vs. 43.3 ± 9.5 kg）。閉眼片足立ち時間は pre から post で有意な増加 

（p < 0.05） を示した （60.4 ± 37.1 秒 vs. 77.0 ± 40.4 秒）。我々の研究の結果，大学体育授業における毎週の定期的なスポー
ツ活動が，大学生の下肢筋力・筋パワーに影響を及ぼすことが示唆された。
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１）神戸大学　Kobe University

緒　言

　屋外で行われるスポーツ活動の多くは，天然芝あるいは
人工芝，土のグラウンドで行われる。その中でも，土のグ
ラウンドで行うスポーツ活動においては，競技が行われる
グラウンドの状態が選手のプレーに大きな影響を及ぼす。
　吉村ほか（2010）は，土のグラウンドでサッカーの試
合を行った方が，天然芝あるいは人工芝のグラウンドで行
うよりも筋損傷の程度が大きかったと報告している。しか
し一方で，西村ほか（2003）は，土のグラウンドにおけ
るアメリカンフットボール選手の筋損傷発生件数が，人工
芝のグラウンドと比べて下肢において少なかったことを報
告しており，藤高ほか（2010）も，土のグラウンドより
も人工芝グラウンドを使用する方が上肢への負担が大きく
外傷が多いことを報告して，いずれも土のグラウンドより
も人工芝のグラウンドを使用する方がケガをする可能性が
高いことを示唆している。さらに，矢野ほか（2006）は，

土のトラックでは全天候型トラックおよび人工芝トラック
に比べて地面からの反発が少なく疾走の速度の低下を引き
起こすと報告している。これらの研究からもわかるように，
サーフェスを含めたグラウンドコンディションは，スポー
ツ活動を行う上で選手の身体やパフォーマンスに大きな影
響を及ぼすと考えられる。
　国公立の大学や公立の中学，あるいは高校の体育施設と
してのグラウンドは，野球場や競技場のようなその種目専
用の施設とは異なり，複数の運動部（以下，クラブ）が共
用していることが多く，しかも，グラウンドを維持・管理
するグラウンドキーパー等の専任職員がいるわけではない
ようである。それぞれのクラブが他のクラブも使用してい
ることに配慮しながら，職員等に頼ることなくグラウンド
使用者たちがグラウンドの維持・管理をしていかなければ
ならず（上原，2000），各クラブの使用状況およびグラウ
ンド整地の仕方やその意識によってはグラウンドコンディ
ションが大きく変わることが考えられる。

大学の体育施設における土グラウンドの
コンディション維持に関する研究

前田正登 1）

Maintenance of sporting clay grounds at universities

Masato MAEDA1）

研究資料
大学体育学　13,（2016）,043-052

　Many sporting clay grounds at universities are not dedicated to a specific use, but instead shared by multiple clubs. 
The aim of this study was to clarify the current status for the maintenance of the condition of multipurpose clay 
grounds at universities. The level of two university clay grounds (ground T, 81 × 111 m; ground R, 92 × 91 m) was 
measured using an electronic digital level. Ground conditions (ground leveling, injury occurrence, awareness of ground 
conditions, etc.) were also investigated by a questionnaire given to players and seven club representatives who used 
the two surveyed grounds. The results were as follows. Ground T gradually sloped downward toward its edge from 
its center, and Ground R gradually sloped downward from its baseball diamond concentrically toward the edge. 
Ground T had some relatively large unevenness in the area of the baseball diamond, but no unevenness was seen in 
Ground R. The differences in the ground conditions were attributed to differences in awareness among club members 
of the ground leveling method and appropriate use of the grounds. A user of ground T had concerns about the 
prominence of buried ground markers and ground unevenness, and a user of ground R was concerned about ground 
unevenness and poor drainage. Both these users reported injuries due to these ground defects. 

キーワード：グラウンドコンディション、起伏状態、整地、土の多目的グラウンド
Keywords ; ground condition, unevenness, ground leveling, multipurpose clay grounds

Abstract



44

前田／大学の体育施設における土グラウンドのコンディション維持

44

　本研究では，実際に各種スポーツの実技授業や課外活動が
行われている土のグラウンドについて，起伏状態を含めたグ
ラウンドコンディションの実態，およびグラウンドコンディ
ションの維持・管理の現状を明らかにすることを目的とする。

研究方法

1．グラウンドの測量
（1） 対象グラウンド

　A 大学において，各種スポーツの実技授業や課外活動
の場所として使用されているグラウンド T，およびグラウ
ンド R を対象とした（図 1a および図 1b）。

（2） 測量の方法

　対象のグラウンドについて起伏（高低）を測量した。測
量には，デジタルレベル計（SDL50，ソキアトプコン製）
を用い，測量点における基準点からの高さを測量した。基
準点は，風雨等の天候によって高さの変動が無く，移設や
撤去されることがない強固なコンクリート上に設けた。ま
た，測量期間中に天候や使用状況などによってグラウンド
の状態が大きく変わってしまうことがないように，それぞ
れ 1 週間程度の期間で測量を完了するよう配慮した。
　測量点は，対象グラウンドの測量エリアを長方形とみ
なし，各辺 1m 間隔とした。グラウンド T は，81m ×
111m のエリア，グラウンド R は，92m × 91m のエリア
について，各測量点の高さを測量した（図 1a および図 1b

の網掛け部分）。なお，野球のダイヤモンド（以下，ダイ
ヤモンド）を含むエリア（42m × 42m：破線で囲まれた
エリア）に関しては，他のエリアに比べて使用頻度が極端
に多い使用状況であったことから，測量点の間隔を小さく
し 0.5m 間隔とした。
2．グラウンドの使用に関する調査

（1） 利用者個人向けの調査

　測量対象のグラウンドを利用する A 大学の課外活動団
体（以下，クラブ）の各選手に対して，質問紙による調査
を行った。調査の対象としたクラブは，普段，グラウンド
T を利用している準硬式野球部，女子ラクロス部，および
陸上競技部，ならびに，グラウンド R を利用している硬
式野球部，男子ラクロス部，サッカー部，およびフィール
ドホッケー部であった（表 1）。
　質問項目は，グラウンド整地，プレー中のグラウンドコ
ンディション，グラウンドコンディションが原因と考えら
れるプレー中の受傷の有無とその状況，およびその他グラ
ウンドの使用感についてとした。
　グラウンド整地については，練習を行う前，もしくは行っ
た後に個人としてグラウンドの整地を行うかどうかを質問
した。また，プレー中のグラウンドコンディションについ
ては，プレー中に違和感を持った場所およびその内容を質
問した。受傷状況については，プレー中に受傷した場所と
内容，およびその原因を質問した。そのほか，グラウンド
の使用感についてグラウンドコンディションとして感じて

表１　使用者アンケートの配布数，回収数および回収率

図１a　グラウンド T の測量エリア

図１b　グラウンド R の測量エリア
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いることや思っていることを自由記述で回答させた。
　回答はすべて自由記述とし，場所についてのみ，用意し
たグラウンド略図に記入するものとした。

（2） クラブ代表者向けの調査

　各クラブ代表者 1 名（クラブの練習に，常時参加し運営す
る立場の学生）に対して，クラブ全体としての練習内容，お
よびグラウンドの整地について質問紙による調査を行った。
　クラブ全体の練習については，練習で使用しているエリ
アおよび練習内容を質問した。グラウンドの整地について
は，整地の方法，整地する理由，整地に対するクラブ全体
の雰囲気，および整地する際にグラウンドコンディション
で感じることや思うことについて自由記述で回答を求めた。
3．グラウンド利用にあたってのルール

（1） グラウンド利用の手続き

　本研究で対象としたグラウンド T およびグラウンド R を
利用するには，当該グラウンドを所管する部局にグラウン
ド使用の申請を行う必要がある。各クラブは，利用を希望

するグラウンドを所管する部局に 1 ヵ月前までに，正課授
業や公式行事等のグラウンド使用が不可となっている日時
を除いて利用を希望する日時を申請し，各クラブ代表者で
構成される調整会議を経て利用できる日時が決定される。
公認されていない課外活動等は調整会議以後で空きがある
場合に限って申請の後，利用することが可能となっている。

（2） グラウンド整備のための用器具

　本研究で対象としたグラウンド T およびグラウンド R
には，木製グラウンドレーキおよび鉄製グラウンドレーキ
各 10 本程度がそれぞれのグラウンドに常備されており，
自由に使用できる状態にあるが，これらのほかにグラウン
ド整備のための用器具は設置されていない。

結　果

1．測量結果
　両グラウンドの測量結果を図 2a および図 2b に示す。

図２a　グラウンド T の起伏状態

図２b　グラウンド R の起伏状態

+15 〜 +25
+5 〜 +15
±5
−15 〜−5
−25 〜−15
−35 〜−25
−45 〜−35
−55 〜−45
（単位：cm）

+15 〜 +25
+5 〜 +15
±5
−15 〜−5
−25 〜−15
−35 〜−25
−45 〜−35
−55 〜−45
（単位：cm）
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図ではいずれも野球のホームベース表面の高さを基準に高
さが変わるごとに 10cm 刻みで色分けして示した。

（1） グラウンド T の起伏状態

　全体をみると，中央付近に，やや高いことを示す桃色
（+15 ～ +25 cm）や水色（+5 ～ +15 cm）の部分が多く
見られ，測量エリアの中央部付近がやや高く盛り上がって
いることがわかる。多くの周辺部エリアが橙色（± 5 cm）
であり，ホームベースとほぼ同程度の高さになっているエ
リアが広いものの，末端部にはわずかに青緑色（－ 15 ～
－ 5 cm）の部分があり窪みがみられるところもある。中
央部付近からグラウンドの端に向かっての全体的な傾斜
は，0.2 ～ 0.5 % 程度となっていた。
　一方，ダイヤモンドを含むエリアに関しては，ピッチャー
マウンドを除けば 2 色分のグレードで 20 cm 程度の高低差
に収まっている。しかし，マウンド後方の二塁ベース側や
マウンド前方のホームベース寄りの周辺に水色が部分的に
広がっており，20cm 程度の範囲内ではあるものの，起伏
が激しいことがわかる。橙色の範囲内でも高低が窺える箇
所もあり，マウンド周辺は極めて起伏が著しいエリアになっ
ているものとみられる。この傾向はダイヤモンドの外側部
分についても同様で，二塁ベース後方には桃色の箇所がみ
られ，二塁ベース付近はむしろ窪んだ状態になっていた。

（2） グラウンド R の起伏状態

　グラウンド全体としては，マウンド部分が桃色（+15 ～

+25 cm）で最も高く，マウンドを中心に外側に向かって，
水色（+5 ～ +15 cm）の部分を経て橙色（± 5 cm）のホー
ムベースとほぼ同程度の高さのエリアが広がっており，さ
らに，青緑色（－ 15 ～－ 5 cm）から最も低い青色（－
55 ～－ 45 cm）に至るまで，グラウンドの外側に向かっ
て同心円状に次第に低くなっていた。このようなマウンド
周辺から外側に向かっての全体的な傾斜は，0.4 ～ 0.6 %
程度となっていた。
　ダイヤモンドを含むエリアでは，ピッチャーマウンドを
除けばほとんど橙色で± 5 cm の範囲内での起伏はあるも
のの，顕著に盛り上がっている箇所や窪んでいる箇所はみ
られなかった。ダイヤモンドの外側部分についても，ダイ
ヤモンドを含むエリアに比べるとやや低い青緑色であるこ
とのほかには，局部的に色が変わるほど大きな高低差がみ
られる箇所はなく起伏が激しいようなことはなかった。
2．質問紙による調査の結果

（1） 利用者個人向け調査の結果

　グラウンド T およびグラウンド R を利用するクラブの
各選手から回収した数および回収率は表 1 に示す通りで
あった。測量対象のグラウンドを利用するクラブの各選手
に対して行った調査の結果を項目ごとに以下に示す。
○個人としてのグラウンド整地

　練習で使用したエリアに対して個人的にグラウンド整地
行うかを質問したところ，行うと回答した者はグラウンド

整地しない
29.5%

整地しない
53.9%

整地する
70.5%

整地する
46.1%

図３　個人としてグラウンド整地を行うと回答した人の割合

表２a　個人としてグラウンド整地を行う／行わない理由（グラウンド T 使用者）
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T 使用者が 74 人（70.5%）に対して，グラウンド R 使用
者は 47 人（46.1%）であり（図 3），両グラウンドを使用
する者の意識はそれぞれで異なることが明らかとなった。
　グラウンド T を使用する選手で，個人としてグラウン
ド整地を行うと回答した理由については，「理由は特にな
し」が 14 人で漫然と整地を行っているとした回答が最も
多いものの，「次の団体のため」や「使った所を整地する
のは当然」，「クラブのきまり」など，共有施設を使用して
いる者としての意識が窺える回答も多かった（表 2a）。ま
た，個人としてはグラウンド整地を行わないと回答した人
が挙げた理由には，「必要性を感じない」が 12 人で最も多
く，「クラブ全体で行うから」や「整地してもグラウンド
状態は変わらないから」など，グラウンドコンディション
を維持しようとする意識がやや低い回答が多かった。
　グラウンド R を使用する選手で，個人としてグラウン
ド整地を行うとした理由は，「次の団体のため」が 17 人
で最も多く，グラウンド T 使用者の場合と同様に，共有
施設を使用している者としての意識が窺える回答が多かっ

たものの，「ケガを防止するため」や「自分がプレーしや
すくするため」といった自分のために行うと回答した者も
割合としては多く占める結果であった（表 2b）。また，個
人としてはグラウンド整地を行わないとした理由について
は，「クラブ全体で行うから」が 25 人で最も多く，グラ
ウンド T 使用者の場合と同様に，グラウンドコンディショ
ンを維持しようとする意識がやや低い回答が多かった。
○グラウンドコンディションに関する違和感，およびグラ

ウンドでの受傷の有無と原因

　プレー（練習を含む）中にグラウンドコンディションで
違和感を持ったことがあると回答した者は，グラウンド T
使用者が 82 人（78.1 %），グラウンド R 使用者が 81 人（79.4 
%）でいずれのグラウンド使用者においても同程度で高い
割合を占める結果であった（図 4）。
　違和感の内容については，いずれのグラウンド使用者も
共通して「使用エリアがデコボコしている」との回答が多
数であったが，グラウンド T 使用者においては「埋設の
グラウンドマーカーにつまずく」，グラウンド R 使用者に

違和感あり
78.1%

違和感あり
79.4%

違和感なし
21.9%

違和感なし
20.6%

図４　グラウンドコンディションに違和感を持ったことがあると回答した人の割合

表２b　個人としてグラウンド整地を行う／行わない理由（グラウンド R 使用者）

表３　グラウンドを使用したときに感じた違和感の内容
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おいては「水はけが悪い（水たまりがよくできる）」といっ
た，当該のグラウンド特有のものについての回答も多かっ
た（表 3）。
　プレー（練習を含む）中にグラウンドコンディションが
原因でケガをしたことがあると回答した者は，グラウンド
T使用者が20人（19.0 %），グラウンドR使用者が14人（13.7 
%）で，グラウンド R 使用者の方がやや少なかった（図 5）。
受傷したケガの内容については，いずれのグラウンド使用
者も「捻挫」が最も多く，グラウンド T 使用者が 11 人（表
4a），グラウンド R 使用者が 8 人（表 4b）であった。また，
それら受傷の原因と考えられるグラウンドコンディション
として，両グラウンド使用者ともに「グラウンドの起伏状
態」を挙げていたが，グラウンド T 使用者では「埋設さ
れたグラウンドマーカー」を，グラウンド R 使用者では「グ
ラウンドのぬかるみ」を挙げた者がそれぞれでいたことが
特徴的であった。
　グラウンド使用者が活動中に「違和感を持った」場所（緑

色）および「グラウンドの起伏状態」が原因でケガをした
場所（紫色）を，さらに，グラウンド T については「埋
設のグラウンドマーカー」が原因で，グラウンド R につ
いては「地面のぬかるみ」が原因でケガをした場所（青色）
について，図 6a および図 6b に示す。これらの各場所は，
ほとんどが図 2a および図 2b に示されたグラウンドの起
伏状態において，周辺よりも盛り上がり，あるいは窪みが
生じている箇所と酷似していた。特に，両グラウンドの
ダイヤモンドを含むエリアにおいては，「違和感を持った」
場所と実際に起伏が激しい箇所とがほぼ合致していた。
○グラウンドコンディションに関する意見

　グラウンドコンディションに関する意見は，「全体的に
デコボコしている」や「水はけが悪い」，「埋設されたグラ
ウンドマーカーが危険である」，「冬にグラウンドが凍って
水がたまる」といったグラウンドサーフェスに関する意見
がある一方で，「芝にしてほしい」や「照明がほしい」，「き
れいなタータンがほしい」，「大学側がグラウンドを改善し

ケガ経験なし
81.0%

ケガ経験なし
86.3%

ケガ経験あり
19.0%

ケガ経験あり
13.7%

図５　グラウンドコンディションが原因でケガをしたことがあると回答した人の割合

表４a グラウンド T を使用したときに受傷したケガの内容と原因

表４b グラウンド R を使用したときに受傷したケガの内容と原因
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てほしい」といった施設改善の要望もあった。また，「グ
ラウンド整地をしない団体がある」や「整地について他団
体と話すべき」といった，他のグラウンド使用者に対する
意見もみられた（表 5）。

（2） クラブの代表者に対する調査結果

　各クラブの代表者に対して行った，練習の内容およびグラ
ウンド整地についての調査結果を，項目ごとに以下に示す。
○クラブの練習エリアおよび練習頻度

　グラウンド T を使用しているクラブのうち，準硬式野
球部は，練習エリアとして，主にダイヤモンドを含むエリ
アを使用しながらほぼ全面にわたって使用していた。また，
女子ラクロス部は，ダイヤモンドを除くグラウンド全面を，
陸上競技部は，ダイヤモンドを囲むような範囲でグラウン
ドの約半面を使用して練習していた。グラウンドを使用す
る頻度については，全体練習として，準硬式野球部が週 2

回，女子ラクロス部と陸上競技部が週 5 回で，いずれのク
ラブも個人の自主練習としてグラウンドを使用しての練習
を推奨していた。
　グラウンド R を使用しているクラブのうち，硬式野球
部は，練習エリアとして，主にダイヤモンドを含むエリア
を使用しながらほぼ全面にわたって使用していた。また，
男子ラクロス部は，ダイヤモンドを除くグラウンド全面を，
サッカー部は，ダイヤモンドおよびレフトの守備位置周辺
を除くグラウンドの約半面を，フィールドホッケー部は，
ダイヤモンドおよびセンターとライトの守備位置周辺を除
くグラウンドの半面に満たない程度の範囲を使用して練習
していた。グラウンドを使用する頻度については，全体練
習として，硬式野球部とサッカー部が週 6 回，男子ラクロ
ス部とフィールドホッケー部が週 5 回で，いずれのクラブ
も個人，あるいは複数人グループでの自主練習としてグラ

7 

 
6a T

 

8 

 
6b R

 図６b　グラウンド R 使用者が「違和感を持った」（緑色），「グラ
ウンドの起伏状態が原因でケガをした」（紫色），および「地
面のぬかるみが原因でケガをした」（青色）と回答した場所

図６a　グラウンド T 使用者が「違和感を持った」（緑色），「グラ
ウンドの起伏状態が原因でケガをした」（紫色），および「埋
設のグラウンドマーカーが原因でケガをした」（青色）と
回答した場所

表 5 グラウンドコンディションについての意見
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ウンドを使用しての練習を推奨していた。
○クラブ全体として行うグラウンド整地の手順と整地を行

う理由（グラウンド T）

　準硬式野球部では，1 日の練習後にグラウンドの整地を
行っていた。練習前に個人として行っている選手もいたが，
全体としてはダイヤモンドを含むエリアを重点的に整地し
ており，ポジションごとにグラウンドレーキを押し引きし
ながら整地することでダイヤモンドを含むエリア全体をカ
バーしていた。この他の使用エリアは，コートブラシを引
く方法で全ての範囲を往復しながら整地するとの回答で
あった。グラウンド整地を行う理由には，「ケガ防止のため」
や「野球場のようにグラウンド状況を良くするため」が挙
げられていた。また，「グラウンド整地を丁寧に行う選手
と雑に行う選手がいる」や「あらゆる団体（一般人も含む）
が使用し，グラウンド整地をしっかり行っていない団体も
あるために，常に，全面にわたってグラウンドコンディショ
ンが悪い」という意見もあった。
　女子ラクロス部では，1 日の練習後に鉄製グラウンド
レーキを引く方法で，全ての使用範囲を往復しながら整地
を行っているとの回答であった。グラウンド整地を行う
理由には，「グラウンドがデコボコだと練習しづらいから」
や「グラウンドの整地を行う決まりがあるから」が挙げら
れていた。また，「グラウンド整地は行うものだとクラブ
全体が認識している」とのことであった。さらに「グラウ
ンドマーカーが埋められている部分が少し盛り上がってい
るので整地がしづらい」といった意見もあった。
　陸上競技部では，1 日の練習前に鉄製グラウンドレーキ
を引く方法で，全ての使用予定範囲を往復しながら整地を
行っているとの回答であった。グラウンド整地を行う理由
には，「昔からのクラブの規則であるため」が挙げられて
いた。また，「グラウンドの起伏が激しいと感じることも
あるが，グラウンド以外の施設を使って練習することがで
きるので，グラウンドをより良い状態にしようという思い
はなく，グラウンド整地に対する熱意はあまりない」といっ
た意見があった。
○クラブ全体として行うグラウンド整地の手順と整地を行

う理由（グラウンド R ）

　硬式野球部では，1 日の練習前および練習後にグラウン
ドの整地を行っていた。ダイヤモンドを含むエリアに関し
ては，ポジションごとに木製グラウンドレーキを押し引き
しながら比較的広範囲にわたって整地することで，ダイヤ
モンドを含むエリア全体をカバーしていた。外野のエリア
に関しても，ポジションごとに外側の周辺域からポジショ
ンの中央に向かって，四角形を描いていくように鉄製グラ
ウンドレーキを引く方法で整地を行っていた。また，個別

の自主練習後のグラウンド整地については各選手に任せら
れていた。グラウンド整地を行う理由には，「ケガ防止の
ため」や「野球場のようにグラウンド状態を良くするため」
が挙げられていた。また，「ベストのパフォーマンスを発
揮できるように，クラブ全体として意識的にグラウンド整
地を行っている」との回答であった。
　男子ラクロス部では，1 日の練習後に，使用エリアの外
側から内側に向かって，長方形を描いていくように鉄製グ
ラウンドレーキを引く方法で整地を行っていた。また，全
ての使用範囲を毎回整地するとし，大きな窪みができてい
た場合はその部分を埋めるように整地しているとの回答で
あった。グラウンド整地を行う理由には，「デコボコのま
まだと足をくじきやすいから」や「ボールのイレギュラー
バウンドを防ぐため」が挙げられていた。また，「グラウ
ンド整地に使うグラウンドレーキが重く，練習後で疲れて
いることもあり，面倒だと感じている人が多く，グラウン
ド整地に対する熱意が感じられない」との回答であった。
　サッカー部では，1 日の練習前に，使用エリアの外側か
ら内側に向かって，長方形を描いていくように鉄製グラウ
ンドレーキを引く方法で整地を行っていた。また，雨天の
日には練習後にも行っていた。グラウンド整地を行う理由
は，特に挙げられてはいなかった。また，「整地は部員同
士が会話しながら行っており，グラウンド整地に対する熱
意は感じられない」とのことであった。
　フィールドホッケー部では，1 日の練習後に，使用エリ
アの外側から内側に向かって，長方形を描いていくように
鉄製グラウンドレーキを引く方法で整地を行っていた。ま
た，全ての範囲を毎回整地するとしていた。グラウンド整
地を行う理由には，「次回使用する時のため」や「グラウ
ンドは他団体と共有しており，迷惑をかけない責任がある
と考えるから」が挙げられていた。また，「他団体に迷惑
をかけないようにクラブ全体が意識的にグラウンド整地を
行っている」との回答であった。

考　察

1．グラウンドの起伏状態
　グラウンド T は，全体的にはグラウンドの中央部付近
が周辺部分よりも盛り上がっており，端の方にいくにした
がって次第に低くなっていた（図 2a）。またグラウンド R
は，野球のマウンドを中心に端の方にいくにしたがって同
心円状に次第に低くなっていた（図 2b）。一般に，グラウ
ンドを設計する際には，グラウンドの排水を良くする目的
で0.5～0.8%程度に地表面勾配を設定する（横浜市建築局・
教育委員会事務局，2013）のが標準的となっている。測量



51

大学体育学　13,（2016）,043-052

51

の結果では，グラウンド T およびグラウンド R はいずれも
この範囲内での勾配になっており，グラウンド全体として
みると概ね竣工時の状態が維持されていると考えられる。
　また，両グラウンドを比較すると，グラウンド T では，
ダイヤモンドを含むエリア内の起伏が著しく，マウンド周
辺で 2 ～ 3m2 程度の大きさで盛り上がっている，あるい
は窪んでいる箇所が多くみられた（図 2a）。他方，グラウ
ンド R のダイヤモンドを含むエリアはグラウンド T に比
べて平らであった（図 2b）。クラブの代表者に行った調査
結果では，グラウンド T を利用している準硬式野球部は，
守備位置周辺のごく狭い範囲でグラウンドレーキを押し引
きして整地を行っているが，グラウンド R を利用してい
る硬式野球部は，複数の守備位置にまたがるほどのやや広
い範囲にわたってグラウンドレーキを押し引きしながら整
地を行っているとの回答であった。このように，グラウン
ドの整地方法の違いが起伏状態の違いを生じさせた要因の
一つであろうと推察される。また，個人向け調査やクラブ
の代表者向け調査の結果にあるように，グラウンド使用者
の中にはグラウンド整地を行わない団体があることや，学
外の一般人がグラウンドを使用している（表 5），あるいは，
クラブ全体としてグラウンド状態を良くしようという思い
がない団体があることなど，より良くしようとする使用者
側のグラウンドコンディションに対する意識の差も，起伏
状態の違いを生じさせた原因の一つになっている可能性が
あると考えられる。
2. グラウンドコンディションがスポーツ活動に及ぼ
す影響

　両グラウンドの使用者の中には，グラウンドの状態に違
和感を持ちながらプレーしている者もおり（表 3），練習
中にグラウンドコンディションが原因で受傷に繋がった可
能性がある事例があることが明らかとなった（表 4a およ
び表 4b）。測量（図 2a および図 2b）と個人向けの場所に
関する調査（図 6a および図 6b）の結果を合わせると，「違
和感を持った」，あるいは「ケガをした」と回答した場所
には，相応の起伏がみられた。使用してもグラウンド整地
を行わない団体がある（個人向け調査，グラウンドコンディ
ションについての意見：グラウンド T；7 人，グラウンド
R；5 人），あるいは，クラブ全体としてグラウンド状態を
良くしようという思いがない団体がある（クラブ代表者向
け調査，整地を行う理由）ことは，多くの起伏が生じた原
因の一つになっているものと考えられ，受傷しやすいグラ
ウンド状態になっていた可能性が推察される。
　グラウンド T の使用者は，埋設のグラウンドマーカー
に違和感を持ちながらもプレーをしており，それが原因で
受傷するに至った事例があることが明らかとなった。グラ

ウンドマーカーは，各種スポーツ種目に応じたラインを引
くための目印として埋設されているものであるが，経年に
よりマーカー周辺の土が削り取られマーカー部分だけが露
出した状態にまでなっているとすれば，プレーに影響する
だけでなく受傷の危険もある。グラウンド整地はマーカー
部分が露出しないように配慮しながら行うことが必要であ
り，場合によっては土を補給する等で補修することも必要
であろう。
　グラウンド R では，水はけが良くない箇所があり，使
用者は違和感を持ちながらもプレーしており，場合によっ
ては受傷するに至った事例があることが明らかとなった。
使用者が水はけの不良として違和感を持った場所は，グラ
ウンド R の中でも最も低い場所であった（図 2b および図
6b）。グラウンド R を使用するクラブの競技種目は，スラ
イディングなどの接触プレーや走方向を瞬時に切り換える
プレーが多く，使用後には整地等により補修しないと表面
の土が削り取られたままになってしまうであろう。グラウ
ンド R を使用するクラブの中に，全体としてグラウンド
整地に対する熱意がないクラブ（クラブ代表者に関する調
査結果）や，場合によっては整地を行わないクラブがある

（表 5）とすれば，窪んだ箇所の高さが自然に修復される
ことは期待できず，水たまりやぬかるみが生じる原因にも
なりかねない。該当の箇所に対しては，土を補給する等で
補修することが必要であろう。

総　括

　本研究は，実際に各種スポーツ活動が行われている大学
の土の多目的グラウンドについて，グラウンドコンディ
ションの実態およびグラウンドコンディションの維持・管
理の現状を明らかにすることを目的とした。結果は以下の
通りである。
・グラウンド T は中央部付近が高くなっており，グラウン

ドの端に向かって次第に低くなっていた。一方，グラウ
ンド R は，野球のダイヤモンドを中心にグラウンドの端
に向かって同心円状に次第に低くなっていた。

・野球のダイヤモンドを含むエリアに関して，グラウンド
T は起伏が激しかったが，グラウンド R は起伏が激しい
ことはなかった。使用しているクラブ等の日頃のグラウ
ンド整地の仕方や使用の仕方，および整地に対する意識
が，この違いにつながったものと考えられた。

・グラウンド T の使用者は埋設されたグラウンドマーカー
とグラウンドの起伏状態に，他方，グラウンド R の使用
者はグラウンドの起伏状態と水はけの悪さに違和感を持
ちながらそれぞれ練習をしており，これらが原因で受傷
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　多くの大学におけるスポーツ用の土のグラウンドは，特定のスポーツを行う専用グラウンドではなく複数のクラブで共用し
ている。本研究は，大学における多目的な土グラウンドの維持に関して現状を明らかにすることを目的とした。2 つの大学の
土のグラウンド（グラウンド T；81m × 111m の範囲，グラウンド R；92m × 91m の範囲）は，電子デジタルレベル計を用
いて測量された。2 つの測量されたグラウンドを使用している選手たちと 7 つのクラブの代表者に関して，質問紙（整地につ
いて，グラウンドでの受傷について，グラウンドコンディションに関する意識，など）によって，グラウンドコンディション
が調査された。結果は以下のとおりであった。グラウンド T は中央付近からグラウンドの端に向かって徐々に低く傾斜して
おり，グラウンド R は野球のダイヤモンドからグラウンドの端に向かって同心円状に徐々に低く傾斜していた。グラウンド
T は野球のダイヤモンド周辺のエリアにいくつかの比較的大きな起伏があったが，グラウンド R にはそのような起伏はなかっ
た。グラウンドコンディションにおけるこのような違いは，クラブの選手たちのグラウンド整地とグラウンドの適切な使用方
法についての意識が，それぞれの違いに繋がったものと考えられた。グラウンド T の使用者は，埋め込まれたグラウンドマー
カーの突出とグラウンドの起伏に違和感を持っており，また，グラウンド R の使用者は，グラウンドの起伏と不良な水はけ
に違和感を持っていた。両方のグラウンドの使用者は，これらそれぞれのグラウンドの不良のために受傷したと回答していた。

英文抄録の和訳

に至った場合があった。
　土のグラウンドにおいてコンディションを望ましい状態
のままで維持するには，使用後の日々の整地を欠かすこと
はできない。大学における運動部等の課外活動は，学生の
自主性が尊重されている（加藤，1999）とされる。大学
体育施設における土のグラウンドは専属の職員等が常駐し
ていないことも多く，グラウンドを望ましい状態で維持す
るには，グラウンド利用者である学生が自主的に望ましい
コンディションにしていこうとする意識を持つことが求め
られるであろう。
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はじめに

　近年、スポーツ指導における体罰の表面化により、スポー
ツ指導者の指導行動の見直しが求められている。文部科学
省に設置された「運動部活動の在り方に関する調査研究協
力者会議」（2013）でまとめられている運動部活動での指
導のガイドラインでは、生徒の意欲や自主性を促すための
効果的な指導法として、指導者と選手間のコミュニケー
ションの充実が挙げられている。しかしながら、同じく文
部科学省で検討された「スポーツ指導者の資質能力向上の

ための有識者会議（タスクフォース）」（2013）の報告に
よると、効果的な指導に必要なコミュニケーション能力の
未熟さが課題として指摘されている。
　運動部活動は生徒や学生が主体となって取り組む活動で
あるため、そこでの効果的な指導とはガイドラインにもあ
るように選手の意欲や自主性を育み得る指導である。体育・
スポーツ心理学分野でも、行動の中に報酬が内在している
かたちの動機づけである内発的動機づけの本質は、自己決
定と有能さの認知であると言われている（杉原 , 2008）。言
い換えれば、自分たちで工夫して練習し、技能を向上させ

大学生サッカー選手における指導者の言葉がけと
自己能力評価の関係性

安部久貴 1）, 村瀬浩二 2）

The relationship between coach feedback and self-perceived sport 
competence in collegiate male soccer players

Hisataka AMBE1） and Koji MURASE2）

研究資料
大学体育学　13,（2016）,053-059

　Coach feedback significantly contributes to players’sport competence associated with intrinsic motivation. 
However, limited research has examined this relationship with observation in real sport-coaching settings. Therefore, 
the purpose of this study was to investigate the relationship between coach feedback and players’self-perceived sport 
competence in actual coaching contexts. One coach and 23 players of a male university soccer club participated in 
this study. The coach’s feedback to the players was recorded for 10 weeks using VTR and, subsequently, categorized 
into seven domains: (1) positive, (2) negative, (3) instructive, (4) questioning, (5) organizing, (6) friendly, and (7) other. 
Both before and after receiving coach feedback, players were asked to complete a questionnaire, which consisted 
of 10 subscales: (1) pass and control decision-making, (2) speed, (3) dribble skill, (4) physical strength, (5) endurance, 
(6) defense skill, (7) leadership, (8) motivation, (9) long kick skill, (10) heading skill. A significant relationship between 
soccer players’self-perceived competence and coach feedback was found. The results reveal that frequency of positive 
feedbacks, such as praise and encouragement, are negatively associated with pass and control decision-making as well 
as dribble skill. The results further indicate that collegiate male soccer players tend to draw on self-comparison and 
other internal processes more than positive coach feedback to evaluate their competence. Alternatively, a positive 
association between negative feedback, such as negative feedbacks, and pass and control decision-making competence 
was also found. In competitive sports setting, the coach and players would share their common goal as a victory. 
In this case, players who received negative coach feedback understand the coaches’intent behind that. As a result, 
negative coach feedback seems to improve players’self-perceived competence in pass and control decision-making 
areas. 

キーワード：サッカー、有能感、言葉がけ
Keywords ; soccer, competence, coach feedback

Abstract



54

安部ほか／指導者の言葉がけと選手の自己能力評価の関係性

54

ていくことによってよりスポーツの魅力に惹きつけられ、プ
レーすること自体が報酬・目的である内発的動機づけはよ
り強まっていくと考えられている。つまり、運動部活動にお
ける効果的な指導に必要なコミュニケーションとは、内発的
動機づけやその主要構成要因である有能感を強化させ得る
コミュニケーションのことであると考えることができる。
　内発的動機づけや有能感と指導者のコミュニケーション
を反映し得る指導行動の関係については質問紙による調査
が行われている。たとえば、Black & Weiss（1992）は、
選手の認知している指導行動と有能感水準の関係性につい
て検討し、パフォーマンス成功時における高頻度の賞賛
や賞賛と教示的フィードバックの組み合わせ、およびパ
フォーマンス失敗時における高頻度の励ましや励ましと教
示的フィードバックの組み合わせが、より高い水準の有
能感認知と関連していることを明らかにしている。また、
Amorose & Horn（2000）は、指導者からの賞賛や励ま
しといったフィードバックの頻度を高く認知している選手
ほど、高い内発的動機づけを示す一方で、注意や叱責といっ
たフィードバックの頻度を高く認知している選手は、低い
水準の内発的動機づけを示すことを明らかにしている。さ
らに最近の研究（松井 , 2014）では、賞賛や励ましといっ
たフィードバックの認知のみならず、叱責などのフィード
バックの認知も指導者と選手の親和的信頼関係が築けてい
る場合には、内発的動機づけの強化に作用する可能性が示
唆されている。
　前述してきたように、先行研究（Amorose & Horn, 
2000: Black & Weiss, 1992）では賞賛や励ましなどの
フィードバックの認知が有能感や内発的動機づけ強化に働
くことが示されているほか、指導者と選手の関係性次第
では叱責といったフィードバックの認知も肯定的な影響
を与える可能性があることが明らかにされている（松井 , 
2014）。しかしながら、先行研究では、選手に対して指導
行動に関する質問紙調査を実施してはいるが、実際の指導
行動の観察は行ってはいない。つまり、先行研究では、質
問紙調査によって選手の認知する指導行動と内発的動機づ
けや有能感との関係性は明らかにしたものの、実際の指導
行動を観察していないため、実際の指導行動が内発的動機
づけや有能感に与える影響については検討されていないの
が現状である。
　そこで本研究では、指導者のコミュニケーション能力向
上に資する基礎的資料を得るために、大学生サッカー選手
とその指導者を対象として、これまでの研究の限界点を踏
まえ、実際の指導者の選手に対する言葉がけを観察し、指
導者の言葉がけと選手の運動有能感の変化との関係性につ
いて検討することを目的とした。

方　法

調査対象者および調査期間
　関東大学サッカーリーグに所属する一つの大学男子サッ
カー部の指導者 A（40 代男性、指導歴 25 年）と同部活に
所属し、指導者 A が主として指導するチームに所属する
フィールドプレイヤー 23 名（サッカー歴 14.1 ± 1.5 年、
FW 6 名 / MF 10 名 / DF 7 名）を調査対象とした。また、
調査期間は 2014 年シーズンの前期リーグ戦終了後から後
期リーグ戦開始前の連続する 10 週間であった。調査実施
前に部活動の責任者に調査の目的などを説明して調査実施
の承諾を得た。また、調査実施時に、指導者と各選手にも
調査の目的などを簡潔に説明した上、承諾を得てから調査
を実施した。
調査内容と手続き
　調査期間前後の各選手のサッカーに関する自己能力評価
の変容を定量化して測定するために、Ambe et al.（2013）
が日本国内の大学生を対象とした調査を通じて作成した
10 の下位尺度、合計 37 項目から構成されている『大学生
版 サッカー競技における自己能力評価尺度』を用いて質
問紙調査を実施した。この尺度は、「状況に応じたパス＆
コントロール技能」、「スピード」、「ドリブル技能」、「力強
さ」、「持久力」、「守備技能」、「リーダーシップ」、「競技意欲」、

「ロングキック技能」と「ヘディング技能」の下位尺度か
ら構成されている（項目などの詳細については表 2 参照）。
また使用した尺度については、内的整合性が確認されてい
るほか、内容的妥当性についても十分な検討がなされてい
る。加えて、基準関連妥当性として下位尺度得点および尺
度合計点と選手自身で行った能力採点結果の関連性を明ら
かにしていることから、大学生サッカー選手のサッカーに
関する有能感を測定する尺度として上記尺度を使用した。
　また、調査期間中の指導者の各選手に対する指導行動を
調査するために、11 回の練習の様子をビデオ撮影し、指
導者が選手を指導している場面を逐語的に記録、分析した。
分析には、J リーグ下部組織の中学生年代のサッカーコー
チの発話を分析して作成された『コーチの発話の質的分析
のための 7 指標』（梅崎 , 2010）を用いた。この分析方法は、
コーチが誰に対して、いつ、どのような言葉がけをしてい
るのかを分析することによって、コーチの発話を 7 つの指
標に分類するものである。具体的には、観察場面を指導者
が選手の個人名を呼んで言葉がけを行っている場合に限定
し、プレー後の評価が「ポジティブ」か「ネガティブ」か、
プレー前 / 中の示唆が「直接的」か「間接的」か、プレー
外の声かけが「統制的」か「親和的」かの 6 指標に、「そ
の他」を加えた 7 指標に分類した。
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　上記の指標を基にして、サッカーの指導歴を有し且つ体
育・スポーツ心理学を専門とする大学教員とサッカー以外
の球技の指導歴を有し且つ体育・スポーツ心理学を専門と
する大学教員、サッカーの指導歴を有しスポーツ方法学を
専門とする大学教員の計 3 名によって指導者 A の発言を
分析した。意見の相違が見られた発言については合議に
よって再分類した。
統計処理
　まず、調査期間前後の質問紙調査によって得られたサッ
カーに関する自己能力評価の各下位尺度の得点および全下
位尺度の合計得点のチーム平均の変化について対応のある
t 検定を行った。その後、各選手の調査期間前後の各下位
尺度の得点および全下位尺度の合計得点の差からサッカー
に関する自己能力評価の変化量を算出し、分類された指導
者から対象選手への各種言葉がけの頻度との相関分析を
行った。なお、分析には IBM SPSS Statistics 22.0 を用い、
統計学的な有意水準は 5% とした。

結　果

指導者の言葉がけの分類
　本研究では、合計 356 回の指導者の各種言葉がけが観
察され、3 人の分析者の一致率は 87% であった。そのうち、

「オーライ。オーライ。いいぞ。いいぞ●●（以下、●●
は選手名を示す）。」といった、ポジティブなプレー後の評
価は 81 回（22.8 %）確認された。また、「そうそう、●●。
今のところ幅で調節な。幅で調節な。」といった、プレー
後のポジティブな評価に続いて直接的な示唆が与えられた
場合も、本研究ではポジティブなプレー後の評価として分
類した。一方、「ワイド使って。下がる動きが遅い、●●。」
や「もっと詰めろ、●●。甘い甘い。」といった、否定的
な表現によるプレー後の指摘を含むプレー後のネガティブ
な評価は 52 回（14.6 %）確認された。この他、プレー前

と中の直接的な示唆は 133 回（37.4 %）確認されており、
具体的には、「はい、抑えに行け、抑えに行け、おい。●
●、もっと抑えに行け、●●」といった発言などが分類さ
れた。一方、「●●と●●、誰がチャレンジして、誰がカ
バーリングするのか。」といった間接的なプレー前と中の
示唆は 11 回（3.1 %）確認された。さらに、プレー外の声
かけとしては、「はい、●●。●●。こっち。代われ。」と
いった指示を含む統制的声かけは 56 回（15.7 %）、「おい、
●●どうだ。お前。…大丈夫？」などのケガの対処を含む
親和的な声かけは 23 回（6.5 %）確認された。しかしなが
ら、その他に分類される言葉がけに関しては、本研究では
観察されなかった。いつ、どの言葉がけがどれくらいの頻
度で使用されていたのかについては表 1 に示した。
選手のサッカーに関する有能感の変化と指導者の言葉
がけの関係
　選手の自己能力評価については、チーム全体としては
10 週間の調査前後において有意な変化は確認されなかっ
た（表 2 参照）。しかしながら、本研究では、各選手の変
化と指導者の言葉がけの関係性に着目していることから、
選手の能力評価の変化量とその選手に対する指導者の各種
言葉がけとの相関関係について検討した。その結果、プレー
後のポジティブな評価の頻度は「状況に応じたパス＆コン
トロール技能」の下位尺度と「ドリブル技能」の下位尺度
の変化量と、それぞれ相関係数 r = －.518（p < .05）と r 
= －.440（p < .05）を示したことから、中程度の有意な負
の相関関係にあることが明らかになった（表 3 参照）。一
方、プレー後のネガティブな評価の頻度は「状況に応じた
パス＆コントロール技能」の下位尺度の変化量と相関係数
r = .438（p < .05）を示したことから、中程度の有意な正
の相関関係にあることが明らかになった（表 3 参照）。な
お、上記の有意差の確認された相関については、散布図に
よる検討を行った上で切断効果による相関ではないと判断
した。

表1　練習時における指導者の各種言葉がけの頻度（単位：回）

 

12 16 7 15 1 5 0 7 3 6 9 81

9 8 6 8 5 1 2 0 5 4 4 52

24 13 6 20 1 5 20 7 17 10 10 133

1 6 0 0 0 1 0 1 0 1 1 11

4 2 6 3 3 2 1 5 21 1 8 56

3 1 2 0 3 3 0 1 2 4 4 23

53 46 27 46 13 17 23 21 48 26 36 356

表1 練習時における指導者の各種言葉がけの頻度 （ 単 位 ： 回 ）
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表2　調査前後における自己能力評価の下位尺度および全下位尺度合計得点

 

F1 状況に応じたパス＆コントロール技能 40.9 ± 6.5 n.s. 41.6 ± 5.6
20 

30 

14 

10  (R)

1   

6   

25 

35 

18 

F2 スピード 16.8 ± 6.9 n.s. 16.6 ± 6.5
12 

29 

21 

3   

F3 ドリブル技能 16.6 ± 5.7 n.s. 16.4 ± 5.2
26 

15 

37 

2   

F4 力強さ 17.3 ± 2.8 n.s. 17.3 ± 2.3
16  (R)

27 

7   

36 

F5 持久力 12.3 ± 1.8 n.s. 12.5 ± 1.7
32  (R)

4   90

22 

F6 守備技能 17.7 ± 2.8 n.s. 17.2 ± 2.9
8   

23 

31  (R)

17 

F7 リーダーシップ 13.3 ± 2.8 n.s. 12.9 ± 3.0
34 

5   

19 

F8 競技意欲 12.1 ± 1.7 n.s. 11.7 ± 1.7
11 

24 

F9 ロングキック技能 9.5 ± 2.2 9.4 ± 2.0
28 

9   

F10 ヘディング技能 8.2 ± 2.7 n.s. 8.3 ± 2.8
13 

33 

全下位尺度合計 164.6 ± 22.2 n.s. 164.0 ± 19.0
n.s.  : not significant,  (R)

表2 調査前後における自己能力評価の下位尺度および全下位尺度合計得点

下位尺度名と項目 調査前 調査後

n.s.
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考　察

　本研究は、質問紙を用いて調査期間中の選手の自己能力
評価の変化を定量化し、その変化量と指導者の言葉がけの
関係性について検討することを目的として行われた。その
結果、賞賛といったポジティブな評価を受ける頻度が高い
選手ほど、「状況に応じたパス＆コントロール技能」や「ド
リブル技能」に関する有能感が低下している可能性が示唆
された。一方で、否定的なフィードバックを含むネガティ
ブな評価を受ける頻度が高い選手ほど、「状況に応じたパ
ス＆コントロール技能」の有能感が向上する可能性が示唆
された。
　まず、本研究では大学生のサッカーに関する自己能力評
価の下位尺度のうち、「状況に応じたパス＆コントロール
技能」と「ドリブル技能」に関する下位尺度でしか指導者
の言葉がけとの関連性を示さなかった。キック、トラップ、
ドリブルとヘディングの 90 分のサッカーの試合中の使用
頻度については、選手 1 名の平均としてキックが約 37 ～
52 回、トラップが約 16 ～ 30 回、ドリブルが約 9 ～ 19 回、
ヘディングが約 5 ～ 9 回という数値が報告されている（掛
水・大橋 , 1996）。したがって、この結果は、サッカーで
特に発現頻度の高いプレーに関して指導者の言葉がけが行
われていたことを反映していると考えられる。
　次に、高頻度の肯定的な言葉がけが、「状況に応じたパ
ス＆コントロール技能」や「ドリブル技能」といった有能
感の低下との関連性を示した原因の一つとしては、選手
が自らの有能感を指導者からの肯定的な言葉がけ以外の
要因を基に行っていたことを挙げることができる。Horn 
et al.（1993）は、17 歳以上の青年は認知的成熟に伴って、
有能性の判断基準として自己比較や内在化された達成基準
を用いるようになることを明らかにしている。本研究の対
象者は競技歴の平均が 14.1 ± 1.5 年の大学選手であった
ことから、認知面および経験面から考えて、主として自己
比較や内在的な達成基準を用いて自己の能力を評価してい

たと考えられる。特に、「状況に応じたパス＆コントロー
ル技能」や「ドリブル技能」は、選手自身がボールを有し
ている状態での技能であり、パフォーマンスの成否が選手
にも判断し易いという特徴を有している。それゆえ、一時
的なパフォーマンスの成否に対する指導者からの肯定的な
評価が、選手の自己比較や内在化された達成基準を用いた
自己評価と一致しない場合、いくら指導者が肯定的な言葉
がけをしたとしても有能性の判断要因として作用せず、結
果として指導者からの肯定的な言葉がけの頻度が高くても
有能感の低下との関連性が確認された可能性があると推察
される。
　また、本研究では、指導者からの否定的な言葉がけの頻
度が高い選手ほど「状況に応じたパス＆コントロール技
能」の有能感が向上していた。少年サッカー指導における
指導者の言葉がけが選手のやる気に及ぼす影響について検
討した名取（2007）は、競技に対する高い意識と勝利と
いう明確な目標を指導者と共有している場合、否定的な言
葉がけであってもその言葉がけを受けた選手は、指導者か
らの言葉のうらには「悪いプレーだと教えたかったから」
だといった教授的理由があることを認知して、選手のやる
気が高まる可能性があることを明らかにしている。本研究
の被験者は国内のアマチュアサッカー界の最高峰である関
東学生サッカーリーグでプレーする選手と指導者であった
ことから、選手、指導者ともに競技に対して高い意識を持
ち、勝利という目標の共有がなされていたと考えられる。
加えて、否定的な言葉がけには、結果で述べたように「ワ
イド使って。下がる動きが遅い、●●。」や「もっと詰め
ろ、●●。甘い甘い。」といった否定的な表現ながら、プ
レーに関する指摘が含まれていた。したがって、競技志向
の高い大学生サッカー選手の指導場面では、否定的な表現
であっても、指導者が指摘を通じてプレーの成否の判断基
準を選手に明確に伝えることによって、選手のやる気が喚
起され、その結果、選手の状況判断を伴ったパス、および
ボールコントロール技能の向上に繋がったと推察される。

表3　指導者の各種言葉がけと選手の自己能力評価の下位尺度および全下位尺度合計得点との相関関係

 

  .518*     .285   .440* .298 .093     .029 .099 .138 .168     .074 .352

      .438*     .145     .031     .413     .345 .016 .067 .073 .323     .040     .248

.043     .069     .089     .129     .182     .053     .016 .253 .286 .138 .006

.068 .108     .034     .080 .045     .052 .010     .150 .149     .183     .015

.180 .139 .354 .214 .013     .332     .026 .062 .141     .032 .196

    .145 .047 .112     .257 .069 .083 .059 .026 .154 .079 .005
 * : p  < 0.05

表3 指導者の各種言葉がけと選手の自己能力評価の下位尺度および全下位尺度合計得点との相関関係
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本研究の限界点と今後の課題
　本研究で確認された肯定的な言葉がけと有能感の負の関
連性、および否定的な言葉がけと有能感の正の関連性は、
指導者から賞賛や励ましといったフィードバックを多く受
けていると認知している選手の有能感と内発的動機づけは
高くなる一方で、注意や叱責といったフィードバックを多
く認知している選手の有能感と内発的動機づけが低くな
る関係性があることを明らかにしている Black & Weiss

（1992）や Amorose & Horn（2000）の研究結果とは異な
る結果であった。
　この差異を引き起こした原因の 1 つとして、実際の指導
者の言葉がけを調査対象としたのか、質問紙調査によって
得られた認知された指導行動を調査対象にしたのか、とい
うこと挙げることができる。つまり、指導者の言葉がけを
各選手がどのように認知するのかについては選手次第であ
るため、このような実際と認知の違いが起こっていると考
えられる。指導者の言葉がけが選手の有能感、延いては内
発的動機づけに与える影響についてより詳細に検討してい
くためには、実際の言葉がけと認知された言葉がけの違い
について、認知に影響を及ぼし得る要因の検討も含めて明
らかにしていく必要がある。
　また、本研究で用いたプレー後のネガティブな評価の分
類には、否定的な表現を用いたプレーに関する指摘も含ま
れていた。この分類指標は梅崎（2010）の先行研究に倣っ
たものであったが、これら否定的な表現を用いたプレーに
関する指摘については、否定的な表現の側面を捉えて分類
するのか、それともプレーの修正情報を含む指摘の側面を
捉えて分類するのかで、研究結果に影響を与える可能性も
否定できないことから、今後指導者の言葉がけの分類指標
についても再検討が必要であると考えられる。
　さらに、本研究結果については、調査期間が影響を与え
ている可能性も指摘できる。つまり、本研究対象はすでに
長期の競技歴を有する大学生サッカー選手であったことか
ら、本研究の調査期間である 10 週間では、技能の低下、
もしくは向上を選手達が実感するのに十分な時間的余裕が
なかった可能性がある。これは、10 週間の調査前後にお
いて有能感の尺度の値にチーム平均として有意な変化が確
認されなかったことからも推察される。したがって、より
長期の縦断的調査を実施することによって、本研究結果が、
大学サッカー選手が有能感を実感するまでの言葉がけと有
能感の一時的な関連性を示しているのか、それとも安定し
た長期的な関連性を示しているのかについて検証すべきと
考える。
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		  （2015年９月30日受付）　		  　2016年１月31日受理

　指導者の言葉がけは選手の有能感、延いては内発的動機づけに影響を与えると考えられている。しかしながら、実際のスポー
ツ指導現場における指導者の言葉がけと選手の有能感について、観察法を用いて検討している研究は限られているのが現状で
ある。そこで本研究では、指導現場における指導者の言葉がけと選手のスポーツ有能感の関係性について検討することを目的
とした。ある大学男子サッカー部の一人の指導者と23名の選手が調査対象者であった。指導者の言葉がけは10週間記録され、
以下の 7 つの指標に分類された。（1） ポジティブな評価、（2） ネガティブな評価、（3） 直接的な示唆、（4） 間接的な示唆、（5） 
統制的声かけ、（6） 親和的声かけ、（7） その他。また、調査期間前後に各選手は 10 の下位尺度（（1） 状況に応じたパス＆コ
ントロール技能、（2） スピード、（3） ドリブル技能、（4） 力強さ、（5） 持久力、（6） 守備技能、（7） リーダーシップ、（8） 競
技意欲、（9） ロングキック技能、（10） ヘディング技能）から構成される質問紙調査に回答した。その結果、選手の有能感と
指導者の言葉がけに有意な関係性があることが明らかになった。まず、賞賛といった肯定的な言葉がけの頻度が、状況に応じ
たパス＆コントロール技能やドリブル技能に関する有能感と負の関連性を示しているが明らかになった。この結果は、大学生
サッカー選手は、指導者からの肯定的な言葉がけよりも自己比較や内在化された達成基準を基にして自身の能力評価をしてい
ること示唆している。一方で、指導者から叱責などの言葉がけとパス＆コントロール技能に関する有能感に正の関係性が確認
された。競技スポーツにおいては、勝利という明確な目標を指導者と選手が共有していると考えられる。その場合、否定的な
表現のプレーの指摘であったとしても、指摘を受けた選手は指摘の背後にある指導者の教授的意図を理解できると考えられる。
その結果、否定的な評価でも状況に応じたパス＆コントロール技能に関する有能感が向上した可能性がある。

英文抄録の和訳
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Ⅰ．緒　言

　クライミングは、自然の岩や壁を登るスポーツである。
安全確保に必要な最小限の補助道具、自らの手足と岩や壁
の突起のみを用いて登るクライミングを「Free  climbing

（フリークライミング）」といい、その中でも、確保支点が
整備されたゲレンデや人工壁など、冒険性や危険性を極力
排除した条件でおこなうものを「Sport   climbing（スポー
ツクライミング）」注 1）という。本稿では、人工壁（以下、
クライミングウォール）でおこなうスポーツクライミング

を「クライミング」と略して論議を進める。
　さて、近年ではクライミングウォールの開発によって、
都市部でもおこなえるレジャースポーツとして普及が進ん
でいる。教育活動としてこれを取り入れる大学も増えてお
り注 2）、いくつかの実践報告もなされている。
　クライミングを授業でおこなう場合、そこではどのよう
な体験が得られるのだろうか。実践報告を概観して共通し
ているのは、自らの手足で壁を登りきることによって、充
実感、達成感が得られることである。また、登りきるまで
の試行錯誤の過程をふりかえることで、自己の認識や、他

大学体育授業におけるスポーツクライミングの実践方法に関する研究
：基本技能の自己評価、パフォーマンステスト、登はん回数の変化に着目して

東山昌央 1）

A study of sport climbing practice methods in college physical education: 
Focusing on self-evaluation of basic abilities, performance tests and changes in number of climbs

Masao HIGASHIYAMA1）

研究資料

　Here we report on an investigation of sport climbing practice using twenty eight healthy female university students 
as subjects. The intention was to promote the technical skills required for climbing and encourage the awakening of 
student motivation. We recorded 1）self-evaluation of basic skills, 2）performance tests, 3）changes in the number of 
climbs, and 4）details of experiences during the practice sessions. In addition to studying the efficacy and challenges 
during these sessions, we also discuss the contents of teaching given during each period from the perspective of 
basic skill acquisition by beginners. 1）The self-evaluation of basic skills increased during the course of the session. 
Items such as advance observation of the route and items related to methods of basic movement changed from lower 
values in the first half to relatively high values in the second half. 2）The results of the performance test showed that 
the section reached increased for 14 out of 27 participants （51.9%）. Differences were also observed in the duration 
of exercise during the completion of one route and in the movement during a specific section, based on fluctuations 
in performance. 3）The number of climbs increased as the sessions progressed. When compared to the first session, 
the values were significantly higher from the 6th session onwards. 4）Results of a questionnaire regarding the details 
of experience showed that the items ‘learning of climbing knowledge and skills’, ‘changes in human relations’, 

‘enjoyment of the lesson’, and ‘a sense of fulfillment’ were scored highly. 5）Based on the results of the present 
study, we investigated the staged contents of teaching for basic skills. We believe that the main challenges during 
the first half are advance observation of the route and establishing a method for basic hand and foot movement. Once 
these have been established, we believe that the main challenge in the second half is imparting an understanding of 
the relationship between the footholds and how to manage the body. 

キーワード：スポーツクライミング、大学体育授業、実践研究
Keywords ; sport climbing, college physical education, practical study

Abstract
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者とのかかわりについての洞察を効果的に深めうることな
どが報告されている（原田・益田，2000；徳山，2003；花田，
2005；渡邉ほか，2006；東山，2011）。
　運動教材としてはどのような特徴があるのだろうか。ク
ライミングの運動課題は、目標位置まで壁面を移動すると
いう明快なものである。球技のように相手やボールに対応
する運動課題が含まれるわけではなく、目標位置などの外
的状況も変わらないため、ゴールまでの到達状況や、自己
のパフォーマンスレベルを客観的に把握しやすいという特
徴がある。また、一定数以上のホールド注 3）が設置されて
いれば、多様な難易度のルートを準備することができる。
徳山（2003）は、個人差に応じた課題を個別に提供でき
る点、大半の学生にとって未経験の教材であり、未知領域
へのチャレンジを喚起しやすい点で、他の種目より特徴的
な教材であると述べている。
　クライミングウォールを設置する教育機関が増え、教材
として普及する下地が整いつつあることを鑑みると、クラ
イミングの教育的な価値、指導方法を探求課題とした研究
の蓄積が今後必要であると思われる。現在、いくつかの報
告が見られるものの、その数はまだ限られている。
　このような現状において、授業での具体的な実践例を示
した報告は有用である。授業では、学習者の特性や人数、
授業回数やクライミングウォールの規模などの制約のなか
で、学習者に応じた指導、支援を工夫していかねばならな
い。どのような制約のなかで何を意図して授業をおこなっ
たのか、そしてどのような成果と課題が得られたのかを報
告した資料は、実践現場の理解と改善に役立ち、方法論を
蓄積していくうえでも意義がある。
　筆者は平成 21 年から 26 年まで、一般大学で定期的な
クライミングの授業を担当した（週 1 回、15 週）。授業では、
学習者がそれぞれの能力にあった課題に対して試行錯誤を
かさね、時間をかけて達成体験にいたっていくあり方を志
向した。また、達成にいたるまでの過程をふりかえること
で、自己や他者、クライミングに対する洞察が深まってい
くあり方を志向した。これらを基本的な考えとして、授業
方法を模索してきた。
　平成 25 年度の授業では、クライミングに必要な技能習
得を促すことを中心として、学習者の意欲を喚起していく
ことを意図した取り組みをおこなった。具体的には、授業
期間中に 2 回のパフォーマンステストをおこなうととも
に、毎回の授業後に自己や他者の動作について感じたこと

（自由記述）、チェックシートによる基本技能の自己評価、
その日の登はん回数の記録を求め、フィードバック資料を
作成した。本稿では、これらのデータを実践例とともに報
告し、その有効性と課題、および受講者の段階に応じた指

導内容について検討した。

Ⅱ．方　法

1．対象者
　一般女子大学である A 大学の「フィットネス」（自由選
択科目）を対象とした。授業は 2013 年 4 月 11 日 ‐ 7 月
18 日におこなわれ（週 1 回、15 週）、受講者は女性 28 名
であった。オリエンテーションにおいて運動習慣について
の調査をおこなったところ、定期的な運動実施者は 8 名

（28.6%）で、内容はバトミントン、剣道、トレーニング
ジムの利用などであった。非実施者は 18 名（64.3%）で、
無回答は 2 名であった。また、スポーツをおこなうこと
についての質問では、「得意ではない」と回答した者が 18
名（64.3%）であり、少なからず運動に対して苦手意識を
抱いている集団であった。
　授業をおこなうにあたり、パフォーマンステスト、アン
ケートの実施について説明し、すべての受講者から同意を
得た。受講者の出席状況は、欠席 0 回 16 名（57.1%）、欠
席 1 回 10 名（35.7%）、欠席 2 回 2 名（7.1%）、途中で履
修を取りやめる受講者はいなかった。

2．クライミングウォール
　A 大学体育館の外壁に設置されたクライミングウォー
ル（ボルダリング専用）を利用した（図 1）。垂直壁が 1
面（90°）、前傾壁が 2 面（100°と 110°）で構成され注 4）、
1 面のサイズは幅 4.0m ×高さ 3.8m であった。落下の際の
衝撃を和らげるため、折りたたみ式のソフトマット（厚さ
30cm）を使用した。
　各壁には、難易度（グレイド）注 5）がおよそ 6-8 級のルー
トを、8 種類程度設定した。使用するホールドは、保持し
た際に人差指から小指第一関節まで入る大きめの形状の
もの（通称ガバホールド）を中心に利用し、足の置き場

図１　クライミングウォール
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となるフットホールドを多く設置した。1 ルートあたりの
手数注 6）は 5-6 手程度とした。ただし、壁面によって難易度
に大きな差が生じないようにするため、傾斜の強い 110°の
壁面では、手数を4-5手程度に調整した。また、使用するホー
ルドも特に持ちやすいものを用いた。その後、本研究の対
象者とは別の女子大学生 3 名（クライミング経験 1 年以上、
1 年未満、未経験者）に各ルートへの登はんをおこなわせ、
難易度の確認とホールド位置の調整をおこなった。

3．授業計画
（1）全体計画

　図 2 に授業の全体計画を示した。全 15 回のうち、1 時
間目にオリエンテーション、2 時間目にクライミングと
フィットネストレーニング基礎理論の講義、3 時間目に
ウォールの使用法の説明と、体験クライミングの時間を設
けた。クライミングをおこなうのは実質 11 週であった。
なお、ウォール上部に電動式の庇が設置されており、授業
においては天候（雨天）の影響はなかった。
　今回の授業では、ウォールの規模と受講者数、安全管理
を勘案し、受講者を 2 グループに分けた交代制でおこなっ
た。クライミングをしていない時間は、屋内トレーニング
ルームにおいてフィットネストレーニングをおこなう時間
とした。あくまでもクライミングを主とする授業であるこ
とから、フィットネストレーニングの時間はクライミング

のためのウォーミングアップ、およびクーリングダウンと
位置づけた。内容として、トレッドミルやエアロバイクを
用いた軽度な有酸素運動、ストレッチを推奨した。任意で
マシンを用いたレジスタンストレーニングをおこなう場
合、クライミングの前に上肢をトレーニングする種目は控
えるように指示した。
　オリエンテーションと講義では、授業の目的と基本的な
考え方を説明した。クライミングの継続的な実践により達
成体験にいたってもらいたいこと、そのために主体的に取
り組むこと、試行錯誤することが重要であると説明した。
また、ルートの難度が高くなるにつれてより合理的な動作
が求められるため、基本技能を習得することが重要である
と説明した。これらをふまえ、毎回の授業において 1）でき
るだけ回数を多く登ること、2）3 種類の壁にバランスよく
取り組むこと、3）仲間の動作をよく観察すること、4）活
動をふりかえり記録に残すこと、が重要であると説明した。
（2）毎回の授業のながれ

　毎回の授業のながれを以下に示した。各自でウォーミン
グアップをおこなった後に、筆者が全体説明をおこなった。
内容は、前週の授業内容のフィードバック、基本技能のポ
イントの解説などであった。解説は、筆者が実際に合理的
な動作の例、そうでない例を示しながらおこなった。その後、
各自でルートを選択して取り組み、授業の終了前にコメン
トペーパーに記入をするというながれであった。記入内容

1 2 7 8 9 10 11 12

2

13 143 4 5 6 15

図2　授業計画

A B

1 1

2 2

3

4

†

3
図3　授業のながれ
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は、1）授業中の登はん回数、2）感想、3）自分や他者の動
作について気づいたこと、4）基本技能の自己評価であった。
（3）授業における特徴的な取り組み

1）基本技能の自己評価

　運動学習では、学習者が技能レベルやパフォーマンスの
結果を適切に自己評価し、運動の修正を図っていくことが
求められる。これを促すため、初心者が習得すべきクライ
ミングの基本的な動作を評価項目として提示し、毎回の授
業後に自己評価をおこなわせた。項目は、クライミング技
術書（菊池，2003；北山ほか，2005）を参考に、ホール
ドの持ち方や足の乗せ方、基本的な移動方法に関する 12
項目をピックアップした。次に、1 つのホールドから次の
ホールドを保持するまでの動作を 3 つの局面に分け、各局
面におけるポイントとして示した。各項目について 6 段階
での回答を求め、その結果を得点化した（0 よくわからな
い、1 できない、5 できる）。
2）パフォーマンステスト

　基本技能の習得状況を把握するため、授業 8 回目（実技
5 回目）と 14 回目（実技 11 回目）にパフォーマンステス
トをおこなった。テストは、100°の壁面に設定した 1 周
14 手の周回ルートを 2 周するものであった。
　図 4 にテストルートを示した。一部にホールド間隔を離
したポイントをつくり（最大 90cm 程度）、基本技能の判
定をおこなう区間を設定した。このテストルートについて
も、前述した女子大学生 3 名に登はんをおこなわせ、技能
レベルによって動作に違いが見られるかを確認した。ホー

ルド横にはテープを貼り、保持する順番と、左右どちらの
手で保持するのかを表示した。フットホールドには制限を
設けなかった。
　テストの前週に、パフォーマンステストのながれについ
て説明をした。技能の習得状況をそれぞれが把握するため
のテストであり、成績評価には影響しないことを伝えた。
まずは 1 周登りきることを目標とし、それが達成できれば、
2 周達成を目指すことを伝えた。当日は、授業に来た受講
者順にテストをおこない、順番待ちの際は屋内で待機させ
た。90°のウォールでウォーミングアップ後、諸注意をおこ
なった。スタート前に 1 分間のルート観察時間を与え、筆
者の合図とともにテストを開始した。試技は 1 回のみとし、
完登するか、落下した時点で終了とした。1 台のデジタルビ
デオカメラ（Sony 社製、HDR-XR520）を設置し、受講者
の動作を記録した。テストを終えたものは屋内に移動させ、
基本技能の自己評価を記録させた。全員が終了した時点で
テープをその場で撤去した。なお、体力的に余裕がありな
がら不意に落下してしまった受講者は、落下場所から再ス
タートさせた。この受講者のデータは分析対象から除いた。
①完登区間
　テストの結果から、受講者を 2 周完登群、1 周完登群（2
周目途中で落下した群）、1 周未完登群に分け、各群の人
数の推移を算出した。
②登はん時間
　テスト各回とも 1 周完登以上できた 16 名を対象に、1 周
に要した時間の変化を検討した。また、テスト 2 回目におけ

4
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図4　パフォーマンステスト
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る 2 周完登群と 1 周完登群の、1 周に要した時間を比較した。
③動作の質的分析
　受講者の動作に特徴的な違いが認められたホールド 1・
2 区間の動作を分析した。支持手の屈曲動作や、体軸の回
旋動作を分析し、運動形態の特徴を記述した。
3）登はん回数の記録

　毎回の授業後に登はん回数の記録を求めた。ルートを完
登した数ではなく、その日に取り組んだ総回数の記録を求
めた。欠席によるデータ欠損が少なかった第 4 回、6 回、
9 回、11 回、13 回授業のデータのうち、欠席者 4 名を削
除した 24 名分のデータを分析対象とした。
（4）体験内容の評価

　クライミングの授業を通してどのような体験が得られた
のかを検討するため、最終授業でアンケート調査をおこ
なった。クライミングの知識・技能の習得、人間関係の変化、
授業の楽しさや充実感に関する計9項目について、4件法（1
まったく当てはまらない、2 どちらかといえば当てはまら
ない、3 どちらかといえば当てはまる、4 たいへん当ては
まる）での回答を求めた。

4．統計処理
　データは全て平均値±標準偏差で示した。基本技能の自
己評価得点、登はん回数の推移は、一元配置の分散分析を
用い、有意な差が認められた際には Bonferroni の多重比
較検定をおこなった。テスト 1 回目、2 回目のルート 1 周
に要する時間の比較には、対応のある t 検定を用いた。テ
スト 2 回目の群間差の比較には、対応のない t 検定を用い
た。統計処理の有意性は危険率 5% 未満で判定した。

Ⅲ．結　果

1．基本技能の自己評価
　表 1 に基本技能の自己評価の結果を示した。いずれの項
目も、授業初回の値に比べテスト 2 回目が有意に高い値を
示した。初回とテスト 1 回目、テスト 1 回目と 2 回目の
有意差の有無は、項目によってばらつきが見られた。
　図 5 に自己評価の推移を時系列データで示した。各項目
の平均値を算出し、上位から 4 項目ごとにグラフ化した。
上位の 4 項目は、1：ルートを観察して登ることができる

（4.08 ± 0.25）、6：足を移動してから次のホールドをとり
にいくことができる（3.87 ± 0.25）、7：足を置くホールド
を目で確認して登ることができる（3.57 ± 0.28）、2：腕を
伸ばした楽な停止姿勢をとることができる（3.41 ± 0.25）
などであり、実技初回から 3.0 以上の値で推移した。一部
の項目は、後半（パフォーマンステスト 1 回目以後）にか
けて 4.0 以上の値で推移した。受講者にとって、相対的に
理解しやすい運動課題であることがうかがえた。
　次の 4 項目は、12：つま先を支点にして体の向き変え
ることができる（3.25 ± 0.46）、8：足を移動するとき、ホー
ルドに静かに足を置くことができる（3.17 ± 0.28）、3：保
持ホールドの向きに応じた楽な姿勢をとることができる

（3.06 ± 0.47）、小さいホールド上でも、つま先をのせかえ
ることができる（3.05 ± 0.28）などであり、実技初回から
パフォーマンステスト 1 回目にかけては 2.0 から 3.0 の範
囲で推移し、以後は 3.0 から 4.0 の範囲で推移した。
　下位の 4 項目は、10：腕の引きつけではなく、足をつかっ
て登ることができる（2.99 ± 0.23）、5：ホールドを見たと
きどちらの足が軸足となるかすぐにわかる（2.76 ± 0.55）、4：
ホールドを見たとき、足をどこに移動すれば合理的かすぐ

1

F P

1 3.89 1.19 3.63 1.01 4.48 0.75 5.17 *

2 3.00 0.88 3.26 0.66 3.70 0.82 5.46 *

3 2.04 1.16 2.93 0.78 3.48 0.94 15.20 *

4 2.04 1.26 2.81 0.68 3.19 0.96 9.38 *

5 1.59 1.19 2.59 0.89 3.33 1.04 18.90 *

6 3.56 1.05 3.67 0.96 4.26 0.76 4.44 *

7 3.11 1.34 3.56 1.01 4.15 0.86 6.15 *

8 2.85 0.91 3.00 0.96 3.59 0.93 4.76 *

9 2.74 1.20 3.00 0.88 3.52 0.98 4.03 *

10 2.67 0.96 2.78 0.89 3.37 1.01 4.25 *

11 1.81 1.18 2.48 0.94 3.22 0.93 12.81 *

12 2.30 1.07 3.11 0.80 3.74 0.98 15.45 *

*p<.05

1, 2*, 1 2

1, 2*, 1 2*

1, 2*, 1 2*

1*, 2*, 1 2*

1, 2*, 1 2*

1, 2*, 1 2*

1*, 2*, 1= 2

1*, 2*, 1= 2

1*, 2*, 1 2*

1, 2*, 1 2*

4
1

8
2

14

1, 2, 1 2*

1, 2*, 1 2

表１　基本技能の自己評価結果



65

大学体育学　13,（2016）,060-071

65

にわかる（2.72 ± 0.37）、11：腕の引きつけではなく、肩や
背中をつかって登ることができる（2.70 ± 0.42）などであ
り、授業を通して 3.0 未満で推移した。相対的に難度が高く、
理解と習得に時間がかかるものであることがうかがえた。

2．パフォーマンステスト
　図 6 にパフォーマンステストの完登区間の推移を示
した。テスト 1 回目において 1 周完登以上の者は 17 名

（63.0%）、未完登の者は 10 名（37.0%）であり、2 回目に
おいては、1 周完登以上の者は 23 名（85.2%）、未完登の
者は 4 名（14.8%）であった。テスト 2 回目に区間が伸び
た者は、1 周完登群 13 名中 7 名、1 周未完登群 10 名中 7
名の 14 名（51.9%）であった。区間に変化がなかったも
のは 11 名（40.7%）、区間が短くなったものは 2 名（7.4%）
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図5　自己評価の推移

図6　各回テストにおける登区間の変化
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であった。区間が短くなった 2 名については、当日のコン
ディションの問題が考えられた。結果では示していないが、
テスト後の自由記述では、多くの学生が到達区間の向上に
ついての満足や、動作の変化について記述していた。
　表 2 にルート 1 周に要した時間を示した。各回ともに 1
周完登以上できた 16 名の時間をみると、1 回目に比べて
2 回目では有意な時間の短縮が見られた（表 2-1）。映像分
析の結果、停止姿勢から次のホールドを認知し、保持する
までの動作がスムーズになることで時間が短縮されていく
ことがうかがえた。
　テスト 2 回目における 2 周完登者と 1 周完登者の時間

を比較すると、2 周完登者は 1 周完登者に比べて有意に低
い値を示した（表 2-2）。映像分析の結果、2 周完登群の方
が、停止姿勢から足位置の決定にかかる時間が短いことが
うかがえた。
　各群の動作の違いをより具体的に明らかにするため、
ホールド 1 から 2 までの特定区間における動作の比較分析
をおこなった（表 3）。2 周完登群の 10 名中 7 名（70.0%）は、
すべての局面において支持手（右手）が伸びており、特に
体幹移動・保持局面では、体軸の回旋動作により、体幹部
を活用して上肢の負担を軽減する動作が見られた（図 7）
一周完登群・未完登群において、この動作が見られたのは

2-1 1 2

( ) 1

1 8 96.2 ± 29.6 6.9 *

2 14 74.2 ± 21.4 5.3

1 2 1 16

*p<.05 1 2

2-2 2

( ) 1

2  n=10 64.6 ± 19.8 4.6 *

1  n=13 89.6 ± 17.6 6.4

*p<.05 2 1

2 1
3

 0  0     2

 10  10     0

    1

    7

2 N=10

 0  3     11

 17  14     0

    3

    3

1 N=17

1 2

図7　2周完登群の動作の例（支持手伸展・体軸回旋有り）

図8　1周完登群・未完登群の動作の例（支持手屈曲・体軸回旋無し）

表2　ルート1周に要した時間の比較 表3　特定区間における動作の分析結果
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17 名中 3 名（17.6%）であった。足場選択・決定局面まで
は支持手は伸びているものの、体幹移動・保持局面では支
持手の屈曲を伴う動作が多く見られた（図 8）。この理由と
して、適切な足場を判断できないこと、つま先を支点にし
た体軸の回旋動作が身についていないことが考えられた。

3．授業中の登はん回数
　図 9 に各回の授業中の登はん回数を示した。実技 1 回目
は5.3±1.6回、3回目は6.1±1.4回、実技6回目は7.7±3.9
回、実技 8 回目は 9.0 ± 4.2 回、実技 10 回目は 10.6 ± 3.0
回であった。回を重ねるにつれて増加し、実技 1 回目に比
較して 6 回目授業以降は有意差が見られた。

4．体験内容の評価
　表 4 に授業での体験内容に関するアンケート結果を示し
た。いずれの項目も平均値が 3.0 ポイントを超え、概ね高い
値を示した。クライミングの知識・技能の習得に関する項目
は、パフォーマンステストの結果に関わらず高い値を示した。

Ⅳ．考　察

　授業では、チェックシートによる基本技能の自己評価、
登はん回数の記録、パフォーマンステストをおこなった。
実践現場の改善に役立てる観点から、これら取り組みの有
効性と課題について考察する。次に、初心者の基本技能の
習得という観点から、受講者の段階に応じた指導内容につ
いて考察した。

1．授業における取り組みの有効性と課題
（1）基本技能の自己評価について

　自己評価の推移をみると、いずれの項目も授業を通して
高くなった。自由記述では「できていたと思っていたこと
が、できていなかったことに気づいた」という内容など、
できるようになった点、修正すべき点の確認をおこないな
がら、時間をかけて理解が進んでいく過程がうかがえた。
　また、項目の値の高低にはばらつきがあり、ルートの事
前観察、基本動作は高い値で推移していたが、足場の選択
に関する項目、体幹部を活用した動作に関する項目は、全
体として低く推移していた。理解と習得が相対的におこな
やすいものとそうでないものがあり、指導内容と方法に配
慮する必要性が示唆された。これについては後述する。
　本研究では、得られたデータの値と指導者による客観的
評価との対応関係は明らかにはしていない。また、運動経
験の少ない初心者の場合、自己評価が必ずしも適切におこ
なわれているとは限らない。このことを前提としたデータ
ではあるが、基本技能を明確に提示し、毎回そのチェック
を促していくことは、初心者の技能習得を促していく取り
組みとして一定の効果があったのではないかと考える。
　課題として、データのフィードバック方法の改善があげ
られる。ふりかえりシートは翌週の授業で返却をし、その
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% % % %

1 3.68 0.48 19 67.9 9 32.1 0 0.0 0 0.0
2 3.71 0.46 20 71.4 8 28.6 0 0.0 0 0.0

3 3.29 0.71 12 42.9 12 42.9 4 14.3 0 0.0
4 3.43 0.57 13 46.4 14 50.0 1 3.6 0 0.0
5 3.14 0.71 8 28.6 17 60.7 2 7.1 1 3.6

6 3.82 0.39 23 82.1 5 17.9 0 0.0 0 0.0
7 3.54 0.58 16 57.1 11 39.3 1 3.6 0 0.0
8 3.89 0.31 25 89.3 3 10.7 0 0.0 0 0.0
9 3.96 0.19 27 96.4 1 3.6 0 0.0 0 0.0

N 28

4 3 2 1

図9　授業中の登はん回数

表4　授業での体験内容に関するアンケート結果
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管理は個人に任せていた。このため、過去データを遡って
参照し、自己の変化を確認することに役立てる者は少な
かった。自己評価や回数の推移が一覧できる仕組みを作成
することによって、これらをより効果的におこなえるもの
と考える。
（2）パフォーマンステストについて

　1 周完登以上の者は、1 回目では 17 名（63.0%）、2 回目
では 23 名（85.2%）となり、半数を超える 14 名（51.9%）
に完登区間の向上が見られた。区間変化がなかった 11 名

（40.7%）についても、到達手数の向上が確認でき、受講
者にとってパフォーマンスの向上を実感する機会になった
と考えられる。
　テスト 1 回目後の自由記述では、「ホールドに合わせて
向きを変えたり、足場を探すのにまだ少し時間がかかる」、

「軸足や楽な姿勢を意識したが、間違ったところに力が入っ
ていることが自分でもわかった」、「長い時間登っても疲れ
ない登り方を身につけたい」などが見られた。自己の動作
の課題を把握するとともに、クライミングへの動機づけを
高めていく機会としても有効であったと考える。
　また、テストによって基本技能の習得状況が明らかと
なった。ルート一周に要する時間の比較では、パフォーマ
ンスが高い者ほどホールドの認知が素早く、足位置の決定
がスムーズにおこなわれていた。特定区間の動作の比較で
は、体幹部を活用し、上肢の負担を軽減させながらホール
ドを保持する動作に違いが見られた。後述するが、これら
の習得を効果的に図っていくことが、初心者を対象とした
授業におけるポイントになると考えられる。
　課題として以下があげられる。今回のテストは、基本技
能の習得状況の把握には有効であったが、全員がテストを
終了するまでに時間を要した。よりコンパクトなテスト課
題と実施方法の検討が必要である。
（3）登はん回数について

　前半（実技初回からパフォーマンステスト 1 回目まで）
は、全体として登はん回数は少なかった。「腕の力を使い
すぎて次のホールドにいくのが辛かった（実技 2 回目）」、

「その場でとまってしまって体力を持っていかれると感じ
た（実技 2 回目）」など、まだクライミングに慣れていな
いことが記述からもうかがえた。
　後半（1 回目のパフォーマンステスト以後）は回数が増
加し、実技 6 回目以降は初回に比べて有意に高い値を示し
た。「今日はいつもよりも、たくさん挑戦することができ
た（実技 6 回目）」、「だんだん登るまでの時間が短くなっ
ていったり、一回目でも登れるようになってきたので嬉し
い（実技 6 回目）」など、徐々にクライミングに慣れてい
く様子がうかがえた。また、「ボルダリングは手－下半身

－背中－肩など、体全体を使って行うものだと実感しまし
た（実技 8 回目）」など、合理的な動作の理解とともに、
疲労の様相が変化していくことがうかがえた。
　登はん回数の記録とその推移の把握は、受講者の学習状
況の理解、および動機づけにも有効であると考えられる。
推移の結果から、今回の授業で受講者が全体としてクライ
ミングに慣れるまで、少なくとも 5 回の授業参加を要した
といえる。1 回の授業でおよそどのくらい登ることができ
るのか、それが授業を通じてどのように変化していくのか
というデータを提示することで、受講者に授業の見通しを
持たせ、継続的な参加意欲の促進に役立つのではないかと
考える。
　課題として以下があげられる。後半では、回数の個人差
が大きくなった。このことは、技能習得状況の個人差を示
していると考えられる。この段階において回数が低い者に
対しては、参加意欲や技能習得を阻害する要因に配慮する
必要がある。また、授業が進むにつれて「もっとじっくり
と課題に取り組む時間がほしい」という感想が見られた。
今回はクライミングとフィットネストレーニングを交代し
ておこなったが、十分にクライミングの時間を確保する工
夫が必要である。
（4）体験内容の評価

　アンケートの結果、いずれの項目も概ね高い値を示した。
感想では、「毎週毎週、一つずつホールドを掴むことがで
きるようになっていった」、「課題（到達点）が細かくあっ
たので、毎回の授業で自分の成長を実感できた」、「目標を
目に見える形で達成していくというのは特有の利点だと
思った」といった記述が見られた。最終授業の高揚感によっ
て高い値にチェックをした可能性は否めないが、概ね、達
成感や進歩の実感が得られていたのではないかと考える。
対象者の半数以上はスポーツに慣れ親しんでいない集団で
あったことから、このような対象者から上記の結果が得ら
れたことには意義があると考える。
　人間関係の変化に関する項目も高い値を示したものの、
他と比べると相対的に低い値を示した。今回の授業では、
受講者が任意のルートに取り組む形態としたため、特に前
半ではグループの固定化が少なからず見受けられた。授業
が進むにつれて、一つのルートでさまざまな受講者がとも
に試行錯誤を重ね、人間関係が多様化していく様子がうか
がえた。受講者の気づきや学びを促していくうえで、他者
との共感的・親和的な関係の形成は重要である。普段とは
異なるメンバーと試行錯誤する機会を状況に応じて取り入
れるなど、受講者同士の関わりを促していく取り組みも重
要であろう。
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2．基本技能の段階的な指導内容について
　今後の指導実践に役立てる観点から、受講者の段階に応
じた基本技能の指導内容を検討した。
（1）前半の指導内容（実技初回からパフォーマンステスト

1回目まで）

　前半によく見られたのは、ホールドをよく確認せずに登
るため、登はん時間が長くなること、基本動作を理解して
いないために上肢に負担のかかる動作になってしまうこと
であった。前大ほか（2012）は、初心者におけるパフォー
マンスを決定する重要な要素は、ホールドの位置を把握し
先の動作を読むことであり、その変化はトレーニングの特
に初期の段階で生じると述べている。自己評価の推移にお
いても、ルートの事前観察、足位置を決定してから手を移
動するという基本動作は高い値で推移していた。授業の前
半では、比較的理解しやすいこれらの習得が主要な指導内
容になると考えられる。
　ただし、この時期の受講者はまだクライミングに不慣れ
な段階にある。当然、受講者の関心は合理的な動作の習得
ではなく、ルートを達成できるかどうかにある。したがっ
て、まずは易しいルートで登りきる達成感を味わい、それ
を繰り返すことで登はん意欲を高めていくことを第一に考
えるべきである。そのうえで、「疲労がたまった状態でも
一定のテンポで登りきることができるかどうか」といった
達成基準を示すなどして、合理的な動作への関心を徐々に
高めていくことが必要と考える。
　受講者の安全に関わることとして、以下があげられる。
ゴール到達後、恐怖心のために、下りに時間がかかる者が
少なからず見受けられた。高さに抵抗感がある者に対して
は、ゴール位置を段階的に高めていくなど、安全に、かつ
安心感を与えながら取り組ませることが必要であろう。
（2）後半の指導内容（パフォーマンステスト1回目以後）

　水野ほか（1997）は、クライミング未経験者と熟練者
の動作を比較したところ、下肢を巧みに使い、上肢の負担
を軽減する動作に差が見られたことを報告している。本研
究においても、次のホールドに向けて重心を移動するとき、
足位置をスムーズに決定できること、支持手の屈曲を伴わ
ずに移動できることなどがパフォーマンスの高低に影響し
ていた。これらの理解と習得が、後半の主要な課題になる
と考えられる。
　このためには、まずは合理的な動作が発生しやすい状況
を特別に設定し、理解を促していくことが必要と考える。
具体的には、パフォーマンステストの一部区間でおこなっ
たように、ホールド間の距離が離れている状況や、フット
ホールドを指定したルートを設定するなどして、足位置や
体のさばき方によって上肢の負担感がどのように異なるの

か、実感を促していくと良いかもしれない。
　注意点は以下である。後半では、合理的な動作への関心
が全体として高まる一方で、上肢に負担のかかる不合理な
動作のまま、機械的な反復に陥る受講者も見受けられた。
登はん毎に自らの動作をふりかえり、他者の動作をよく観
察するなど、内省的な反復を促していくことが重要である。
　安全に関わることとして、以下があげられる。クライミ
ングに慣れ、動作がダイナミックになるに従い、不意な落
下や着地姿勢が適切でない場面も見受けられた。クライミ
ングでの事故やケガ、その原因となる登り方や下り方の説
明を適宜おこなうなど、安全意識を高めていく働きかけが
必要であろう。

3．今後の課題
　本研究の対象者は、半数以上は運動習慣がなく、また、
女性のみの集団であった。このような対象から得られた資
料として、本研究は一定の価値を持つと考える。今後、授
業の実施方法ともに、男女差や体力・運動能力等による授
業成果の違いを捉えていくことで、受講者に応じた指導内
容をより詳細に検討できると考える。
　授業成果を検討していくうえでは、継続的にクライミン
グをおこなうことによる体力変化を捉えていくことも必要
であろう。前大ほか（2012）は、初心者に対する 6 回の
クライミングトレーニングによって、上肢の筋持久力の改
善が認められたことを報告している。授業においても「全
身を使う」、「普段使われない筋肉の発達を感じる」などの
記述が見られ、身体的側面への効果は十分期待できると考
えられる。
　また、授業ではケガ人は出なかったが、ケガの発生につ
ながりうる場面は見受けられた。安全に対する受講者の意
識や行動を捉えたうえで、安全に、かつ達成感や自己成長
の実感が得られる授業のあり方を追求していくことが必要
であろう。

4．研究の限界
　授業では、クライミングとフィットネストレーニングを
交代しておこなった。授業運営上やむを得ないものであっ
たが、すべてのデータには少なからずこのことが影響して
いることを指摘しておく。

Ⅴ．結　論

　本稿では、一般女子大学生を対象としたクライミング授
業（週 1 回、15 週、実技 11 回）の実践例を報告した。ク
ライミングに必要な技能習得を促すこと、学習者の意欲喚
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起を促すことを意図し、1）基本技能の自己評価、2）パ
フォーマンステスト、3）登はん回数の変化、4）授業での
体験内容の記録をおこなった。これらの取り組みの有効性
と課題を検討するとともに、基本技能の習得という観点か
ら、受講者に対する段階的な指導内容について考察した。

（1）基本技能の自己評価は、授業を通して向上した。事前
のルート観察、基本的な移動方法にかかわる項目は、前
半から相対的に高い値で推移する一方、適切な足場の
判断や、体幹部を活用する動作にかかわる項目は相対的
に低く推移した。技能項目を毎回チェックさせることは、
その習得を促していくうえで有効であった。課題として、
データのフィードバック方法の改善が必要である。

（2）パフォーマンステストの結果、1 周完登以上は、1 回
目は 17 名（63.0%）、2 回目は 23 名（85.2%）であった。
また、27 名中 14 名（51.9%）の受講者に完登区間の
増加が見られた。パフォーマンスの高低によって、ルー
ト 1 周における運動時間、特定区間における動作に差
が見られた。自己の動作の変化や課題を理解させる取
り組みとして有効であった。課題として、よりコンパ
クトな実施方法の検討が必要である。

（3）登はん回数は、授業が進むにつれて増加し、実技 6 回
目以降は初回に比べて有意に高い値を示した。受講者
がクライミングに慣れるまで、およそ 5 回の授業を要
した。後半は回数のばらつきが大きくなったことから、
個人差に応じた課題設定、指導の配慮が必要である。

（4）体験内容に関するアンケートの結果、クライミングの
知識・技能の習得、人間関係の変化、授業の楽しさや
充実感のいずれも高い値を示した。クライミングの知
識・技能の習得に関する項目は、パフォーマンステス
トの結果に関わらず高い値を示した。

（5）本研究の結果をふまえて、基本技能の段階的な指導内
容を検討した。前半においては、ルートの事前観察、
基本的な手足の移動方法の定着が主要な課題になると
考えられる。これらの定着を図ったうえで、後半にお
いては、上肢の負担を軽減させるための足位置、体の
さばき方の習得が主要な課題になると考えられる。
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注
注1）スポーツクライミングは、ロープで安全を確保しながら比

較的高いところまで登るルートクライミングと、3-4m 程
度の高さの岩や壁でおこなうボルダリングに大別される。

注2）クライミングウォールを用いた授業実績のある大学とし
て、明治大学、立教大学、筑波大学、東京女子大学などが
ある（平成26年11月時点）。（社）大学体育連合も、第3回全
国大学体育連合指導者養成研修会において、クライミング
に関する実技指導者研修会を開催している。

注3）岩や壁の表面にある凸凹を指す。人工壁においては、壁に
ボルトで固定された石を指し、これを手がかりや足がかり
として壁面を登っていく。

注4）一般的なクライミングジムでは、垂直壁、前傾壁（傾斜が
90°以上）、スラブ壁（90°未満）などが設置されている。傾
斜が強くなるほど上肢への負荷が強くなるため、初心者の
場合、主に垂直壁、スラブ壁などがよく用いられる。

注5）難易度はグレイドともいい、日本におけるボルダリングに
おいては段級式が一般的である。難易度は、傾斜、ホール
ドの形状、配置といった、諸要素の関連によって決定づけ
られる。ごく易しい10級から6段程度まで存在し、一般的
には、初心者は10級から6級程度、中級者は5級から2級程度、
1級以上を登れることが上級者とされている。岩の初登者
および人工壁の課題設定者が難易度を主観的に認定し、そ
の後、他者によって数多く登はんされる過程で、その難易
度の妥当性が検証され、修正されていく。

注6）ホールド数を表す。クライミングでは、一般的にルートの
ホールド数を「手数」として表現する。
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　本稿では、一般女子大学生 28 名を対象としたクライミング授業の実践例を報告した。クライミングに必要な技能習得を促
すこと、学習者の意欲喚起を促すことを意図し、1）基本技能の自己評価、2）パフォーマンステスト、3）登はん回数の変化、4）
授業での体験内容の記録をおこなった。これらの取り組みの有効性と課題を検討するとともに、初心者の基本技能の習得とい
う観点から、時期ごとの指導内容について考察した。
1）基本技能の自己評価は、授業を通して向上した。事前のルート観察や、基本的な移動方法に関する項目は、前半から相対

的に高い値で推移した。
2）パフォーマンステストの結果、27 名中 14 名（51.9%）の受講者に到達区間の増加がみられた。また、パフォーマンスの高

低によって、ルート 1 周における運動時間、特定区間における動作に差がみられた。
3）登はん回数は、授業が進むにつれて増加した。実技 6 回目以降は、初回授業に比べ有意に高い値を示した。
4）体験内容に関するアンケートの結果、クライミングの知識・技能の習得、人間関係の変化、授業の楽しさや充実感のいず

れの項目も高い値を示した。
5） 本研究の結果をふまえて、基本技能の段階的な指導内容を検討した。前半においては、ルートの事前観察、基本的な手足

の移動方法の定着が主要な課題になると考えられる。これらの定着を図ったうえで、後半においては、上肢の負担を軽減
させるための足位置、体のさばき方を理解させることが主要な課題になると考えられる。
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1．目　的

　大学教育のグローバル化が進展し、教育の規格化や国際
競争が進むにつれて、大学教育の質保証が強く求められて
いる。特に、近年では、学生の学修成果（ラーニング・ア
ウトカム）の評価に先進各国が取り組んでおり、経済協力
開発機構（OECD）も大学生や成人を対象とした国際調
査（AHELO や PIAAC）を行っている（文部科学省、掲
載年不明）。このような文脈の中で教養体育のラーニング・
アウトカムについて検討したい。
　多くの大学では、教養体育の目的として健康増進や運動

習慣の形成を掲げているが、それは在学中だけでなく、生
涯にわたって実現できることを目指している。したがって、
教養体育の教育効果を評価するためには、授業終了時だけ
でなく、数年後の効果も評価する必要がある。そして、教
員が設定した授業目標以外に学生が学んだことや学んだこ
とがその後の生活や人生に与えた影響なども調査する必要
がある。これらの課題に接近するために、大学卒業生に教
養体育の感想や思い出（エピソード）を自由記述で回答さ
せる調査を行った。
　大学教育が学生に、知識・技術の獲得や態度変容などの
面でどのような影響を与えているかに関する研究はカレッ

大学卒業生の教養体育授業に対する
感想のテキストマイニング分析

小林勝法 1）, 中山正剛 2）, 北 徹朗 3）, 平工志穗 4）

The text mining of the impressions and experiences of graduates about 
college physical education

Katsunori KOBAYASHI1）, Seigo NAKAYAMA2）, 
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　In order to clarify the learning outcomes of the college physical education, an alumni survey was executed on 
the internet in the beginning of August, 2015. The subjects of survey were the graduates who met three following 
conditions. (1) who attended a class of physical education during at a four-year university, (2) who are under the fifth 
year after graduation and 30 years or younger, (3) who were the graduates of a private university in 3 metropolises. 
102 men (38.6%) and 162 woman (61.4%) answered concerning the impressions and the experiences of the class of the 
college physical education. The main results are as follows.
1. As a result of having performed text mining of free description answers, the fun things in college physical 

education were "interchanges with the students of other departments", "making friends", "playing sports with man 
and women " and "physical activities".

2. As a result of having performed text mining of free description answers, good things or the things that helps now 
were "having exercise in the class of the university" and "physical activities". Many men answered "helping one's 
physical fitness", "continuing sports now", and "learning about strength training". Many women answered "making 
customs of stretching". There was a difference in the kinds of sports evaluated by men and women.

3. Only three experiences that related to cultivation of the human nature were gained. There may be a limit in 
such an internet investigation. It is thought that it is necessary to examine the method like an interview and a 
discussion investigation to make graduates to draw on their memories.
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ジ ･ インパクト研究と称され、米国では長年の蓄積がある
（Adams and Bryntesona.,1992; Paffenbarger et al.,1986; 
Pearman et al.,1997; Sparling et al.,2002）。おもな研究手
法は卒業生に在学中の教育を評価させるアンケート調査で
あり、日本でも数多く行われてきた（金本・加藤 , 1996;
金谷・松田 , 2011; 北・小林 , 2014; 永瀬ほか , 2013; 櫻井
ほか , 2014）。そのような日米の先行研究の中から教養体
育に焦点を当ててレビューした小林（2015）は次のよう
にまとめている。

・日本で行われてきた個別大学の卒業生を対象とした
研究は、他の研究と無関係に単発で行われており、
理論的裏付けが乏しく、単なる実態調査となって
いる。

・米国で行われているカレッジ・インパクト研究の枠
組みに沿って行われた複数の大学卒業生を対象と
した調査は、健康に関する知識や態度、運動習慣
に焦点を当てている。

・大学連携による大規模な学生調査研究が日本でも行
われているが、体育は独立した調査項目になって
いない。

　そもそも学生はそれぞれに経験（バックグラウンド）が
異なり、固有の興味・関心を持ち、自ら学び続けている。
体育の授業以外にも多くの学修や経験をしているし、受講
生同士の学び合いもある。したがって、教員が設定した内
容以外のことも学んでおり、これらを合わせた総合的な学
修成果、すなわちラーニング・アウトカムを評価するため
には、従来の選択肢を選ばせる調査方法では限界がある。
教員が想定した選択肢（学修成果）だけでなく、それ以外
の事項を探索的に把握する必要がある。
　そして、教養体育が大学設置基準に定める「広くて深い
教養、総合的判断力、豊かな人間性」の涵養を担うとすれば、
このようなことに関するアウトカムの抽出が必要である。
体育の目的として、健康・安全、スポーツ文化、人間性の
涵養などが挙げられることが多いが、これらのうち、人間
性の涵養に関するアウトカムを抽出することが難しい。ま
た、教養教育は、学んだことがすぐに活かせる即効性では
なく、後から効いてくる遅効性があると小方（1996）は
指摘している。卒業後 1 ～ 10 年を経た大卒者 14,000 人を
対象にした大規模調査（1992 年）の結果から、「一般教育
科目の学習は、卒業後の年数を経た者ほど『役に立ってい
る』と回答する割合が高くなっている」と述べている。確
かに、職業と直接結びつく専門教育と異なり、教養教育は
個人の価値観や行為に関わるので、専門教育のようにすぐ
には効果が見えにくい。同様に教養体育も遅効性があると
考えられる。そこで、授業終了後の学生だけでなく、卒業
生にも調査する必要がある。

　ところで、橋本（2005）は、スポーツ活動における生
涯の記憶に残るような印象深い体験をスポーツ・ドラマ
チック体験と呼び、これこそが人の心理社会的効果をもた
らすという仮説のもとに研究を進めている。実際に体育実
技の授業でも学生が手を取り合って感動している場面を多
く目にする。例え、運動技術は高くなくてもゲームに集中
することにより、大小様々な感動が受講生の間に生まれて
いる。
  また、精神科医の中井（1996）は人格形成におけるエピ
ソード記憶の重要性を次のように述べている。

　人間の人格をつくっているのは、このような個人
的記憶、「エピソード記憶」です。…（中略）…「エ
ピソード記憶」が豊かでなければ生きた人間とはい
いがたいのではないか。

　エピソード記憶は、意味記憶（事実と概念に関する記憶）
と異なり、事象の記憶であり、その時の感情が含まれてい
る。スポーツ・ドラマチック体験はまさしくエピソード記
憶となる事象である。これらの体験が、ストレス解消や体
力向上などの実用的な利益に加えて、教養体育の授業でも
得られただろうか。そこで、大学卒業生に教養体育の感想
や思い出（エピソード）を自由記述で回答させ、それらの
テキストマイニング分析を行った。

2．方　法

　アンケート調査の対象者と調査内容、調査方法などは以
下の通りである。
1）対象者
　アンケート調査の対象者は次のすべての条件を満たすも
のとした。

1.4 年制大学を卒業して 5 年目までの 30 歳以下の男女
2.体育系学部・学科や教育学部保健体育系以外の卒業生
3.教養体育の授業を履修した卒業生
4.3 大都市圏（東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県、

愛知県、京都府、大阪府、兵庫県）にある私立大
学の卒業生

  条件 1 は卒業後の年数が長いと記憶が薄れている恐れが
あるので、卒業後 5 年までとした。また、年配の社会人学
生を除くために、30 歳以下とした。条件 2 と 3 は専門体
育科目の影響を排除するためである。そして、条件 4 は回
答者の属性をできるだけ揃えるために 3 大都市圏の私立大
学卒業生とした。

2）調査内容
　調査の内容は、教養体育の思い出を自由記述で回答して
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もらうことに重点をおいた。そのほかに、大学以下の学校
時代のスポーツ習慣や現在の運動行動ステージ・健康意識
なども尋ねた。具体的には以下の通りである。

1. 教養体育の履修形態（必修科目、資格関連科目、
選択科目）

2. 現在の運動行動ステージと健康意識
　　運動行動ステージ尺度は、岡（2000）が作成し

た運動行動の変容段階尺度を用いた。「無関心期」
「関心期」「準備期」「実行期」「維持期」のうち該
当する 1 つを選択させた。ここでいう定期的な運
動とは、「週 3 回以上、運動実施時間が 1 回 20 分
以上」と定義した。健康意識は厚生労働省の「健
康意識に関する調査」（2014）に準じた。

3．教養体育の思い出（自由記述 100 字～ 200 字）
　　「楽しかったこと」「ためになったこと・役に立っ

ていること」「印象に残っていること」

3）調査方法と調査期間
　調査は、インターネット調査を専門とする業者に委託
し、2015 年 8 月 1 日から 6 日の期間に実施した。調査を
委託した業者には 327 万人がモニターとして登録してお
り、その中から調査条件に合うモニターを抽出し、回答を
得た。なお、この業者は大学などの研究機関や官公庁の調
査を多く受託した実績を有している。

4）人権擁護の配慮
　調査を委託した業者は、プライバシーマーク使用許諾事
業者であり、日本工業規格「JIS Q 15001 個人情報保護マ
ネジメントシステム―要求事項」に適合している。そして、
個人情報について適切な保護措置を講ずる体制を整備して
いることが一般財団法人日本情報経済社会推進協会から認
定されている。業者からは個人を特定できる情報を除いた
ものがローデータとして納品され、そのローデータは紛失
や漏洩がないように研究者間で厳重に管理した。

5）統計処理
　自由記述回答に含まれる単語の出現頻度や単語間の関連
性を明らかにするため、テキストマイニングソフトである

「KH Coder」（樋口, 2004）を用いて分析した。出現頻度
については、出現回数上位 50 語を抽出した。単語間の関
連性については、単語同士のつながりを可視化するために
共起ネットワークを描画する機能を利用した。共起ネット
ワークとは、ある単語がどの単語と共に使用（共起）され
ている頻度が高いかを太さの異なる線で結んで図として表
した網目（ネットワーク）のことである。なお、出現回数
上位 25 語と共起ネットワークについては、性別による特

徴を明らかにするために、全体と男女別に分析を施した。
データの加工手順として、まずは質問と関係のない回答を
したデータを削除し、平仮名やカタカナを可能な限り漢字
表記に変更し、同一の単語として認識されるようにした。
また、「役に立つ」と「役立つ」など同意義の単語につい
ても可能な限り統一した。統一した単語の一覧は表 1 に示
したとおりである。ただし、文脈から判断し、そのままに
した場合もある。共起ネットワークの設定については、集
計単位を「段落」とし、描画する共起関係数は「60 以内」
とした。また、「強い共起関係ほど太い線で描画」し、「出
現数の多い語ほど大きい円で描画」という設定とした。ま
た、語の色分け方法として、比較的強くお互いに結びつい
ている部分を自動的に検出してグループ分けを行う「サブ
グラフ検出（modularity）」という手法を用い、「グレー
スケールで表現」に設定した。なお、樋口（2015）は、「色
分けはいずれも自動処理によるものであるから、色分けに
常に重要な意味があると考えて読み解いたり、深読みをし
たりせずに、グラフを解釈する際の補助として利用するこ
とが穏当」であると述べている。

3．結　果

1）回答者の属性
（1）回答者の性別、年齢、卒業年、卒業した大学の所在地

　回答者は 264 人で、その内訳は男性 102 人（38.6%）、
女性 162 人（61.4%）であった。
　年齢は男女とも 22 歳から 30 歳で、中央値が 25 歳、平
均値は男性が 25.5 歳、女性が 24.9 歳であった。卒業年度
の比率は男女全体で 17.0% から 23.9% で、特定の年度に
偏っているようなことはなかった。卒業大学の所在地は、
男女全体で東京が 47.3％、関東の 3 県が 18.6%、他の 2 府

表1　統一した同意義の単語1
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2 県が 34.1% となっており、各都道府県に所在する大学数
や学生数の実態に沿ったものと考えられる。（表 2）

（2）体育科目の受講

　体育科目の履修について、「卒業要件（必修科目）とし
て受講した」が最も多く、男性が 67.7% で、女性が 66.0%
であった。「教職など資格取得の必修科目として受講した」
は男性が 5.9% で、女性が 19.8% であった。反対に、「選
択科目として受講した」は男性 39.2% で、女性が（28.4%
であった。（表 3）また、体育科目が必修でなければ「履
修しなかったと思う」との回答は、女性が 62.2% で、が
男性が 47.1% であった。

（4）現在の運動習慣と健康意識

　週 3 回以上定期的に運動している男性は 43.1%、女性は

29.7% であった（表 4）。健康意識は、「非常に健康だと思
う」か「健康な方だと思う」のどちらかに回答した男性は
70.6%、女性は 64.8% であった（表 4）。

2）「楽しかったこと」（自由記述回答）
　「あなたがこれまで経験した、大学の体育実技や体育の
講義で楽しかったと思うことについて、100 ～ 200 字程
度でお答えください。」についての自由記述データを KH 
Coder を用いてテキスト分析を行った。単語の出現回数上
位 25 語を表 5 に示した。男女ともにほぼ同じ単語が抽出
されたが、授業内容の中核である競技種目に注目してみる
と、多く挙げられたのは、男性でサッカー（16 件）、野球

（15 件）、卓球（14 件）、ゴルフ（10 件）、テニス（10 件）
で、女性ではテニス（30 件）、ダンス（19 件）、バレーボー
ル（19 件） 、バドミントン（18 件）、ゴルフ（17 件）であっ

表2　回答者の性別、年齢、卒業年度、卒業した大学の所在地

表3　体育科目の受講

全体

全体

8 5 7 7 9

全体

全体

全体
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た。そして、共起ネットワークを図 1 に示した。
　共起ネットワークからは、まず、「大学の体育の授業は
楽しい。」との感想が多く、楽しかったこととして、「体を
動かしたこと」「男女混合であること」「他の学部や学科の
学生と交流し仲良くなること」が主な傾向であることが明
らかになった。なお、男女別に見ても同様の結果であった。

図1　「楽しかったこと」の共起ネットワーク（全体）

表4　現在の運動習慣と健康意識

表5　大学の体育実技や体育の講義で楽しかったと思うこと
（出現回数上位25語）

4 6 4 2 1 0 3 3
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　エピソードとしては、以下のものがあった。

・野球の授業で私はずっと空振り三振で、一度も打て
なかった。野球授業最後の日の最後の打席、いつ
ものように外野陣が前に出てきた。そこで初めて
打って、ボールが外野陣の上を飛び越えていった
時は痛快で、楽しかった思い出ではある。（男性、
27 歳、東海地方の大学卒業）

・大学の体育でバレーボールを選ぶことになってし
まった（第三希望だった）が、その一年チームに
なっていたメンバーは様々な学科からの多種多様
な人たちだった。実は授業内チームの中では最弱
で、面倒だと言っていながらも皆、何故か悔しく
なってしまい、休みの日に集まって練習していた。
今でもそのメンバーとは交友がある。（女性、24 歳、
東京の大学卒業）

　前者からは鬱屈していた感情から一気に解放された喜び
と爽快感が語られているし、後者からは授業後、そして、
卒業後も続く交友関係のきっかけが体育実技であったこと
が語られている。

3）「ためになったこと・役に立っていること」（自由
記述回答）

　「あなたがこれまで経験した、大学の体育実技や体育の
講義でためになったと思うことや現在のあなたご自身に役
立っていると思うことについて、100 ～ 200 字程度でお答
えください。」の回答にテキスト分析を行い、単語の出現回
数上位 25 語を表 6 に示した。男女ともにほぼ同じ単語が
抽出されたが、授業内容の中核である競技種目などに注目
してみると、多く挙げられたのは、男性でトレーニング（11
件）、ゴルフ（10件）、テニス（7件）で、女性ではゴルフ（17件）、
ストレッチ（12 件）、ダンス（11 件）、ヨガ（11 件）であっ
た。そして、共起ネットワークを図３と図４に示した。
　共起ネットワークで男女に共通して見られたのは、「大
学の体育授業で運動ができて良かった」「体を動かした」

「今、役立っている」であり、男女別に見ると、男性で「定
期的な運動習慣と健康」「筋力トレーニングについて知っ
た」が、女性で「ストレッチの基礎、今も続けていること」
が主な傾向であることが明らかになった。
　エピソードは以下に示すように１つ回答があった。

・ 冬休みに入る前、体育の教科担当の男の先生が「こ
れからの季節、スノボに誘う男の人には注意しろ。
下心なく“教えてあげるよ”という男はいない」
と教えてくれたこと。説得力があったし、みんな
がしっかりと聞いていた。（女性、27 歳、近畿の女
子大学卒業）

　このエピソードは、上記の共起ネットワークから得られ
た傾向からは外れている。また、体育の授業目的からも外
れた内容ではあるが、回答者本人には強く印象に残ってお
り、他の受講生も「しっかりと聞いていた」と捉えていた。

4）「印象に残っていること」（自由記述回答）
　「あなたがこれまで経験した、大学の体育実技や体育の講
義で、何か印象に残っていることを 100 ～ 200 字程度でお答
えください。」の回答にテキスト分析を行い、単語の出現回
数上位 25 語を表 7 に示した。男女ともに同じ単語が抽出さ
れたが、授業内容の中核である競技種目などに注目してみる
と、多くに挙げられたのは、男性で野球（15 件）、チーム（12
件） 、サッカー（11 件）、試合（11 件）で、女性ではバレーボー
ル（26 件）、テニス（22 件）、試合（20 件）、チーム（18 件）
であった。そして、共起ネットワークを図５～６に示した。
　共起ネットワークで男女に共通した主な傾向は、「体育
授業が楽しい」であった。男女別に見ると、男性では「高
校と違って履修が選択」「筋トレの方法を学ぶ」「競技が面
白い」が、女性では「友達と体を動かす」「仲良くチーム」

「講義を受けるのが面白い」が主な傾向であった。

表6　大学の体育実技や体育の講義でためになったと思うこと
（出現回数上位50語）

9 9 5 2 8 7 3 2 6
6
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表7　大学の体育実技や体育の講義で印象に残っていること
（出現回数上位50語）

5 6 5 2 4 0 1 7
3

図2　「ためになったこと・役に立っていること」の共起ネットワーク（男性） 図3　「ためになったこと・役に立っていること」の共起ネットワーク（女性）

図4　「印象に残っていること」の共起ネットワーク（男性）

図5　「印象に残っていること」の共起ネットワーク（女性）
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4．考　察

1） 回答者の属性と母集団の代表性
　回答者のうち、週 3 回以上定期的に運動している男性
は 43.1%、女性は 29.7% であった。文部科学省（2015）
が 2014 年に実施した体力・運動能力調査によると、週 3
日以上運動している 25 ～ 29 歳の男性は 14.8% で、女性
は 6.6% であった。これと比較すると回答者は運動習慣が
高い。しかし、学歴の高い者ほど習慣的に運動をするこ
とが、Murakami et. al（2001）の調査でも示されている
ので、このことも考慮する必要がある。
　健康意識には男女差は見られず、「非常に健康だと思う」
か「健康な方だと思う」のどちらかに回答した男性は
70.6%、女性は 64.8% であった。厚生労働省（2014）が
2014 年に行い、全国の 20 代から 80 代までの 5,000 人か
ら有効回答を得た「健康意識に関する調査」によると、「非
常に健康だと思う」が 7.3% で、「健康な方だと思う」が
66.4%、合わせると 73.7% であった。この調査では年代別
や性別の集計結果が公表されていないが、本調査もほぼ
同様の結果であり回答者は母集団から大きく外れていな
いと考えられる。

2）体育の授業で得たこと
　中山ほか（2012）の報告によれば、大学の体育授業を
受講し終えた学生を対象に「体育授業で得られたもの」
を調査した結果、「友達、授業での楽しさ、気晴らし、運
動量、日常生活が楽しくなった」の項目で多い結果となっ
ている。本研究における自由記述回答の「楽しかったこ
と」「ためになったこと・役に立っていること」「印象に
残っていること」をまとめると、「大学の体育は高校と異
なり、男女共修だったり、他学部生と一緒だったりして、
楽しく運動でき、友達もできた。筋力トレーニングやス
トレッチングの方法を学び、卒業後の運動習慣や健康に
役立っている。」ということになろう。よって、本研究では、
卒業後を対象にしているということもあり、調査時期に
多少の違いはあるものの、中山ほか（2012）の先行研究
を支持する結果となった。さらに、中山ほか（2012）は、
体育授業により「友達」と「授業での楽しさ」を得られ
た者は、大学生活の充実感を高めることに影響を及ぼす
ことを示唆している。これらを総合すると、「体育の授業
で得たこと」は、これは、多くの大学で掲げている大学
体育の目的である「健康増進や運動習慣の形成」や「スポー
ツによる豊かな人生を実現できること」に合致している。
大学卒業生の感想をテキストマイニングした結果、この
ことが確認できた。

　「楽しかったこと」の回答からは、「男女や他学部・学
科の学生と一緒に受講し、仲良くできたこと」が示された。
このようなことは体育の中心課題ではないが、このよう
な交流の機会を体育が提供していることはもっと評価し
ても良いと思われる。そして、「ためになったこと・役に
立っていること」の回答からは、男性で筋力トレーニン
グが、女性でストレッチングが具体的な事項として多く
挙げられた。また、回答の多かった競技種目からは男女
の選好の違いが見られた。これらのことに配慮して授業
計画を立案する必要性が示唆された。

3）教養体育のエピソード
　人間性の涵養に関するような具体的なエピソードは 3
件あった。これらはその時の感情も表現され、人格形成
やその後の生活に影響を与えたと思われる記憶であった。
野球の授業で鬱屈していた感情から一気に解放された喜
びと爽快感が語られていたり、体育の授業が卒業後も続
く交友関係のきっかけとなったりしたことが語られてい
る。
　質問項目は「楽しかったこと」と「ためになったこと・
役に立っていること」、「印象に残っていること」であり、
同じような回答になりそうな質問であった。しかし、少
しでも自由記述、特にエピソードを引き出そうとして言
い方を変えながら回答を求めたが、エピソードが 3 件
しか得られなかったのは、このようなインターネット調
査で回答を得るには限界があるのかも知れない。インタ
ビューや座談会調査のように時間をかけて記憶を紡ぎ出
すような方法も検討する必要があると思われる。
4） 今後の課題
　先行研究（小方 , 1996）から類推して、教養体育の教育
効果にも遅効性があると考えられるが、本調査では卒業
後５年までを対象とした。６年以上についても調査する
必要があると思われるので、今後の課題としたい。
　また、本調査では体育科目を履修した卒業生を対象と
した。体育科目のラーニング・アウトカムをさらに詳し
く調べるためには、体育科目を履修しなかった卒業生の
感想などと比較検討する必要がある。

まとめ

　大学の教養体育の学修成果（ラーニング・アウトカム）
について明らかにするために、大学卒業生に教養体育の
授業の感想や思い出（エピソード）を 100 字から 200 字
までの自由記述で回答させる調査を行った。調査は 2015
年 8 月上旬にインターネットで行い、調査対象は、4 年制
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大学の在学中に教養体育の授業を受講し、卒業して 5 年
目までの 30 歳以下の男女で、3 大都市圏（東京都、埼玉
県、千葉県、神奈川県、愛知県、京都府、大阪府、兵庫県）
にある私立大学の卒業生であった。有効回答は 264 人か
ら得られ、その内訳は男性 102 人（38.6%）、女性 162 人

（61.4%）であった。卒業大学の所在地は、男女全体で東
京が 47.3％、関東の 3 県が 18.6%、他の 2 府 2 県が 34.1%
であった。自由記述回答はテキストマイニングにより分
析した。得られたおもな結果は以下の通りである。
1．大学の体育実技や体育の講義で楽しかったことについ

ての自由記述回答をテキストマイニングした結果、「大
学の体育の授業は楽しい」との感想が多く、楽しかっ
たこととして、「体を動かしたこと」「男女混合である
こと」「他の学部や学科の学生と交流し仲良くなるこ
と」が主な回答であった。このような交流の機会を体
育が提供していることはもっと評価しても良いと思わ
れる。

2．大学の体育実技や体育の講義でためになったことや現
在役立っていることについての自由記述回答をテキス
トマイニングした結果、男女に共通して見られたのは、

「大学の体育授業で運動ができて良かった」「体を動か
した」「今、役立っている」であり、男女別に見ると、
男性では「定期的な運動習慣と健康」「筋力トレーニ
ングについて知った」が、女性では「ストレッチの基
礎、今も続けていること」が主な傾向であった。また、
回答の多かった競技種目からは男女の選好の違いが見
られた。これらのことに配慮して授業計画を立案する
必要性が示唆された。

3．大学の体育実技や体育の講義で印象に残っていること
についての自由記述回答をテキストマイニングした結
果、男女に共通して主な傾向は、「体育授業が楽しい」
であった。男女別に見ると、男性では「高校と違って
履修が選択」「筋トレの方法を学ぶ」「競技が面白い」が、
女性では「友達と体を動かす」「仲良くチーム」「講義
を受けるのが面白い」が主な傾向であった。

4．人間性の涵養に関するようなエピソードは 3 件しか得
られなかった。このようなインターネット調査では限
界があるのかも知れない。インタビューや座談会調査
のように時間をかけて記憶を紡ぎ出すような方法も検
討する必要があると思われる。
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　大学の教養体育の学修成果について明らかにするために、大学卒業生に教養体育の授業の感想や思い出（エピソード）を自
由記述で回答させる調査を行った。調査は 2015 年 8 月上旬にインターネットで行い、調査対象は次の 3 つの条件を満たすも
のとした。① 4 年制大学の在学中に教養体育の授業を受講したもの、②卒業して 5 年目までの 30 歳以下の男女、③ 3 大都市
圏にある私立大学の卒業生。有効回答の内訳は男性 102 人（38.6%）、女性 162 人（61.4%）であった。得られたおもな結果は
以下の通りである。
1．自由記述回答をテキストマイニングした結果、体育科目で楽しかったこととして、「体を動かしたこと」「男女混合であること」
「他の学部や学科の学生と交流し仲良くなること」が主な回答であった。

2．自由記述回答をテキストマイニングした結果、体育科目でためになったことや現在役立っていることは、男女に共通して見
られたのは、「大学の体育授業で運動ができて良かった」「体を動かした」であり、男女別に見ると、男性に「定期的な運動
習慣と健康」「筋力トレーニングについて知った」が、女性に「ストレッチの基礎、今も続けていること」が主な傾向であっ
た。また、回答の多かった競技種目からは男女の選好の違いが見られた。

3．人間性の涵養に関するようなエピソードは 3 件しか得られなかった。このようなインターネット調査では限界があるのか
も知れない。インタビューや座談会調査のように時間をかけて記憶を紡ぎ出すような方法も検討する必要があると思われる。
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原 著 大学体育に関する独創的な知見を適切な方法に基づいて提示する、理論的・実証
的・方法論的な研究論文

10頁

事例報告 大学体育に関する事例を観察・考察し、今後の授業等の改善、発展、充実を促す
知見を提示する論文

８頁

研究資料 大学体育に関する実践的示唆に富む内容を提示する、資料的価値の高い論文 ８頁
（注）：図表等を含めた刷り上がり頁数（文字のみの場合の１頁は約2300字）

表２　投稿原稿の構成と順序
項　目 内　容

表紙　表題 簡潔かつ明瞭なもの。副題をつける場合はコロン（：）で続ける（和英両方）
ランニングタイトル 25字以内
論文の種類 表１から適切なものを選択
図表の数 図と表それぞれの数を記載
文字数 本文、文献、注の合計文字数

抄録とキーワード 300-400語の英文抄録（改行なし）とその和訳文、和英3-5語のキーワード
本文（原著論文は以下の構成で、他の種類の論文はこれに準じた形式で、それぞれ執筆する）

緒言 先行研究との関連から、研究の目的と必要性を述べる。「問題と目的」「はじめに」なども可
方法 研究の妥当性・信頼性の評価ができるように、研究方法を具体的に述べる
結果 目的と方法に沿って得られた結果を要約し、考察や結論の論拠を示す
考察 結果の評価と解釈を述べる
結論 省略可、「まとめ」「要約」なども可

文献 後述の「10. 文献リスト」に従い、著者名のアルファベット順に一括する
注 必要な場合は記載する
図表 フォントは明朝体とする。本文頁の右横の空白に、図表等の挿入箇所を指示する
付記、謝辞 論文受理後に追記する
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大学体育学 優秀論文賞

　『大学体育学』に掲載された優秀な論文を執筆した会員校所属教員等や、会員校に
勤務する非常勤教員に表彰楯を授与し表彰します。
　審査対象は当該年度の大学体育学へ掲載された論文です。
〔平成9年度～平成21年度までは『大学体育教育賞』『大学体育奨励賞』として表彰
してきました〕

【平成27年度】該当論文なし

大学体育の教育力 . 大学教育学会誌 , 30（2）: 69-
72.

11.研究参加者の取り扱い：　人を対象とする研究遂行に際
して、そのすべての過程において人権の尊重と安全確保
を最優先するために、ヘルシンキ宣言の精神に沿い、人
権擁護に配慮した点を論文中に明記する。

12.投稿原稿返却の例：　以上1～11に従わない原稿（本
誌の目的に沿わないもの、書式に著しい不備のあるもの）
や水準の著しく低い原稿については、本委員会の判断に
より、審査の前に受け付けない場合がある。

13.稿原稿の提出方法：　原稿は、この法人の事務局（info@
daitairen.or.jp）宛てに、件名を【大学体育学投稿論文】
としたEメールの添付書類として投稿する。その際、以
下8項目【①著者名（著者全員）、②所属機関名（著者全員）、
③代表著者の氏名･電話番号･e-mailアドレス、④表題、
⑤ランニングタイトル、⑥論文の種類、⑦和文抄録、⑧
和文キーワード】をEメール本文として同時に送信する。

14.論文投稿の締切日：　論文投稿は随時行えるものとする。
15.再提出の期限：　本委員会より訂正を求められた投稿原
稿の提出期限は、訂正通知日から28日以内とする。 また、
それを超えた場合は新規投稿原稿として審査を行う。

16.投稿論文の採否：　投稿論文の採否、加除訂正の要求、
校正（初校は著者）などは本誌編集委員会（以下「本委
員会」という）が行い、著者へ連絡する。

17.論文受理証明書の発行：　本委員会により掲載承認され
た受理論文については、著者の希望により論文受理証明
書の発行を行う。

18.論文公刊の時期：　1月末までに掲載承認された受理論
文は、同年3月に冊子として発行される。

19.論文別刷り：　別刷り注文は受け付けないが、論文PDF
ファイルを第一著者へ贈呈する。

20.投稿料および掲載料：　著者全員がこの法人会員の場合
は、投稿料･掲載料ともに無料とする。著者に非会員が
含まれる場合は論文1編につき1万円の投稿料を、掲載
料については刷り上がり1頁あたり3千円を、投稿者が
負担する。表1に示す制限頁数超過の場合は、会員･非
会員を問わず、1頁につき3千円を投稿者が負担する。

21.論文の著作権：　本誌に掲載された論文の著作権の一切
（著作権法第27条及び第28条の権利を含む）は、この
法人に帰属または譲渡されるものとする。ただし、論文
の内容に関する責任は当該論文の著者が負う。

22.本規定の改廃：　常務理事会にて行う。

附　則
本規定は、平成15年６月14日より適用する。
本規定は、平成18年４月 １ 日より適用する。
本規定は、平成20年９月19日より適用する。
本規定は、平成24年２月 ６ 日より適用する。
本規定は、平成25年７月26日より適用する。
本規定は、平成27年５月29日より適用する。
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大学体育学編集委員会

委　員　長　　木内　敦詞

副委員長　　西田　順一

委　　員　　金山　千広　　後藤　光将　　鈴木　久雄

 園部　　豊　　田原　亮二　　中田　征克

2015年（平成27年）に投稿された論文を審査いただいたのは、
以下29名の方々です。心よりお礼申し上げます。
青木　宏樹　　磯貝　浩久　　石原　一成　　井上　伸一　　上野　耕平
梅崎　高行　　加賀　　勝　　柿山　哲治　　金谷麻理子　　金山　千広
神野　賢治　　後藤　光将　　佐野　昌行　　渋倉　崇行　　島本　好平
鈴木　久雄　　園部　　豊　　田原　亮二　　出村　友寛　　中田　征克
中谷　敏昭　　中野　裕史　　奈良　雅之　　西原　康行　　西脇　雅人
林　　容市　　水村　信二　　宮口　和義　　安井　年文
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